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○健全地形モデル及び防波堤の損傷を考慮した地形モデル①～③を用いてパラメータスタディを実施する。
○パラメータスタディでは，評価地点の水位変動量最大ケースを選定し，「評価用の想定津波」として，以下の2通り設定する 。
 健全地形モデルにおける「評価用の想定津波」
 損傷地形モデルにおける「評価用の想定津波」
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健全地形モデルにおける
「評価用の想定津波」の設定

健全地形モデル
(北防波堤あり-南防波堤あり)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル①
(北防波堤なし-南防波堤なし)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル②
(北防波堤あり-南防波堤なし)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③
(北防波堤なし-南防波堤あり)

敷地北側防潮堤の

損傷による影響確認

損傷地形モデルにおける
「評価用の想定津波」の設定
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２．４．２ 計算条件

敷地北側防潮堤の

損傷による影響確認

敷地北側防潮堤の

損傷による影響確認

敷地北側防潮堤の

損傷による影響確認

検討手順

STEP1-1

東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向

アスペリティ位置

STEP2-1

アスペリティ数及び位置
STEP1-2

アスペリティ詳細位置 STEP2-2

アスペリティ詳細位置

STEP4

断層面上縁深さ

STEP3

波源位置

STEP1-1

東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向

アスペリティ位置
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アスペリティ数及び位置
STEP1-2

アスペリティ詳細位置 STEP2-2

アスペリティ詳細位置
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波源位置
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アスペリティ詳細位置
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断層面上縁深さ

STEP3

波源位置

STEP1-1

東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向

アスペリティ位置

STEP2-1

アスペリティ数及び位置
STEP1-2

アスペリティ詳細位置 STEP2-2

アスペリティ詳細位置

STEP4

断層面上縁深さ

STEP3

波源位置

STEP2-2

アスペリティ詳細位置
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健全地形モデル
(北防波堤あり-南防波堤あり)

解析結果

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果
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健全地形モデル STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(1/4)
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２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○概略パラメータスタディのSTEP1-1では，東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向とアスペリティ位置の不確かさを考慮する。
○基準波源モデルを対象に，東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向と隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)を組合せたパラメータスタディを

実施する。

土木学会(2016)に基づく断層パターン

6 7
8

54

32
1

西 東

鉛直面内の断層形状
東西幅50km

数字は
パターン№

地震発生層厚さ
20km

海底面

【アスペリティ位置】

【東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向】

※検討例(断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)
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対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

基準波源モデル

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

ab

1 3.20m 3.18m 3.65m 2.93m 2.95m 2.35m -3.22m -3.12m

2 4.62m 4.76m 4.48m 4.19m 4.21m 3.64m -4.70m -4.65m

3 4.48m 4.87m 4.43m 4.14m 4.23m 3.24m -4.10m -3.96m

4 3.45m 3.39m 4.00m 3.16m 3.18m 2.79m -3.13m -3.06m

5 2.54m 2.55m 3.50m 2.45m 2.40m 2.16m -2.37m -2.20m

6 4.00m 4.32m 3.79m 3.85m 3.87m 3.10m -4.35m -4.23m

7 3.92m 4.06m 3.71m 3.72m 3.76m 2.59m -3.63m -3.49m

8 3.87m 3.02m 3.21m 2.86m 2.79m 2.46m -3.24m -3.03m

bc

1 4.09m 3.84m 3.90m 3.61m 3.47m 3.14m -3.30m -3.18m

2 5.16m 5.65m 6.05m 4.94m 4.81m 5.05m -5.33m -5.27m

3 5.09m 5.41m 6.03m 5.05m 5.03m 4.30m -4.47m -4.41m

4 4.09m 4.20m 4.98m 3.61m 3.48m 3.89m -3.77m -3.48m

5 3.74m 3.24m 4.03m 2.80m 2.80m 2.55m -2.91m -3.05m

6 4.91m 5.31m 4.71m 4.59m 4.61m 4.21m -5.61m -5.41m

7 4.34m 4.38m 4.56m 4.02m 3.99m 4.02m -3.91m -3.84m

8 5.09m 4.03m 4.89m 3.63m 3.49m 3.88m -3.68m -3.33m

cd

1 5.35m 5.00m 6.29m 4.57m 4.22m 4.25m -4.72m -4.51m

2 6.68m 7.33m 8.40m 5.60m 5.77m 6.64m -5.95m -5.84m

3 5.89m 6.38m 7.28m 5.63m 5.53m 5.77m -6.27m -6.24m

4 5.30m 5.92m 7.78m 4.48m 4.48m 4.98m -4.71m -4.36m

5 5.11m 5.39m 5.09m 4.64m 4.54m 3.88m -4.66m -4.52m

6 7.10m 7.40m 7.68m 6.18m 6.31m 6.84m -6.57m -6.28m

7 6.32m 6.64m 7.04m 6.01m 5.87m 5.73m -6.32m -6.15m

8 7.14m 5.96m 6.13m 5.13m 4.95m 5.05m -4.84m -4.81m

de

1 6.54m 5.90m 8.09m 4.72m 4.57m 5.13m -4.85m -4.68m

2 7.52m 7.72m 9.00m 6.73m 6.75m 7.28m -6.54m -6.49m

3 6.34m 7.11m 7.61m 5.79m 5.77m 5.84m -6.93m -7.07m

4 6.29m 6.06m 7.29m 4.88m 4.75m 4.99m -5.56m -5.38m

5 5.90m 5.88m 8.25m 4.82m 4.60m 5.44m -5.67m -5.75m

6 8.21m 8.46m 9.19m 6.92m 6.96m 8.08m -7.63m -7.49m

7 7.25m 7.54m 8.05m 5.73m 5.64m 6.83m -8.18m -7.98m

8 6.22m 6.29m 7.58m 4.99m 4.95m 5.57m -6.01m -5.91m

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○基準波源モデルを対象に，アスペリティ位置及び断層パターンを変動させた結果は下表のとおりである。

健全地形モデル STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(2/4)
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２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

基準波源モデル

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

ef

1 6.33m 5.54m 7.77m 4.29m 4.43m 5.02m -4.34m -4.12m 

2 7.11m 7.46m 8.44m 6.47m 6.39m 5.98m -6.55m -6.49m 

3 6.91m 6.90m 8.07m 5.64m 5.49m 5.51m -6.26m -6.26m 

4 5.70m 5.75m 6.87m 4.64m 4.62m 4.53m -4.82m -4.88m 

5 6.71m 5.76m 8.08m 4.70m 4.51m 5.32m -4.81m -4.58m 

6 8.52m 8.79m 8.72m 7.00m 7.05m 6.44m -7.07m -7.09m 

7 8.66m 7.12m 7.77m 6.10m 5.87m 5.49m -7.06m -7.12m 

8 6.13m 6.08m 6.86m 5.27m 5.18m 4.80m -5.13m -4.94m 

fg

1 5.30m 4.98m 5.13m 4.62m 4.42m 3.24m -3.37m -3.38m 

2 6.36m 6.51m 5.91m 5.91m 5.59m 4.76m -5.69m -5.64m 

3 6.29m 6.18m 5.89m 5.77m 5.68m 4.37m -4.97m -4.82m 

4 4.81m 5.00m 5.23m 4.30m 4.36m 3.91m -3.42m -3.30m 

5 4.44m 4.75m 4.92m 4.45m 4.29m 3.54m -3.45m -3.50m 

6 7.18m 7.00m 5.80m 6.41m 6.07m 5.32m -6.48m -6.42m 

7 6.46m 6.60m 5.37m 6.40m 6.13m 4.44m -5.40m -5.11m 

8 5.70m 5.49m 5.20m 4.66m 4.69m 4.01m -3.83m -3.65m 

gh

1 3.89m 3.56m 3.81m 3.59m 3.43m 2.56m -3.19m -3.31m 

2 5.73m 5.38m 4.88m 5.06m 4.87m 4.21m -5.24m -5.09m 

3 5.28m 5.39m 5.07m 5.05m 5.12m 3.89m -4.21m -4.15m 

4 3.84m 3.56m 4.08m 3.39m 3.45m 3.35m -3.08m -3.02m 

5 3.63m 3.60m 3.54m 3.39m 3.29m 2.59m -3.23m -3.00m 

6 5.40m 5.14m 4.52m 4.68m 4.63m 4.26m -5.78m -5.59m 

7 5.11m 5.42m 4.63m 4.62m 4.73m 3.78m -4.15m -3.99m 

8 4.22m 3.57m 3.92m 3.22m 3.18m 3.24m -3.19m -3.06m 

○基準波源モデルを対象に，アスペリティ位置及び断層パターンを変動させた結果は下表のとおりである。

健全地形モデル STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(3/4)
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STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○STEP1-1の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。
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健全地形モデル STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(4/4)
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２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○概略パラメータスタディのSTEP1-2ではアスペリティ詳細位置の不確かさを考慮する。
○STEP1-1における最大ケースの波源モデルを対象に，アスペリティ位置を北方及び南方へ10～30km(10kmピッチ：隣接セグメントをさらに

4分割した距離)移動させたパラメータスタディを実施する。

【アスペリティ詳細位置】

健全地形モデル STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(1/5)

アスペリティ詳細位置：

移動de-北へ30km
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※検討例(アスペリティ位置：de，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動ef

北へ30km

STEP1-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケース
アスペリティ位置：移動de-南へ10km～30kmと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置 8.66m 7.12m 7.77m 6.10m 5.87m 5.49m -7.06m -7.12m 

南へ10km 8.23m 6.90m 6.86m 6.26m 5.99m 5.11m -6.86m -6.92m 

南へ20km 7.09m 6.74m 6.25m 6.27m 6.13m 4.92m -6.40m -6.26m 

南へ30km 6.81m 6.78m 5.92m 6.33m 6.13m 4.60m -5.53m -5.32m 

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動ef

北へ30km

STEP1-1 敷地北側B(上昇側)最大ケース
アスペリティ位置：移動de-南へ10km～30kmと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置 8.52m 8.79m 8.72m 7.00m 7.05m 6.44m -7.07m -7.09m 

南へ10km 7.61m 8.14m 7.92m 6.76m 6.67m 5.93m -7.22m -7.18m 

南へ20km 7.54m 7.57m 7.27m 6.55m 6.40m 5.63m -7.22m -7.10m 

南へ30km 7.28m 7.14m 6.66m 6.37m 6.28m 5.56m -7.01m -6.91m 

STEP1-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km 7.22m 7.71m 8.35m 6.52m 6.66m 7.52m -6.74m -6.78m 

北へ20km 7.21m 8.26m 9.39m 6.78m 6.57m 7.99m -7.12m -7.25m 

北へ10km 7.46m 8.55m 9.39m 6.72m 6.67m 8.42m -7.60m -7.51m 

基準位置 8.21m 8.46m 9.19m 6.92m 6.96m 8.08m -7.63m -7.49m 

南へ10km 8.72m 9.09m 9.79m 7.46m 7.36m 7.68m -7.26m -7.24m 

南へ20km 9.16m 9.51m 10.05m 7.62m 7.62m 7.35m -6.90m -6.81m 

南へ30km 9.15m 9.46m 9.51m 7.43m 7.60m 6.94m -6.99m -7.04m 

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

健全地形モデル STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(2/5)
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動ef

北へ30km

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

STEP1-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動ef

北へ30km

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

STEP1-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 敷地北側B(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

健全地形モデル STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(3/5)
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km 6.06m 7.11m 7.46m 5.93m 5.90m 6.46m -6.95m -6.94m 

北へ20km 6.75m 7.20m 8.35m 5.98m 5.98m 6.87m -7.72m -7.52m 

北へ10km 7.21m 7.43m 7.73m 5.95m 5.89m 7.07m -8.13m -7.92m 

基準位置 7.25m 7.54m 8.05m 5.73m 5.64m 6.83m -8.18m -7.98m 

南へ10km 7.40m 8.15m 8.95m 5.80m 5.60m 6.73m -7.62m -7.68m 

南へ20km 7.92m 8.69m 9.58m 6.07m 5.83m 6.47m -7.31m -7.46m 

南へ30km 8.38m 8.10m 8.74m 5.96m 5.73m 6.13m -7.28m -7.32m 

STEP1-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

健全地形モデル STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(4/5)
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STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○STEP1-2の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

健全地形モデル STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(5/5)

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de北10km

d

e

f

a

b

c

g

h



114114

余白
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２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○概略パラメータスタディのSTEP2-1では，アスペリティ数及び位置の不確かさを考慮する。
○STEP1-1における最大ケースの波源モデルを対象に，アスペリティを南北に2分割したうえで，片方のアスペリティ位置を固定し，もう片方を

40kmピッチで移動させたパラメータスタディを実施する。

【アスペリティ数及び位置】

健全地形モデル STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(1/5)

アスペリティ位置：

固定d

移動a

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動b

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動c

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動e

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動f

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動g

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動h

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動a

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動b

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動c

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動d

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動f

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動g

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動h

d

e

f

a

b

c

g

h

※検討例(アスペリティ位置：de，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定e

ae

STEP1-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケース
アスペリティ位置：固定eと同じ

be
ce
de
ef
eg
eh

固定f

af 5.55m 5.36m 5.42m 4.54m 4.43m 4.05m -4.04m -3.89m 

bf 5.79m 6.27m 5.30m 5.16m 5.16m 4.01m -5.13m -5.09m 

cf 7.08m 6.05m 6.39m 5.46m 5.46m 5.26m -4.53m -4.59m 
df STEP1-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケース

アスペリティ位置：df，efと同じef

fg 6.46m 6.60m 5.37m 6.40m 6.13m 4.44m -5.40m -5.11m 

fh 5.79m 5.62m 5.62m 4.67m 4.56m 4.34m -4.27m -4.17m 

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定e

ae

STEP1-1 敷地北側B(上昇側)最大ケース
アスペリティ位置：固定eと同じ

be
ce
de
ef
eg
eh

固定f

af 6.06m 6.47m 6.44m 5.17m 5.31m 4.80m -5.12m -4.98m 

bf 6.10m 6.52m 5.82m 5.20m 5.33m 4.33m -6.02m -6.03m 

cf 6.91m 6.97m 7.37m 6.09m 6.24m 6.35m -5.68m -5.51m 
df STEP1-1 敷地北側B(上昇側)最大ケース

アスペリティ位置：df，efと同じef

fg 7.18m 7.00m 5.80m 6.41m 6.07m 5.32m -6.48m -6.42m 

fh 6.10m 6.52m 6.27m 5.19m 5.34m 5.62m -5.70m -5.71m 

STEP1-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad 6.16m 6.83m 7.75m 5.27m 5.41m 5.81m -5.64m -5.62m 

bd 6.22m 6.83m 6.52m 6.17m 5.87m 5.41m -6.28m -6.16m 

cd 7.10m 7.40m 7.68m 6.18m 6.31m 6.84m -6.57m -6.28m 

de 8.21m 8.46m 9.19m 6.92m 6.96m 8.08m -7.63m -7.49m 

df 7.64m 7.71m 8.33m 6.69m 6.70m 6.47m -6.70m -6.72m 

dg 7.47m 8.05m 6.51m 6.72m 7.08m 5.99m -6.59m -6.52m 

dh 6.22m 6.84m 7.75m 5.59m 5.79m 6.46m -5.89m -5.77m 

固定e

ae 7.18m 7.44m 7.19m 6.42m 6.35m 5.83m -5.72m -5.41m 

be 7.15m 7.41m 7.17m 6.41m 6.34m 5.29m -6.52m -6.28m 

ce 8.79m 8.98m 7.91m 7.01m 7.22m 6.47m -6.77m -7.03m 
de アスペリティ位置：固定d-deと同じ
ef 8.52m 8.79m 8.72m 7.00m 7.05m 6.44m -7.07m -7.09m

eg 8.29m 8.56m 7.15m 6.88m 6.95m 5.98m -7.01m -7.02m 

eh 7.18m 7.45m 7.55m 6.43m 6.36m 6.24m -6.29m -6.00m 

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ数及び位置を変動させた結果は下表のとおりである。

健全地形モデル STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(2/5)
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定e

ae

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

be
ce
de
ef
eg
eh

固定f

af
bf
cf
df
ef
fg
fh

STEP1-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定e

ae

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

be
ce
de
ef
eg
eh

固定f

af
bf
cf
df
ef
fg
fh

STEP1-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 敷地北側B(上昇側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

健全地形モデル STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(3/5)

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ数及び位置を変動させた結果は下表のとおりである。
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad 5.14m 5.80m 6.37m 4.78m 4.63m 5.11m -6.38m -6.30m 

bd 6.70m 6.96m 6.05m 5.86m 5.84m 5.07m -5.65m -5.47m 

cd 6.32m 6.64m 7.04m 6.01m 5.87m 5.73m -6.32m -6.15m 

de 7.25m 7.54m 8.05m 5.73m 5.64m 6.83m -8.18m -7.98m 

df 8.26m 7.45m 7.85m 6.54m 6.19m 6.30m -7.42m -7.27m 

dg 7.14m 7.47m 6.02m 6.72m 6.88m 5.84m -6.64m -6.59m 

dh 6.02m 6.72m 6.54m 5.48m 5.26m 5.37m -5.90m -5.80m 

固定e

ae 5.87m 5.59m 7.34m 4.74m 4.53m 4.84m -5.79m -5.97m 

be 5.59m 5.95m 7.31m 4.85m 4.76m 4.82m -5.24m -5.09m 

ce 6.36m 6.18m 7.26m 5.16m 5.22m 5.46m -5.82m -5.84m 
de アスペリティ位置：固定d-deと同じ

ef 8.66m 7.12m 7.77m 6.10m 5.87m 5.49m -7.06m -7.12m 

eg 6.19m 6.70m 7.27m 5.70m 5.76m 5.07m -6.41m -6.23m 

eh 6.16m 5.64m 7.32m 4.73m 4.61m 4.83m -5.26m -5.47m 

STEP1-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

健全地形モデル STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(4/5)

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ数及び位置を変動させた結果は下表のとおりである。
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STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ce

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ce

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ce

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ce

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○STEP2-1の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

健全地形モデル STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(5/5)

6 7
8

54

32
1

西 東

アスペリティ位置：ce

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h
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余白
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２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○概略パラメータスタディのSTEP2-2では，アスペリティ詳細位置の不確かさを考慮する。
○STEP2-1における最大ケースの波源モデルを対象に，アスペリティを南北に2分割したうえで，片方のアスペリティ位置を固定し，もう片方を

北方及び南方へ10～30km(10kmピッチ：隣接セグメントをさらに4分割した距離)移動させたパラメータスタディを実施する。

【アスペリティ詳細位置】

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-北へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-北へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-北へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-基準位置

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-南へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-南へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-南へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-北へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-北へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-北へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-基準位置

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-南へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-南へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-南へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

健全地形モデル STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(1/5)

※検討例(アスペリティ位置：ce，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ce

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動c

固定e

北へ30km 7.26m 7.51m 7.16m 6.54m 6.40m 5.17m -7.24m -7.04m 

北へ20km 7.80m 8.06m 7.14m 6.79m 6.76m 5.23m -7.64m -7.32m 

北へ10km 8.60m 8.81m 7.83m 7.02m 7.16m 5.70m -7.49m -7.38m 

基準位置 8.79m 8.98m 7.91m 7.01m 7.22m 6.47m -6.77m -7.03m 

南へ10km 8.32m 8.49m 8.49m 6.83m 6.89m 7.02m -6.56m -6.51m 

南へ20km 7.46m 8.12m 8.69m 6.72m 6.54m 7.49m -6.98m -7.20m 

南へ30km 7.30m 8.08m 8.86m 6.65m 6.59m 7.92m -7.47m -7.46m 

固定c

移動e

北へ30km 7.48m 7.96m 7.47m 6.69m 6.85m 6.81m -6.60m -6.47m 

北へ20km 8.42m 8.70m 7.69m 7.00m 7.19m 6.89m -6.90m -6.76m 

北へ10km 8.84m 9.06m 7.73m 7.03m 7.16m 6.68m -6.92m -6.98m 
基準位置 アスペリティ詳細位置：移動c 固定eと同じ

南へ10km 8.27m 8.57m 8.07m 6.91m 6.87m 6.43m -6.81m -7.03m 

南へ20km 7.52m 8.10m 7.88m 6.71m 6.64m 6.34m -6.64m -6.73m 

南へ30km 7.19m 7.49m 7.27m 6.48m 6.54m 6.39m -6.37m -6.19m 

STEP2-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ce

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動c

固定e

北へ30km

STEP2-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定c

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

STEP2-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km
STEP2-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケース
アスペリティ詳細位置：移動c 固定eと同じ

北へ20km
北へ10km

基準位置 8.21m 8.46m 9.19m 6.92m 6.96m 8.08m -7.63m -7.49m 
南へ10km

アスペリティが重なるため検討対象外

南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置 アスペリティ詳細位置：移動d 固定eと同じ

南へ10km 7.90m 8.14m 9.09m 6.85m 6.83m 7.57m -7.42m -7.33m 

南へ20km 7.63m 7.89m 9.10m 6.79m 6.67m 7.09m -7.09m -7.05m 

南へ30km 7.56m 7.75m 8.85m 6.85m 6.55m 6.73m -6.73m -6.72m 

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

健全地形モデル STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(2/5)

○STEP2-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP2-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ce

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動c

固定e

北へ30km

STEP2-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定c

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

STEP2-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ce

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動c

固定e

北へ30km

STEP2-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定c

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

STEP2-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km

STEP2-1 敷地北側B(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

健全地形モデル STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(3/5)

○STEP2-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP2-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km 6.34m 6.91m 7.66m 5.36m 5.33m 6.00m -6.64m -6.48m 

北へ20km 6.45m 7.31m 8.24m 5.74m 5.75m 6.50m -7.62m -7.34m 

北へ10km 6.94m 7.29m 7.80m 5.85m 5.81m 6.99m -8.07m -7.88m 

基準位置 7.25m 7.54m 8.05m 5.73m 5.64m 6.83m -8.18m -7.98m 
南へ10km

アスペリティが重なるため検討対象外

南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置 アスペリティ詳細位置：移動d 固定eと同じ

南へ10km 7.22m 7.33m 8.06m 5.65m 5.60m 6.70m -7.93m -7.81m 

南へ20km 7.32m 7.42m 8.47m 5.74m 5.66m 6.14m -7.62m -7.72m 

南へ30km 7.66m 7.22m 8.42m 6.07m 5.93m 6.45m -7.65m -7.44m 

STEP2-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km

STEP2-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

健全地形モデル STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(4/5)

○STEP2-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。
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STEP2-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：c_e北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：c_e北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：c_e北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ce

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-2

敷地北側B(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○STEP2-2の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

健全地形モデル STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(5/5)

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-北へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

6 7
8

54

32
1

西 東

アスペリティ位置：ce

d

e

f

a

b

c

g

h
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余白
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２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○詳細パラメータスタディのSTEP3では，波源位置の不確かさを考慮する。
○STEP1-2及びSTEP2-2のうち最大ケースの波源モデル※を対象に，走向を±10°に変動させたパラメータスタディを実施する。
※パラメータスタディ結果より水位変動量が大きいSTEP1-2の最大ケースが選定される。

【波源位置(走向)】

健全地形モデル STEP3「波源位置」(1/5)

※検討例(アスペリティ位置：de南へ20km，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：

de南20km

アスペリティ位置：

de南20km

北側：+10°

南側：-10°
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対象ケース
変動パラメータ

波源位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 9.16m 9.51m 10.05m 7.62m 7.62m 7.35m -6.90m -6.81m 

くの字10° 9.70m 9.54m 9.75m 7.80m 7.64m 7.32m -6.98m -6.99m 

STEP1-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準

STEP1-2 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

くの字10°

STEP1-2

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準

STEP1-2 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

くの字10°

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

健全地形モデル STEP3「波源位置」(2/5)

○STEP1-2最大ケースを対象に，波源位置を変動させた結果は下表のとおりである。
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対象ケース
変動パラメータ

波源位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-2

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準

STEP1-2 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

くの字10°

STEP1-2

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準

STEP1-2 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

くの字10°

STEP1-2

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 7.46m 8.55m 9.39m 6.72m 6.67m 8.42m -7.60m -7.51m 

くの字10° 8.37m 8.68m 9.52m 6.76m 6.90m 7.89m -7.52m -7.48m 

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

健全地形モデル STEP3「波源位置」(3/5)

○STEP1-2最大ケースを対象に，波源位置を変動させた結果は下表のとおりである。
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対象ケース
変動パラメータ

波源位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 7.25m 7.54m 8.05m 5.73m 5.64m 6.83m -8.18m -7.98m 

くの字10° 7.01m 7.37m 8.49m 5.81m 5.72m 6.17m -7.67m -7.69m 

STEP1-2

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準

STEP1-2 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

くの字10°

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○STEP1-2最大ケースを対象に，波源位置を変動させた結果は下表のとおりである。

健全地形モデル STEP3「波源位置」(4/5)
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STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP3

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○STEP3の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

健全地形モデル STEP3「波源位置」(5/5)

6 7
8

54

32
1

西 東

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de北10km

d

e

f

a

b

c

g

h
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２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○詳細パラメータスタディのSTEP4では，断層面上縁深さの不確かさを考慮する。
○STEP3における最大ケースの波源モデルを対象に，断層面上縁深さ0km，1km，2km，3km，4km，5kmに変動させたパラメータスタディを

実施する。

健全地形モデル STEP4「断層面上縁深さ」(1/5)

【アスペリティ詳細位置】

※検討例(アスペリティ位置：de南へ20km，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

6 7
8

54

32
1

基準1km

5km

西 東 0km

断層面上縁深さ変動範囲0km～5km

西 東
6 7

8
54

32
1

基準1km
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対象ケース
変動パラメータ
断層面上縁深さ

防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

0km 9.34m 9.15m 9.59m 7.66m 7.32m 7.44m -6.96m -6.92m 

1km(基準) 9.70m 9.54m 9.75m 7.80m 7.64m 7.32m -6.98m -6.99m 

2km 9.57m 9.91m 10.00m 7.99m 7.80m 7.59m -7.15m -7.16m 

3km 9.25m 10.07m 10.16m 8.08m 7.87m 7.70m -7.22m -7.27m 

4km 9.31m 10.22m 10.23m 8.13m 7.95m 7.69m -7.34m -7.37m 

5km 9.72m 10.33m 10.19m 8.17m 8.05m 7.73m -7.41m -7.46m 

STEP3

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

0km

STEP3 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

1km(基準)

2km

3km

4km

5km

STEP3

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 9.07m 9.42m 9.85m 7.43m 7.59m 7.30m -6.83m -6.72m 

1km(基準) 9.16m 9.51m 10.05m 7.62m 7.62m 7.35m -6.90m -6.81m 

2km 9.35m 9.59m 10.36m 7.78m 7.73m 7.44m -7.07m -7.05m 

3km 9.69m 9.73m 10.447m 7.86m 7.86m 7.50m -7.26m -7.15m 

4km 9.78m 9.84m 10.449m 7.91m 8.01m 7.56m -7.30m -7.34m 

5km 9.86m 10.02m 10.41m 7.96m 8.12m 7.64m -7.45m -7.37m 

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○STEP3最大ケースを対象に，断層面上縁深さを変動させた結果は下表のとおりである。

健全地形モデル STEP4「断層面上縁深さ」(2/5)
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対象ケース
変動パラメータ
断層面上縁深さ

防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP3

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

0km

STEP3 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

1km(基準)

2km

3km

4km

5km

STEP3

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

0km

STEP3 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

1km(基準)

2km

3km

4km

5km

STEP3

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 7.17m 8.69m 9.52m 6.65m 6.51m 8.57m -7.42m -7.39m 

1km(基準) 7.46m 8.55m 9.39m 6.72m 6.67m 8.42m -7.60m -7.51m 

2km 7.89m 8.50m 9.29m 6.76m 6.74m 8.33m -7.70m -7.61m 

3km 8.06m 8.55m 9.23m 6.82m 6.82m 8.34m -7.77m -7.71m 

4km 8.27m 8.60m 9.23m 6.88m 7.10m 8.38m -7.87m -7.80m 

5km 8.40m 8.69m 9.19m 6.96m 7.22m 8.41m -7.90m -7.87m 

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○STEP3最大ケースを対象に，断層面上縁深さを変動させた結果は下表のとおりである。

健全地形モデル STEP4「断層面上縁深さ」(3/5)
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対象ケース
変動パラメータ
断層面上縁深さ

防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP3

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 7.11m 7.42m 7.90m 5.56m 5.58m 6.37m -7.91m -7.82m 

1km(基準) 7.25m 7.54m 8.05m 5.73m 5.64m 6.83m -8.18m -7.98m 

2km 7.65m 7.73m 8.32m 5.89m 5.70m 6.86m -8.35m -8.15m 

3km 7.92m 7.96m 8.67m 6.08m 5.86m 7.00m -8.47m -8.29m 

4km 8.16m 8.05m 8.84m 6.31m 6.01m 7.24m -8.64m -8.42m 

5km 8.29m 8.08m 8.90m 6.53m 6.16m 7.38m -8.76m -8.52m 

STEP3

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km

STEP3 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

1km(基準)

2km

3km

4km

5km

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○STEP3最大ケースを対象に，断層面上縁深さを変動させた結果は下表のとおりである。

健全地形モデル STEP4「断層面上縁深さ」(4/5)
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STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

STEP4

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：0km

STEP4

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP４

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

２．４．３ 健全地形モデルの解析結果

○STEP4の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

健全地形モデル STEP4「断層面上縁深さ」(5/5)

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de北10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

断層面上縁深さ5km 断層面上縁深さ5km 断層面上縁深さ4km 断層面上縁深さ0km 断層面上縁深さ5km
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補足資料

○敷地北側防潮堤まで遡上するケースのうち，影響が大きいと考えられる以下の波源モデルを対象とする。

 STEP4 防潮堤前面(上昇側)最大ケース
 STEP4 敷地北側A(上昇側)最大ケース
 STEP4 敷地北側B(上昇側)最大ケース

○複数の損傷状態を考慮した検討として，以下のケースを確認する。
 敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)
 敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)
 敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

健全地形モデル 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(1/11)

防潮堤①敷地北側防潮堤なし 防潮堤
②北部なし

防潮堤③南部なし
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補足資料

健全地形モデル 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(2/11)

対象ケース 敷地北側防潮堤の損傷状態
防潮堤前面 ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 9.86m 7.96m 8.12m 7.64m -7.45m -7.37m 

敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし) 9.86m 7.96m 8.12m 7.64m -7.44m -7.37m 

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 9.72m 8.17m 8.05m 7.73m -7.41m -7.46m 

敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし) 9.72m 8.17m 8.05m 7.74m -7.41m -7.46m 

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 9.78m 7.91m 8.01m 7.56m -7.30m -7.34m 

敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし) 9.78m 7.91m 8.01m 7.56m -7.30m -7.34m 

○敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)の検討結果は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による水位変動量に有意な差はないことを確認した。
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対象ケース
最大水位分布図

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

補足資料

健全地形モデル 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(3/11)

○敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)の最大水位分布図は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による最大水位分布図に有意な差はないことを確認した。
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補足資料

健全地形モデル 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(4/11)

対象ケース
時刻歴波形

３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

○敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)の３号炉取水口，１，２号炉取水口，放水口の時刻歴波形は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による時刻歴波形に有意な差はないことを確認した。

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)
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余白
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補足資料

健全地形モデル 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(5/11)

対象ケース 敷地北側防潮堤の損傷状態
防潮堤前面 ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 9.86m 7.96m 8.12m 7.64m -7.45m -7.37m 

敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし) 9.86m 7.96m 8.12m 7.64m -7.44m -7.37m 

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 9.72m 8.17m 8.05m 7.73m -7.41m -7.46m 

敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし) 9.72m 8.17m 8.05m 7.74m -7.41m -7.46m 

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 9.78m 7.91m 8.01m 7.56m -7.30m -7.34m 

敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし) 9.78m 7.91m 8.01m 7.56m -7.30m -7.34m 

○敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)の検討結果は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による水位変動量に有意な差はないことを確認した。
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対象ケース
最大水位分布図

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

補足資料

健全地形モデル 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(6/11)

○敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)の最大水位分布図は下表のとおりである。
○損傷箇所から遡上する津波は防潮堤まで到達しないことから，防潮堤前面における最大水位変動量に有意な差はないことを確認した。
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補足資料

健全地形モデル 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(7/11)

対象ケース
時刻歴波形

３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

○敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)の３号炉取水口，１，２号炉取水口，放水口の時刻歴波形は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による時刻歴波形に有意な差はないことを確認した。

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)
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余白
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補足資料

健全地形モデル 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(8/11)

対象ケース 敷地北側防潮堤の損傷状態
防潮堤前面 ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 9.86m 7.96m 8.12m 7.64m -7.45m -7.37m 

敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし) 9.86m 7.96m 8.12m 7.64m -7.45m -7.37m 

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 9.72m 8.17m 8.05m 7.73m -7.41m -7.46m 

敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし) 9.72m 8.17m 8.05m 7.73m -7.41m -7.46m 

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 9.78m 7.91m 8.01m 7.56m -7.30m -7.34m 

敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし) 9.78m 7.91m 8.01m 7.56m -7.30m -7.34m 

○敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)の検討結果は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による水位変動量に有意な差はないことを確認した。
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対象ケース
最大水位分布図

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

補足資料

健全地形モデル 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(9/11)

○敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)の最大水位分布図は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による最大水位分布図に有意な差はないことを確認した。
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補足資料

健全地形モデル 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(10/11)

対象ケース
時刻歴波形

３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

○敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)の３号炉取水口，１，２号炉取水口，放水口の時刻歴波形は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による時刻歴波形に有意な差はないことを確認した。

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)
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補足資料

健全地形モデル 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(11/11)

○敷地北側防潮堤の損傷考慮が最大水位変動量，最大水位分布，時刻歴波形に対して有
意な影響がないことを確認した。

○以上から，「評価用の想定津波」の選定に当たっては，以下は検討対象としないこととした。
敷地北側防潮堤の損傷状態
評価地点のうち敷地北側A，敷地北側Bの水位変動量最大ケース
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル①
(北防波堤なし-南防波堤なし)

解析結果

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(1/4)

○概略パラメータスタディのSTEP1-1では，東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向とアスペリティ位置の不確かさを考慮する。
○基準波源モデルを対象に，東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向と隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)を組合せたパラメータスタディを

実施する。

土木学会(2016)に基づく断層パターン

6 7
8

54

32
1

西 東

鉛直面内の断層形状
東西幅50km

数字は
パターン№

地震発生層厚さ
20km

海底面

【アスペリティ位置】

【東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向】

※検討例(断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：ab

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：bc

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：cd

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：ef

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：fg

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：gh

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

基準波源モデル

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

ab

1 3.04m 2.74m 3.76m 3.13m 2.53m 2.31m -2.79m -2.81m 

2 4.70m 4.04m 4.71m 3.82m 3.68m 3.62m -4.53m -4.29m 

3 3.64m 3.78m 4.45m 3.48m 3.47m 3.34m -3.58m -3.54m 

4 3.78m 3.34m 4.18m 3.08m 3.10m 2.76m -2.88m -2.89m 

5 2.58m 2.52m 3.46m 2.34m 2.63m 1.96m -2.41m -2.44m 

6 3.68m 3.58m 3.71m 3.72m 3.58m 3.28m -3.69m -3.49m 

7 3.71m 3.69m 3.75m 3.26m 3.77m 2.67m -2.81m -2.74m 

8 3.43m 3.06m 3.12m 2.94m 3.25m 2.29m -2.64m -2.82m 

bc

1 4.03m 3.75m 4.10m 4.09m 3.04m 2.89m -4.02m -3.87m 

2 5.20m 5.50m 6.04m 4.71m 4.40m 4.98m -4.99m -4.79m 

3 4.54m 4.85m 6.03m 4.35m 4.38m 4.31m -3.94m -3.77m 

4 4.72m 4.15m 5.11m 4.35m 4.07m 3.95m -3.26m -3.16m 

5 3.79m 3.25m 3.88m 3.47m 2.89m 2.62m -3.06m -3.35m 

6 4.85m 4.94m 4.79m 4.30m 4.72m 4.10m -5.02m -5.26m 

7 4.31m 4.12m 4.93m 4.34m 4.15m 3.97m -4.06m -3.75m 

8 4.78m 4.26m 5.08m 4.41m 4.47m 3.43m -3.64m -3.64m 

cd

1 5.51m 5.04m 5.92m 6.36m 4.12m 3.95m -6.57m -6.41m 

2 5.93m 7.05m 8.22m 5.72m 5.61m 6.29m -6.76m -6.86m 

3 5.49m 6.10m 6.73m 4.99m 5.58m 5.53m -7.29m -6.98m 

4 5.11m 5.82m 7.90m 4.95m 5.16m 4.58m -4.76m -4.30m 

5 5.07m 4.20m 4.99m 5.11m 3.83m 3.99m -6.53m -6.41m 

6 6.63m 7.10m 7.76m 5.77m 5.93m 6.39m -7.33m -7.23m 

7 7.01m 7.27m 6.98m 6.96m 6.34m 5.42m -7.59m -7.14m 

8 6.72m 6.08m 6.28m 6.34m 5.94m 4.47m -5.02m -4.31m 

de

1 8.96m 5.85m 7.58m 8.98m 6.98m 4.58m -7.30m -7.46m 

2 8.44m 8.86m 8.79m 6.90m 7.26m 6.93m -7.68m -7.70m 

3 6.14m 7.09m 7.60m 6.21m 5.54m 5.76m -8.97m -8.55m 

4 7.24m 6.06m 7.42m 7.23m 6.07m 4.88m -6.82m -6.45m 

5 8.33m 6.39m 7.93m 8.54m 6.33m 4.89m -8.18m -8.24m 

6 9.92m 9.88m 9.09m 7.49m 8.44m 7.62m -9.03m -9.05m 

7 7.58m 7.53m 8.11m 6.88m 6.43m 6.39m -10.49m -9.97m 

8 7.63m 6.21m 7.18m 7.61m 6.60m 5.22m -7.80m -7.64m 

○基準波源モデルを対象に，アスペリティ位置及び断層パターンを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(2/4)

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

基準波源モデル

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

ef

1 7.26m 5.68m 7.45m 7.38m 5.29m 4.48m -6.31m -6.48m 

2 7.26m 7.78m 8.13m 6.71m 6.66m 5.85m -6.89m -6.54m 

3 7.26m 6.64m 7.68m 5.84m 5.05m 5.39m -7.17m -7.42m 

4 7.10m 5.75m 7.07m 7.05m 5.82m 4.31m -4.76m -5.19m 

5 6.91m 6.25m 7.74m 6.42m 5.63m 4.79m -6.89m -7.16m 

6 9.47m 9.52m 8.59m 7.38m 8.19m 6.13m -7.50m -7.29m 

7 9.15m 7.10m 7.53m 6.74m 5.60m 5.98m -8.41m -8.69m 

8 7.57m 6.08m 6.89m 7.57m 6.54m 4.74m -5.64m -6.24m 

fg

1 5.24m 4.24m 4.95m 3.93m 4.27m 2.96m -4.32m -4.19m 

2 6.11m 6.12m 6.12m 5.58m 5.43m 4.82m -5.46m -5.18m 

3 6.18m 5.89m 5.49m 4.87m 4.94m 4.43m -5.70m -5.45m 

4 4.64m 4.59m 5.42m 4.36m 4.73m 3.77m -3.31m -3.09m 

5 4.41m 3.89m 4.60m 3.50m 4.01m 3.37m -3.74m -3.91m 

6 7.12m 6.81m 5.97m 5.99m 5.91m 5.35m -5.96m -5.78m 

7 6.23m 6.15m 5.52m 5.13m 5.07m 4.46m -5.26m -4.90m 

8 5.41m 5.22m 5.13m 4.95m 5.20m 3.97m -3.50m -3.28m 

gh

1 4.05m 2.88m 3.87m 4.04m 2.96m 2.62m -3.65m -3.43m 

2 5.67m 5.02m 4.98m 4.72m 4.52m 4.22m -5.07m -4.98m 

3 4.90m 4.82m 5.04m 4.37m 4.56m 3.98m -4.00m -3.70m 

4 3.95m 3.52m 4.12m 3.30m 3.25m 3.27m -2.94m -3.21m 

5 3.23m 3.21m 3.53m 2.89m 2.97m 2.68m -3.00m -2.90m 

6 5.27m 4.99m 4.67m 4.60m 4.72m 4.40m -5.14m -4.97m 

7 4.80m 4.67m 4.45m 4.04m 4.07m 3.82m -3.28m -3.00m 

8 3.81m 3.53m 3.83m 3.36m 3.70m 3.16m -2.70m -2.67m 

○基準波源モデルを対象に，アスペリティ位置及び断層パターンを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(3/4)

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：1

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

○STEP1-1の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

6 7
8

54

32
1

西 東

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(4/4)

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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○概略パラメータスタディのSTEP1-2ではアスペリティ詳細位置の不確かさを考慮する。
○STEP1-1における最大ケースの波源モデルを対象に，アスペリティ位置を北方及び南方へ10～30km(10kmピッチ：隣接セグメントをさらに

4分割した距離)移動させたパラメータスタディを実施する。

【アスペリティ詳細位置】

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(1/5)

※検討例(アスペリティ位置：de，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ詳細位置：

移動de-北へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-北へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-北へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-基準位置

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-南へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-南へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-南へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km 7.02m 7.71m 8.40m 6.52m 6.51m 7.17m -8.60m -8.66m 

北へ20km 7.41m 8.00m 9.70m 6.51m 7.08m 7.54m -9.32m -9.31m 

北へ10km 8.34m 8.60m 9.07m 6.76m 7.25m 7.90m -9.61m -9.70m 

基準位置 9.92m 9.88m 9.09m 7.49m 8.44m 7.62m -9.03m -9.05m 

南へ10km 10.36m 10.54m 9.60m 8.15m 9.34m 7.23m -8.04m -8.02m 

南へ20km 10.40m 10.63m 9.83m 8.01m 9.21m 7.10m -7.81m -7.54m 

南へ30km 10.08m 10.07m 9.39m 7.74m 8.77m 6.76m -7.75m -7.49m 

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

STEP1-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(2/5)

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果



159159

対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：1

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km 7.20m 5.87m 6.51m 7.09m 4.74m 4.02m -7.46m -7.52m 

北へ20km 7.86m 5.83m 6.80m 8.01m 5.46m 3.87m -7.77m -7.73m 

北へ10km 8.38m 5.72m 7.15m 8.65m 6.28m 4.23m -7.70m -7.68m 

基準位置 8.96m 5.85m 7.58m 8.98m 6.98m 4.58m -7.30m -7.46m 

南へ10km 9.06m 6.30m 8.05m 9.02m 6.98m 4.87m -7.00m -7.15m 

南へ20km 8.71m 6.40m 8.10m 8.86m 6.75m 4.95m -6.62m -6.67m 

南へ30km 8.01m 6.19m 7.91m 8.35m 6.10m 4.81m -6.30m -6.43m 

STEP1-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

STEP1-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(3/5)

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km 6.13m 6.98m 7.08m 6.22m 5.68m 6.16m -8.50m -8.03m 

北へ20km 6.68m 7.06m 7.98m 6.30m 5.98m 6.39m -9.45m -9.06m 

北へ10km 7.35m 7.10m 7.77m 6.62m 6.44m 6.37m -10.37m -9.96m 

基準位置 7.58m 7.53m 8.11m 6.88m 6.43m 6.39m -10.49m -9.97m 

南へ10km 8.06m 8.13m 8.40m 7.02m 6.33m 6.76m -10.00m -9.85m 

南へ20km 8.86m 8.71m 9.02m 7.03m 6.43m 7.01m -9.33m -9.44m 

南へ30km 9.12m 8.06m 8.39m 7.01m 6.24m 6.67m -8.94m -9.14m 

STEP1-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(4/5)

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：1

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

○STEP1-2の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(5/5)

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de北10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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○概略パラメータスタディのSTEP2-1では，アスペリティ数及び位置の不確かさを考慮する。
○STEP1-1における最大ケースの波源モデルを対象に，アスペリティを南北に2分割したうえで，片方のアスペリティ位置を固定し，もう片方を

40kmピッチで移動させたパラメータスタディを実施する。

【アスペリティ数及び位置】

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(1/5)

※検討例(アスペリティ位置：de，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：

固定d

移動a

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動b

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動c

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動e

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動f

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動g

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動h

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動a

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動b

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動c

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動d

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動f

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動g

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動h

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad 5.34m 6.95m 7.52m 5.44m 5.24m 5.49m -6.34m -6.22m 

bd 5.69m 6.11m 6.83m 5.62m 5.61m 5.56m -5.96m -5.53m 

cd 6.63m 7.10m 7.76m 5.77m 5.93m 6.39m -7.33m -7.23m 

de 9.92m 9.88m 9.09m 7.49m 8.44m 7.62m -9.03m -9.05m 

df 7.52m 7.75m 8.06m 6.94m 6.83m 6.41m -7.40m -7.28m 

dg 7.95m 8.78m 7.39m 6.54m 6.90m 6.21m -7.61m -7.44m 

dh 6.33m 6.99m 7.80m 5.65m 5.97m 6.46m -5.69m -5.67m 

固定e

ae 7.98m 8.23m 7.14m 6.70m 6.87m 5.26m -5.97m -6.08m 

be 7.96m 8.21m 7.11m 6.70m 6.87m 5.32m -6.09m -6.04m 

ce 9.44m 9.60m 7.55m 7.50m 8.18m 6.20m -7.25m -6.83m 
de アスペリティ位置：固定d-deと同じ

ef 9.47m 9.52m 8.59m 7.38m 8.19m 6.13m -7.50m -7.29m 

eg 9.09m 9.16m 7.09m 7.05m 7.69m 6.14m -7.71m -7.41m 

eh 7.98m 8.24m 7.88m 6.71m 6.89m 5.99m -6.05m -5.79m 

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

STEP1-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ数及び位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(2/5)

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：1

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad 7.12m 4.99m 6.57m 7.06m 4.57m 3.52m -4.98m -4.99m 

bd 7.27m 4.10m 6.20m 7.25m 4.69m 3.75m -5.38m -5.36m 

cd 5.51m 5.04m 5.92m 6.36m 4.12m 3.95m -6.57m -6.41m 

de 8.96m 5.85m 7.58m 8.98m 6.98m 4.58m -7.30m -7.46m 

df 5.78m 5.55m 6.61m 5.54m 4.77m 3.97m -6.06m -6.01m 

dg 7.21m 5.16m 6.29m 7.26m 4.59m 4.10m -6.12m -6.09m 

dh 7.16m 4.66m 6.32m 7.08m 4.48m 4.00m -5.43m -5.45m 

固定e

ae 8.01m 4.43m 6.10m 8.30m 5.88m 3.68m -5.11m -5.26m 

be 7.95m 4.35m 6.09m 8.27m 6.32m 3.67m -5.46m -5.50m 

ce 7.24m 4.80m 6.10m 7.54m 5.00m 3.92m -6.62m -6.64m 
de アスペリティ位置：固定d-deと同じ

ef 7.26m 5.68m 7.45m 7.38m 5.29m 4.48m -6.31m -6.48m 

eg 7.48m 4.48m 6.08m 7.76m 5.29m 3.69m -6.26m -6.43m 

eh 7.83m 4.45m 6.03m 8.17m 6.05m 3.67m -5.45m -5.54m 

STEP1-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

STEP1-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ数及び位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(3/5)

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad 5.41m 5.80m 5.99m 5.22m 4.75m 4.89m -7.45m -7.17m 

bd 5.72m 6.10m 5.79m 5.27m 5.56m 4.88m -6.36m -6.11m 

cd 7.01m 7.27m 6.98m 6.96m 6.34m 5.42m -7.59m -7.14m 

de 7.58m 7.53m 8.11m 6.88m 6.43m 6.39m -10.49m -9.97m 

df 8.56m 7.21m 7.46m 6.78m 6.52m 6.24m -8.82m -8.80m 

dg 6.76m 7.30m 6.54m 6.29m 6.32m 6.00m -8.22m -7.79m 

dh 5.62m 5.83m 6.29m 5.27m 4.78m 5.05m -6.79m -6.55m 

固定e

ae 6.62m 5.75m 6.84m 6.63m 5.43m 5.12m -6.65m -6.93m 

be 6.61m 5.72m 6.81m 6.62m 5.42m 5.10m -5.60m -5.74m 

ce 6.13m 5.98m 6.75m 6.60m 5.40m 5.21m -6.65m -6.98m 
de アスペリティ位置：固定d-deと同じ

ef 9.15m 7.10m 7.53m 6.74m 5.60m 5.98m -8.41m -8.69m 

eg 6.14m 5.99m 6.76m 6.61m 5.40m 5.07m -7.11m -7.10m 

eh 6.76m 5.73m 6.82m 6.63m 5.43m 5.11m -6.18m -6.26m 

STEP1-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ数及び位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(4/5)

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：1

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

○STEP2-1の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(5/5)

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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○概略パラメータスタディのSTEP2-2では，アスペリティ詳細位置の不確かさを考慮する。
○STEP2-1における最大ケースの波源モデルを対象に，アスペリティを南北に2分割したうえで，片方のアスペリティ位置を固定し，もう片方を

北方及び南方へ10～30km(10kmピッチ：隣接セグメントをさらに4分割した距離)移動させたパラメータスタディを実施する。

【アスペリティ詳細位置】

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(1/5)

※検討例(アスペリティ位置：ce，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-北へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-北へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-北へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-基準位置

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-南へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-南へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-南へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-北へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-北へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-北へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-基準位置

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-南へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-南へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-南へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(2/5)

○STEP2-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km 9.08m 9.25m 8.29m 7.27m 7.84m 6.65m -7.80m -8.03m 

北へ20km 8.63m 8.84m 8.75m 6.72m 7.44m 7.06m -8.90m -9.00m 

北へ10km 8.60m 8.70m 8.66m 6.69m 7.33m 7.54m -9.39m -9.51m 

基準位置 9.92m 9.88m 9.09m 7.49m 8.44m 7.62m -9.03m -9.05m 
南へ10km

アスペリティが重なるため検討対象外

南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置 アスペリティ詳細位置：移動d 固定eと同じ

南へ10km 9.22m 9.30m 8.95m 7.22m 8.02m 7.24m -8.48m -8.47m 

南へ20km 8.57m 8.48m 8.85m 7.12m 7.40m 6.89m -7.80m -7.87m 

南へ30km 8.03m 8.28m 8.53m 7.03m 7.13m 6.66m -7.37m -7.36m 

STEP2-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km

STEP2-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

STEP2-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km

STEP2-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(3/5)

○STEP2-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP2-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：1

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km 7.28m 5.40m 6.25m 7.48m 5.11m 4.14m -7.54m -7.61m 

北へ20km 7.67m 6.01m 6.57m 7.85m 5.58m 4.31m -7.79m -7.76m 

北へ10km 8.32m 6.05m 7.08m 8.57m 6.35m 4.28m -7.70m -7.72m 

基準位置 8.96m 5.85m 7.58m 8.98m 6.98m 4.58m -7.30m -7.46m 
南へ10km

アスペリティが重なるため検討対象外

南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置 アスペリティ詳細位置：移動d 固定eと同じ

南へ10km 8.86m 5.79m 7.53m 8.92m 6.98m 4.54m -7.16m -7.45m 

南へ20km 8.44m 5.59m 7.33m 8.68m 6.15m 4.41m -6.80m -7.04m 

南へ30km 7.60m 5.56m 7.08m 7.61m 4.99m 4.22m -6.38m -6.45m 

STEP2-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km

STEP2-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

STEP2-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km

STEP2-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(4/5)

○STEP2-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP2-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km 6.46m 6.72m 7.42m 6.59m 5.39m 5.62m -7.77m -7.38m 

北へ20km 6.56m 7.10m 8.00m 6.59m 5.68m 6.30m -9.19m -8.79m 

北へ10km 7.09m 7.05m 7.27m 6.61m 6.32m 6.33m -10.21m -9.77m 

基準位置 7.58m 7.53m 8.11m 6.88m 6.43m 6.39m -10.49m -9.97m 
南へ10km

アスペリティが重なるため検討対象外

南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置 アスペリティ詳細位置：移動d 固定eと同じ

南へ10km 7.54m 7.26m 7.68m 6.44m 6.31m 6.17m -10.22m -9.91m 

南へ20km 7.64m 7.45m 7.93m 6.03m 5.66m 5.99m -9.81m -9.56m 

南へ30km 8.32m 7.07m 7.91m 5.66m 5.74m 6.32m -9.15m -9.23m 

STEP2-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km

STEP2-1 ３号取水口(下降側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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○STEP2-2の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(5/5)

STEP2-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：1

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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○詳細パラメータスタディのSTEP3では，波源位置の不確かさを考慮する。
○STEP1-2及びSTEP2-2のうち最大ケースの波源モデル※を対象に，走向を±10°に変動させたパラメータスタディを実施する。
※パラメータスタディ結果より水位変動量が大きいSTEP1-2の最大ケースが選定される。

【波源位置(走向)】

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP3「波源位置」(1/5)

※検討例(アスペリティ位置：de南へ20km，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：

de南20km

アスペリティ位置：

de南20km

北側：+10°

南側：-10°

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

波源位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 10.40m 10.63m 9.83m 8.01m 9.21m 7.10m -7.81m -7.54m 

くの字10° 10.01m 10.47m 9.60m 8.87m 9.16m 7.12m -8.04m -7.73m 

STEP1-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準

STEP1-2 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

くの字10°

STEP1-2

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準

STEP1-2 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

くの字10°

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP3「波源位置」(2/5)

○STEP1-2最大ケースを対象に，波源位置を変動させた結果は下表のとおりである。

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

波源位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-2

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：1

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 9.06m 6.30m 8.05m 9.02m 6.98m 4.87m -7.00m -7.15m 

くの字10° 9.44m 6.11m 7.83m 9.21m 7.31m 4.97m -7.88m -7.85m 

STEP1-2

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 10.36m 10.54m 9.60m 8.15m 9.34m 7.23m -8.04m -8.02m 

くの字10° 9.90m 10.34m 9.54m 8.50m 9.23m 7.20m -7.86m -7.77m 

STEP1-2

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 8.34m 8.60m 9.07m 6.76m 7.25m 7.90m -9.61m -9.70m 

くの字10° 9.96m 10.00m 9.35m 7.37m 8.43m 7.27m -8.97m -9.09m 

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP3「波源位置」(3/5)

○STEP1-2最大ケースを対象に，波源位置を変動させた結果は下表のとおりである。

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

波源位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 7.58m 7.53m 8.11m 6.88m 6.43m 6.39m -10.49m -9.97m 

くの字10° 7.24m 7.33m 7.95m 5.96m 5.68m 6.12m -10.22m -9.79m 

STEP1-2

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準

STEP1-2 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

くの字10°

○STEP1-2最大ケースを対象に，波源位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP3「波源位置」(4/5)

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：1

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ１0km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP3

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

○STEP3の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP3「波源位置」(5/5)

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de北10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南10km

d

e

f

a

b

c

g

h

6 7
8

54

32
1

西 東

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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余白
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○詳細パラメータスタディのSTEP4では，断層面上縁深さの不確かさを考慮する。
○STEP3における最大ケースの波源モデルを対象に，断層面上縁深さ0km，1km，2km，3km，4km，5kmに変動させたパラメータスタディを

実施する。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP4「断層面上縁深さ」(1/5)

【アスペリティ詳細位置】

※検討例(アスペリティ位置：de南へ20km，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

6 7
8

54

32
1

基準1km

5km

西 東 0km

断層面上縁深さ変動範囲0km～5km

西 東
6 7

8
54

32
1

基準1km

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ
断層面上縁深さ

防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 10.20m 10.35m 9.57m 7.94m 9.01m 7.02m -7.54m -7.46m 

1km(基準) 10.40m 10.63m 9.83m 8.01m 9.21m 7.10m -7.81m -7.54m 

2km 10.47m 10.69m 10.08m 8.19m 9.38m 7.16m -7.88m -7.73m 

3km 10.489m 10.79m 10.18m 8.40m 9.54m 7.19m -8.03m -7.99m 

4km 10.48m 10.88m 10.21m 8.58m 9.61m 7.17m -8.19m -8.23m 

5km 10.47m 10.92m 10.12m 8.69m 9.6449m 7.16m -8.36m -8.32m 

STEP3

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km

STEP3 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

1km(基準)

2km

3km

4km

5km

STEP3

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km

STEP3 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

1km(基準)

2km

3km

4km

5km

○STEP3最大ケースを対象に，断層面上縁深さを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP4「断層面上縁深さ」(2/5)

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ
断層面上縁深さ

防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP3

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：1

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

0km 9.40m 6.03m 7.84m 9.24m 7.36m 5.12m -7.77m -7.73m 

1km(基準) 9.44m 6.11m 7.83m 9.21m 7.31m 4.97m -7.88m -7.85m 

2km 9.38m 6.13m 7.78m 9.19m 7.22m 4.70m -8.04m -8.05m 

3km 9.13m 6.10m 7.65m 9.05m 6.98m 4.68m -8.13m -8.12m 

4km 8.85m 6.01m 7.46m 8.93m 6.72m 4.64m -8.10m -8.08m 

5km 8.56m 5.89m 7.27m 8.79m 6.45m 4.57m -8.04m -8.05m 

STEP3

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 10.20m 10.29m 9.34m 8.07m 9.10m 7.27m -8.08m -8.08m 

1km(基準) 10.36m 10.54m 9.60m 8.15m 9.34m 7.23m -8.04m -8.02m 

2km 10.47m 10.68m 9.89m 8.36m 9.52m 7.22m -8.27m -8.24m 

3km 10.492m 10.72m 10.01m 8.59m 9.61m 7.23m -8.58m -8.51m 

4km 10.47m 10.74m 10.03m 8.69m 9.639m 7.26m -8.77m -8.77m 

5km 10.47m 10.76m 9.97m 8.75m 9.6441m 7.30m -9.01m -8.94m 

STEP3

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 7.63m 8.46m 9.26m 6.73m 6.98m 8.07m -9.59m -9.64m 

1km(基準) 8.34m 8.60m 9.07m 6.76m 7.25m 7.90m -9.61m -9.70m 

2km 8.72m 8.82m 9.03m 6.83m 7.46m 7.76m -9.63m -9.82m 

3km 8.94m 8.92m 9.09m 7.00m 7.71m 7.79m -9.76m -9.91m 

4km 9.06m 9.02m 9.14m 7.21m 7.86m 7.79m -9.87m -9.97m 

5km 9.15m 9.10m 9.14m 7.35m 7.95m 7.82m -9.96m -10.03m 

○STEP3最大ケースを対象に，断層面上縁深さを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP4「断層面上縁深さ」(3/5)

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ
断層面上縁深さ

防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP3

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 7.27m 7.39m 7.90m 6.73m 6.13m 6.15m -10.20m -9.73m 

1km(基準) 7.58m 7.53m 8.11m 6.88m 6.43m 6.39m -10.49m -9.97m 

2km 8.22m 7.57m 8.23m 6.95m 6.46m 6.66m -10.74m -10.31m 

3km 8.72m 7.61m 8.23m 6.83m 6.53m 6.81m -10.87m -10.65m 

4km 8.94m 7.75m 8.34m 6.63m 6.66m 6.88m -11.01m -10.87m 

5km 9.07m 7.84m 8.47m 6.72m 6.79m 6.92m -11.07m -11.01m 

STEP3

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km

STEP3 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

1km(基準)

2km

3km

4km

5km

○STEP3最大ケースを対象に，断層面上縁深さを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP4「断層面上縁深さ」(4/5)

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：3km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

STEP4

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：1

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：0km

STEP4

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：0km

STEP4

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP4

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

○STEP4の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① STEP4「断層面上縁深さ」(5/5)

6 7
8
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32
1

西 東

アスペリティ位置：

de南10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de北10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南10km

d

e

f

a

b

c

g

h

断層面上縁深さ3km 断層面上縁深さ5km 断層面上縁深さ4km 断層面上縁深さ0km 断層面上縁深さ5km断層面上縁深さ0km

6 7
8

54

32
1

西 東

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
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余白
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補足資料

○敷地北側防潮堤まで遡上するケースのうち，影響が大きいと考えられる以下の波源モデルを対象とする。

 STEP4 防潮堤前面(上昇側)最大ケース
 STEP4 敷地北側A(上昇側)最大ケース
 STEP4 敷地北側B(上昇側)最大ケース

○複数の損傷状態を考慮した検討として，以下のケースを確認する。
 敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)
 敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)
 敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(1/11)

防潮堤 防潮堤
②北部なし

防潮堤

③南部なし

①敷地北側防潮堤なし
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(2/11)

対象ケース 敷地北側防潮堤の損傷状態
防潮堤前面 ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：3km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.49m 8.59m 9.61m 7.23m -8.58m -8.51m 

敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし) 10.46m 8.59m 9.61m 7.23m -8.57m -8.51m 

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.47m 8.69m 9.64m 7.16m -8.36m -8.32m 

敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし) 10.44m 8.69m 9.64m 7.16m -8.36m -8.32m 

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.48m 8.58m 9.61m 7.17m -8.19m -8.23m 

敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし) 10.44m 8.58m 9.61m 7.17m -8.19m -8.20m 

○敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)の検討結果は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による水位変動量に有意な差はないことを確認した。
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対象ケース
最大水位分布図

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：3km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(3/11)

○敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)の最大水位分布図は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷を考慮することにより，水位が分散するため水位変動量が小さくなる傾向を確認した。
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(4/11)

対象ケース
時刻歴波形

３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：3km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

○敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)の３号炉取水口，１，２号炉取水口，放水口の時刻歴波形は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による時刻歴波形に有意な差はないことを確認した。

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)
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余白
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(5/11)

対象ケース 敷地北側防潮堤の損傷状態
防潮堤前面 ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：3km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.49m 8.59m 9.61m 7.23m -8.58m -8.51m 

敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし) 10.49m 8.59m 9.61m 7.23m -8.58m -8.51m 

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.47m 8.69m 9.64m 7.16m -8.36m -8.32m 

敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし) 10.47m 8.69m 9.64m 7.16m -8.37m -8.32m 

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.48m 8.58m 9.61m 7.17m -8.19m -8.23m 

敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし) 10.48m 8.58m 9.61m 7.17m -8.19m -8.20m 

○敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)の検討結果は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による水位変動量に有意な差はないことを確認した。
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対象ケース
最大水位分布図

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：3km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(6/11)

○敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)の最大水位分布図は下表のとおりである。
○損傷箇所から遡上する津波は防潮堤まで到達しないことから，防潮堤前面における最大水位変動量に有意な差はないことを確認した。
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(7/11)

対象ケース
時刻歴波形

３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：3km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

○敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)の３号炉取水口，１，２号炉取水口，放水口の時刻歴波形は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による時刻歴波形に有意な差はないことを確認した。

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)



195195

余白
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(8/11)

対象ケース 敷地北側防潮堤の損傷状態
防潮堤前面 ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：3km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.49m 8.59m 9.61m 7.23m -8.58m -8.51m 

敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし) 10.46m 8.59m 9.61m 7.23m -8.58m -8.51m 

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.47m 8.69m 9.64m 7.16m -8.36m -8.32m 

敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし) 10.44m 8.69m 9.64m 7.16m -8.36m -8.32m 

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.48m 8.58m 9.61m 7.17m -8.19m -8.23m 

敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし) 10.44m 8.58m 9.61m 7.17m -8.19m -8.21m 

○敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)の検討結果は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による水位変動量に有意な差はないことを確認した。
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対象ケース
最大水位分布図

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：3km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(9/11)

○敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)の最大水位分布図は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷を考慮することにより，水位が分散するため水位変動量が小さくなる傾向を確認した 。



198198
補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(10/11)

対象ケース
時刻歴波形

３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：3km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

○敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)の３号炉取水口，１，２号炉取水口，放水口の時刻歴波形は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による時刻歴波形に有意な差はないことを確認した。

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル① 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(11/11)

○敷地北側防潮堤の損傷考慮が最大水位変動量，最大水位分布，時刻歴波形に対して有
意な影響がないことを確認した。

○以上から，「評価用の想定津波」の選定に当たっては，以下は検討対象としないこととした。
敷地北側防潮堤の損傷状態
評価地点のうち敷地北側A，敷地北側Bの水位変動量最大ケース
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル②
(北防波堤あり-南防波堤なし)

解析結果

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(1/4)

○概略パラメータスタディのSTEP1-1では，東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向とアスペリティ位置の不確かさを考慮する。
○基準波源モデルを対象に，東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向と隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)を組合せたパラメータスタディを

実施する。

土木学会(2016)に基づく断層パターン

6 7
8

54

32
1

西 東

鉛直面内の断層形状
東西幅50km

数字は
パターン№

地震発生層厚さ
20km

海底面

【アスペリティ位置】

【東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向】

※検討例(断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：ab

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：bc

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：cd

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：ef

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：fg

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：gh

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

基準波源モデル

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

ab

1 3.22m 3.21m 3.70m 3.07m 2.91m 2.37m -3.09m -2.85m 

2 4.64m 4.40m 4.64m 3.83m 3.95m 3.56m -4.53m -4.45m 

3 4.09m 4.29m 4.46m 3.93m 3.90m 3.27m -3.75m -3.82m 

4 3.47m 3.26m 3.98m 3.12m 3.14m 2.81m -3.08m -3.29m 

5 3.09m 3.00m 3.55m 2.33m 2.62m 2.16m -2.06m -2.18m 

6 3.85m 4.03m 3.79m 3.81m 3.77m 3.10m -3.97m -3.92m 

7 4.48m 4.48m 3.64m 3.98m 4.14m 2.63m -3.28m -3.24m 

8 3.58m 3.36m 3.16m 2.83m 3.20m 2.49m -2.91m -3.07m 

bc

1 4.08m 3.80m 3.88m 3.65m 3.54m 3.15m -3.47m -3.67m 

2 5.28m 5.69m 6.16m 4.67m 5.00m 5.07m -5.29m -5.17m 

3 5.07m 5.30m 6.09m 4.76m 4.85m 4.30m -4.58m -4.61m 

4 4.16m 4.26m 4.98m 3.72m 3.77m 3.87m -3.85m -3.88m 

5 3.49m 3.22m 4.04m 2.65m 2.98m 2.57m -3.12m -3.26m 

6 5.00m 5.49m 4.81m 4.42m 4.75m 4.21m -5.38m -5.23m 

7 4.16m 4.43m 4.69m 3.89m 4.13m 4.02m -4.05m -4.15m 

8 4.80m 4.05m 5.00m 3.47m 3.74m 3.93m -3.67m -3.65m 

cd

1 5.36m 5.12m 5.95m 5.21m 4.83m 4.09m -5.92m -6.26m 

2 7.02m 7.75m 8.53m 5.93m 6.22m 6.67m -6.68m -6.73m 

3 7.45m 7.99m 7.41m 6.36m 6.82m 5.68m -6.98m -7.16m 

4 5.03m 5.95m 7.66m 4.17m 4.55m 4.99m -5.21m -5.26m 

5 5.41m 5.86m 5.23m 5.26m 5.48m 3.76m -5.86m -6.25m 

6 8.51m 8.71m 7.85m 6.38m 6.91m 6.85m -7.43m -7.50m 

7 8.35m 8.81m 7.02m 6.83m 7.37m 5.71m -6.88m -6.93m 

8 6.83m 6.20m 6.16m 4.87m 5.26m 5.05m -4.59m -4.68m 

de

1 6.50m 5.83m 8.29m 5.31m 5.92m 5.12m -7.24m -6.73m 

2 9.58m 9.59m 9.15m 7.09m 7.86m 7.39m -7.95m -7.88m 

3 7.24m 7.47m 7.61m 6.59m 7.17m 5.82m -8.19m -8.50m 

4 6.34m 6.07m 7.37m 5.60m 5.07m 5.08m -6.31m -6.35m 

5 5.97m 6.01m 8.23m 5.41m 6.51m 5.43m -7.89m -7.70m 

6 10.00m 10.084m 9.18m 7.45m 8.26m 8.10m -8.45m -8.48m 

7 7.90m 8.25m 8.05m 6.84m 7.76m 6.78m -9.56m -9.70m 

8 6.29m 6.49m 7.64m 5.80m 5.37m 5.64m -7.21m -7.04m 

○基準波源モデルを対象に，アスペリティ位置及び断層パターンを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(2/4)

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

基準波源モデル

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

ef

1 6.82m 5.53m 7.77m 4.55m 4.83m 5.01m -5.75m -5.91m 

2 8.80m 8.80m 8.63m 6.68m 7.17m 6.04m -7.39m -7.51m 

3 7.40m 7.09m 8.01m 6.67m 6.53m 5.43m -6.86m -7.11m 

4 5.78m 5.69m 6.61m 5.34m 5.05m 4.53m -5.41m -5.24m 

5 7.03m 6.24m 8.08m 4.63m 5.54m 5.31m -6.17m -6.33m 

6 10.09m 10.079m 8.71m 7.39m 8.44m 6.45m -8.13m -8.37m 

7 9.23m 8.24m 7.77m 6.98m 7.04m 5.47m -7.79m -8.12m 

8 6.18m 6.85m 6.86m 5.64m 5.84m 4.80m -5.82m -5.87m 

fg

1 5.20m 5.45m 5.13m 4.02m 5.09m 3.23m -3.77m -4.06m 

2 6.77m 6.97m 6.01m 5.62m 6.03m 4.77m -5.83m -5.97m 

3 7.19m 7.72m 5.93m 5.99m 6.34m 4.39m -5.46m -5.49m 

4 4.72m 5.41m 5.20m 4.35m 4.36m 3.94m -3.41m -3.67m 

5 4.71m 5.06m 4.91m 4.03m 4.84m 3.47m -3.70m -3.87m 

6 7.38m 7.56m 5.79m 6.04m 6.74m 5.38m -6.69m -6.94m 

7 7.42m 7.75m 5.43m 6.32m 6.66m 4.48m -5.40m -5.47m 

8 5.40m 5.29m 5.13m 4.41m 4.76m 4.02m -3.78m -3.84m 

gh

1 3.53m 3.41m 3.74m 3.47m 3.32m 2.54m -3.73m -3.32m 

2 5.62m 5.36m 4.88m 4.69m 4.91m 4.21m -5.25m -5.21m 

3 5.42m 5.85m 5.10m 4.77m 5.12m 3.91m -3.96m -3.94m 

4 3.85m 3.55m 4.04m 3.35m 3.40m 3.35m -2.91m -3.05m 

5 3.74m 3.73m 3.59m 2.96m 3.21m 2.56m -2.97m -2.98m 

6 5.33m 5.18m 4.66m 4.37m 4.66m 4.31m -5.66m -5.59m 

7 5.08m 5.48m 4.57m 4.36m 4.72m 3.80m -3.75m -3.80m 

8 3.91m 3.53m 3.89m 3.18m 3.31m 3.20m -3.06m -3.13m 

○基準波源モデルを対象に，アスペリティ位置及び断層パターンを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(3/4)

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

○STEP1-1の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

6 7
8

54

32
1

西 東

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(4/4)

アスペリティ位置：ef

d

e

f

a

b

c

g

h

6 7
8

54

32
1

西 東

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

6 7
8

54

32
1

西 東

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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○概略パラメータスタディのSTEP1-2ではアスペリティ詳細位置の不確かさを考慮する。
○STEP1-1における最大ケースの波源モデルを対象に，アスペリティ位置を北方及び南方へ10～30km(10kmピッチ：隣接セグメントをさらに

4分割した距離)移動させたパラメータスタディを実施する。

【アスペリティ詳細位置】

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(1/5)

※検討例(アスペリティ位置：de，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ詳細位置：

移動de-北へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-北へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-北へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-基準位置

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-南へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-南へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-南へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果



206206

対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動ef

北へ30km

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケース
アスペリティ位置：移動de-南へ10km～30kmと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置 10.09m 10.08m 8.71m 7.39m 8.44m 6.45m -8.13m -8.37m 

南へ10km 9.47m 9.42m 7.89m 6.74m 7.70m 5.96m -8.18m -8.37m 

南へ20km 8.40m 8.46m 7.26m 6.62m 7.13m 5.65m -8.00m -8.30m 

南へ30km 7.60m 7.97m 6.65m 6.29m 6.88m 5.56m -7.45m -7.70m 

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km 8.49m 8.61m 8.37m 7.18m 7.42m 7.48m -7.77m -8.01m 

北へ20km 9.36m 9.25m 9.34m 7.39m 7.87m 8.00m -8.28m -8.44m 

北へ10km 9.77m 9.72m 9.44m 7.05m 8.10m 8.37m -8.60m -8.69m 

基準位置 10.00m 10.08m 9.18m 7.45m 8.26m 8.10m -8.45m -8.48m 

南へ10km 10.53m 11.27m 9.77m 8.30m 9.47m 7.70m -8.40m -8.59m 

南へ20km 10.47m 11.29m 10.04m 8.52m 9.51m 7.34m -8.44m -8.55m 

南へ30km 10.32m 10.94m 9.49m 8.14m 9.10m 6.90m -8.31m -8.48m 

STEP1-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(2/5)

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

STEP1-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動ef

北へ30km

STEP1-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

STEP1-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(3/5)

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km 7.53m 8.05m 7.60m 6.31m 6.86m 6.49m -7.81m -7.83m 

北へ20km 7.19m 7.57m 8.34m 6.66m 6.82m 6.83m -8.90m -8.93m 

北へ10km 7.62m 7.95m 7.71m 7.00m 7.37m 7.06m -9.59m -9.63m 

基準位置 7.90m 8.25m 8.05m 6.84m 7.76m 6.78m -9.56m -9.70m 

南へ10km 8.11m 8.21m 8.95m 7.47m 7.60m 6.65m -9.08m -9.31m 

南へ20km 8.91m 8.69m 9.58m 7.65m 7.36m 6.51m -8.72m -8.76m 

南へ30km 9.15m 8.10m 8.74m 7.37m 7.05m 6.14m -8.31m -8.50m 

STEP1-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(4/5)

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

○STEP1-2の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

d

e

f

a

b

c

g

h

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(5/5)

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

アスペリティ位置：

de南10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de北10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de北10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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余白
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○概略パラメータスタディのSTEP2-1では，アスペリティ数及び位置の不確かさを考慮する。
○STEP1-1における最大ケースの波源モデルを対象に，アスペリティを南北に2分割したうえで，片方のアスペリティ位置を固定し，もう片方を

40kmピッチで移動させたパラメータスタディを実施する。

【アスペリティ数及び位置】

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(1/5)

※検討例(アスペリティ位置：de，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：

固定d

移動a

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動b

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動c

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動e

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動f

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動g

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動h

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動a

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動b

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動c

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動d

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動f

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動g

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動h

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定e

ae

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケース
アスペリティ位置：固定eと同じ

be
ce
de
ef
eg
eh

固定f

af 6.16m 6.31m 6.41m 5.32m 5.62m 4.79m -4.87m -5.16m 

bf 6.20m 6.36m 5.81m 5.36m 5.67m 4.41m -6.05m -6.17m 

cf 7.08m 7.22m 7.43m 6.19m 6.62m 6.29m -5.99m -5.76m 
df STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケース

アスペリティ位置：df，efと同じef

fg 7.38m 7.56m 5.79m 6.04m 6.74m 5.38m -6.69m -6.94m 

fh 6.20m 6.36m 6.26m 5.36m 5.66m 5.68m -5.63m -5.88m 

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad 6.64m 6.82m 7.62m 6.00m 5.87m 5.87m -5.98m -6.25m 

bd 6.64m 7.00m 6.51m 6.00m 6.25m 5.33m -6.62m -6.75m 

cd 8.51m 8.71m 7.85m 6.38m 6.91m 6.85m -7.43m -7.50m 

de 10.00m 10.084m 9.18m 7.45m 8.26m 8.10m -8.45m -8.48m 

df 8.82m 8.83m 8.32m 7.49m 7.45m 6.46m -7.91m -8.14m 

dg 9.31m 9.65m 6.75m 6.79m 7.64m 6.08m -7.77m -7.81m 

dh 6.63m 6.82m 7.53m 6.02m 5.92m 6.55m -6.44m -6.44m 

固定e

ae 8.64m 8.71m 7.18m 6.55m 7.01m 5.79m -6.21m -6.37m 

be 8.61m 8.70m 7.15m 6.53m 7.00m 5.49m -6.80m -7.10m 

ce 9.95m 9.92m 7.98m 7.17m 8.22m 6.55m -7.73m -7.82m 
de アスペリティ位置：固定d-deと同じ

ef 10.09m 10.079m 8.71m 7.39m 8.44m 6.45m -8.13m -8.37m 

eg 9.53m 9.54m 7.13m 6.75m 7.79m 5.99m -8.30m -8.37m 

eh 8.65m 8.72m 7.88m 6.55m 7.02m 6.27m -6.64m -6.99m 

STEP1-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ数及び位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(2/5)

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

STEP1-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定e

ae

STEP1-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

be
ce
de
ef
eg
eh

固定f

af
bf
cf
df
ef
fg
fh

STEP1-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ数及び位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(3/5)

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad 5.39m 5.97m 6.32m 4.65m 5.10m 5.14m -6.88m -7.04m 

bd 6.80m 7.27m 6.04m 5.95m 6.73m 5.10m -6.02m -6.16m 

cd 8.35m 8.81m 7.02m 6.83m 7.37m 5.71m -6.88m -6.93m 

de 7.90m 8.25m 8.05m 6.84m 7.76m 6.78m -9.56m -9.70m 

df 8.85m 8.65m 7.85m 7.19m 7.30m 6.32m -8.01m -8.20m 

dg 8.60m 8.70m 6.01m 6.86m 7.40m 5.72m -7.33m -7.31m 

dh 6.09m 6.39m 6.49m 5.67m 6.21m 5.45m -6.33m -6.49m 

固定e

ae 6.32m 5.59m 7.34m 5.98m 5.06m 4.84m -6.83m -7.17m 

be 6.29m 5.56m 7.31m 5.92m 5.50m 4.82m -6.00m -6.42m 

ce 7.16m 7.67m 7.26m 6.87m 6.65m 5.37m -6.68m -7.04m 
de アスペリティ位置：固定d-deと同じ

ef 9.23m 8.24m 7.77m 6.98m 7.04m 5.47m -7.79m -8.12m 

eg 6.78m 7.29m 7.27m 6.59m 6.38m 5.16m -7.27m -7.41m 

eh 6.38m 5.58m 7.32m 5.94m 5.23m 4.83m -6.32m -6.58m 

STEP1-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ数及び位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(4/5)

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：df

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

○STEP2-1の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

アスペリティ位置：de

6 7
8

54

32
1

西 東

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(5/5)

アスペリティ位置：ef

d

e

f

a

b

c

g

h

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：df

d

e

f

a

b

c

g

h

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果



216216

余白
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○概略パラメータスタディのSTEP2-2では，アスペリティ詳細位置の不確かさを考慮する。
○STEP2-1における最大ケースの波源モデルを対象に，アスペリティを南北に2分割したうえで，片方のアスペリティ位置を固定し，もう片方を

北方及び南方へ10～30km(10kmピッチ：隣接セグメントをさらに4分割した距離)移動させたパラメータスタディを実施する。

【アスペリティ詳細位置】

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(1/5)

※検討例(アスペリティ位置：ce，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-北へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-北へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-北へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-基準位置

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-南へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-南へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-南へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-北へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-北へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-北へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-基準位置

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-南へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-南へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-南へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(2/5)

○STEP2-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動e

固定f

北へ30km
STEP2-1 ３号炉取水口(上昇側)最大ケース

アスペリティ詳細位置：移動d 固定fと同じ
北へ20km
北へ10km

基準位置 10.09m 10.08m 8.71m 7.39m 8.44m 6.45m -8.13m -8.37m 
南へ10km

アスペリティが重なるため検討対象外

南へ20km
南へ30km

固定e

移動f

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置 アスペリティ詳細位置：移動e 固定fと同じ

南へ10km 9.89m 9.86m 8.01m 7.00m 8.10m 6.31m -8.24m -8.44m 

南へ20km 9.61m 9.62m 7.38m 6.79m 7.83m 6.13m -8.42m -8.59m 

南へ30km 9.77m 9.72m 7.17m 6.84m 7.93m 5.89m -8.35m -8.46m 

STEP2-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km 9.50m 9.56m 8.45m 6.92m 7.87m 7.08m -7.30m -7.71m 

北へ20km 9.50m 9.59m 8.71m 6.68m 7.70m 7.52m -7.88m -8.21m 

北へ10km 9.50m 9.54m 8.86m 7.00m 7.71m 7.90m -8.42m -8.54m 

基準位置 10.00m 10.08m 9.18m 7.45m 8.26m 8.10m -8.45m -8.48m 
南へ10km

アスペリティが重なるため検討対象外

南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置 アスペリティ詳細位置：移動d 固定eと同じ

南へ10km 9.85m 9.81m 9.08m 7.27m 8.16m 7.57m -8.29m -8.55m 

南へ20km 9.65m 9.61m 9.09m 7.55m 8.21m 7.07m -8.15m -8.44m 

南へ30km 9.17m 9.18m 8.84m 7.90m 7.79m 6.73m -8.17m -8.34m 

STEP2-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km

STEP2-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(3/5)

○STEP2-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP2-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：df

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定f

北へ30km 7.16m 7.44m 7.58m 6.00m 6.49m 6.75m -6.21m -6.35m 

北へ20km 8.60m 8.67m 7.94m 6.74m 7.12m 6.61m -7.12m -7.42m 

北へ10km 8.75m 8.80m 8.24m 6.84m 7.24m 6.50m -7.58m -7.88m 

基準位置 8.82m 8.83m 8.32m 7.49m 7.45m 6.46m -7.91m -8.14m 

南へ10km 9.68m 9.69m 8.94m 8.39m 8.45m 6.57m -8.12m -8.26m 

南へ20km 10.03m 9.95m 9.21m 8.13m 8.92m 6.62m -8.23m -8.33m 

南へ30km 10.17m 10.18m 9.00m 7.60m 8.64m 6.74m -8.25m -8.35m 

固定d

移動f

北へ30km
STEP2-1 敷地北側A(上昇側)最大ケース
アスペリティ詳細位置：移動e 固定dと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置 アスペリティ詳細位置：移動d 固定fと同じ

南へ10km 8.80m 9.03m 7.77m 6.91m 7.28m 6.42m -7.89m -7.89m 

南へ20km 8.72m 9.14m 7.40m 6.96m 7.50m 6.57m -7.86m -7.94m 

南へ30km 9.21m 9.60m 7.01m 6.92m 7.70m 6.04m -7.82m -7.84m 

STEP2-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動e

固定f

北へ30km

STEP2-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定e

移動f

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

STEP2-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km

STEP2-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(4/5)

○STEP2-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP2-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km 6.99m 7.41m 7.72m 6.11m 6.35m 5.95m -7.73m -7.72m 

北へ20km 7.12m 7.63m 8.25m 6.52m 6.78m 6.52m -8.78m -8.75m 

北へ10km 7.62m 8.15m 7.78m 6.92m 7.53m 6.96m -9.52m -9.50m 

基準位置 7.90m 8.25m 8.05m 6.84m 7.76m 6.78m -9.56m -9.70m 
南へ10km

アスペリティが重なるため検討対象外

南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置 アスペリティ詳細位置：移動d 固定eと同じ

南へ10km 7.95m 8.40m 8.06m 7.08m 7.80m 6.70m -9.23m -9.46m 

南へ20km 7.93m 8.22m 8.46m 7.22m 7.54m 6.11m -8.85m -9.08m 

南へ30km 8.50m 8.40m 8.42m 7.10m 7.38m 6.49m -8.33m -8.56m 

STEP2-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km

STEP2-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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STEP2-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：d南へ30km_f

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：d南へ30km_f

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：d南へ20km_f

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：d南へ10km_f

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：d南へ20km_f

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-2

敷地北側B(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

○STEP2-2の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

アスペリティ位置：de

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(5/5)

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

アスペリティ詳細位置：

固定f

移動d-南へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定f

移動d-南へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定f

移動d-南へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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余白
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○詳細パラメータスタディのSTEP3では，波源位置の不確かさを考慮する。
○STEP1-2及びSTEP2-2のうち最大ケースの波源モデル※を対象に，走向を±10°に変動させたパラメータスタディを実施する。
※パラメータスタディ結果より水位変動量が大きいSTEP1-2の最大ケースが選定される。

【波源位置(走向)】

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP3「波源位置」(1/5)

※検討例(アスペリティ位置：de南へ20km，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：

de南20km

アスペリティ位置：

de南20km

北側：+10°

南側：-10°

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

波源位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 10.53m 11.27m 9.77m 8.30m 9.47m 7.70m -8.40m -8.59m 

くの字10° 10.73m 11.11m 9.67m 8.33m 9.44m 7.66m -8.70m -8.78m 

STEP1-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 10.47m 11.29m 10.04m 8.52m 9.51m 7.34m -8.44m -8.55m 

くの字10° 10.82m 11.13m 9.73m 8.68m 9.35m 7.37m -8.71m -8.82m 

STEP1-2

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準

STEP1-2 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

くの字10°

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP3「波源位置」(2/5)

○STEP1-2最大ケースを対象に，波源位置を変動させた結果は下表のとおりである。

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

波源位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-2

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準

STEP1-2 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

くの字10°

STEP1-2

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準

STEP1-2 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

くの字10°

STEP1-2

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 9.77m 9.72m 9.44m 7.05m 8.10m 8.37m -8.60m -8.69m 

くの字10° 9.88m 10.26m 9.52m 7.47m 8.20m 7.86m -8.51m -8.63m 

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP3「波源位置」(3/5)

○STEP1-2最大ケースを対象に，波源位置を変動させた結果は下表のとおりである。

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

波源位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 7.62m 7.95m 7.71m 7.00m 7.37m 7.06m -9.59m -9.63m 

くの字10° 7.69m 8.34m 8.61m 6.65m 7.51m 6.53m -9.06m -9.27m 

STEP1-2

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 7.90m 8.25m 8.05m 6.84m 7.76m 6.78m -9.56m -9.70m 

くの字10° 8.05m 8.48m 8.44m 6.88m 7.58m 6.09m -9.02m -9.27m 

○STEP1-2最大ケースを対象に，波源位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP3「波源位置」(4/5)

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP3

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

○STEP3の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP3「波源位置」(5/5)
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２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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○詳細パラメータスタディのSTEP4では，断層面上縁深さの不確かさを考慮する。
○STEP3における最大ケースの波源モデルを対象に，断層面上縁深さ0km，1km，2km，3km，4km，5kmに変動させたパラメータスタディを

実施する。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP4「断層面上縁深さ」(1/5)

【アスペリティ詳細位置】

※検討例(アスペリティ位置：de南へ20km，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

6 7
8

54

32
1

基準1km

5km

西 東 0km

断層面上縁深さ変動範囲0km～5km

西 東
6 7

8
54

32
1

基準1km

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ
断層面上縁深さ

防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

0km 10.69m 10.93m 9.57m 8.30m 9.36m 7.40m -8.55m -8.62m 

1km(基準) 10.82m 11.13m 9.73m 8.68m 9.35m 7.37m -8.71m -8.82m 

2km 10.96m 11.32m 9.98m 8.89m 9.62m 7.55m -8.88m -9.07m 

3km 11.05m 11.44m 10.14m 8.96m 9.86m 7.67m -8.97m -9.24m 

4km 11.10m 11.62m 10.19m 9.00m 10.04m 7.73m -9.11m -9.43m 

5km 11.18m 11.71m 10.18m 9.05m 10.14m 7.74m -9.20m -9.56m 

STEP3

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 10.37m 11.13m 9.83m 8.45m 9.33m 7.25m -8.20m -8.27m 

1km(基準) 10.47m 11.29m 10.04m 8.52m 9.51m 7.34m -8.44m -8.55m 

2km 10.62m 11.34m 10.34m 8.61m 9.62m 7.44m -8.62m -8.87m 

3km 10.76m 11.40m 10.43m 8.74m 9.72m 7.49m -8.87m -9.12m 

4km 10.87m 11.42m 10.44m 8.88m 9.80m 7.54m -8.97m -9.29m 

5km 11.00m 11.47m 10.39m 8.99m 9.86m 7.58m -9.02m -9.37m 

STEP3

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km

STEP3 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

1km(基準)

2km

3km

4km

5km

○STEP3最大ケースを対象に，断層面上縁深さを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP4「断層面上縁深さ」(2/5)

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ
断層面上縁深さ

防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP3

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

0km

STEP3 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

1km(基準)

2km

3km

4km

5km

STEP3

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km

STEP3 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

1km(基準)

2km

3km

4km

5km

STEP3

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 9.54m 9.46m 9.62m 6.89m 7.92m 8.54m -8.54m -8.65m 

1km(基準) 9.77m 9.72m 9.44m 7.05m 8.10m 8.37m -8.60m -8.69m 

2km 9.86m 9.83m 9.27m 7.31m 8.25m 8.31m -8.65m -8.75m 

3km 9.95m 9.90m 9.18m 7.52m 8.36m 8.32m -8.73m -8.84m 

4km 10.00m 10.07m 9.12m 7.69m 8.46m 8.37m -8.87m -8.92m 

5km 10.03m 10.19m 9.12m 7.82m 8.51m 8.42m -8.94m -8.95m 

○STEP3最大ケースを対象に，断層面上縁深さを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP4「断層面上縁深さ」(3/5)

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ
断層面上縁深さ

防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP3

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 7.29m 7.61m 7.51m 6.83m 7.20m 6.68m -9.39m -9.43m 

1km(基準) 7.62m 7.95m 7.71m 7.00m 7.37m 7.06m -9.59m -9.63m 

2km 7.98m 8.18m 8.08m 6.95m 7.55m 7.09m -9.86m -9.83m 

3km 8.38m 8.45m 8.46m 6.97m 7.64m 7.34m -9.98m -9.96m 

4km 8.71m 8.80m 8.65m 7.01m 7.70m 7.64m -10.09m -10.06m 

5km 9.03m 9.03m 8.78m 7.03m 7.74m 7.82m -10.13m -10.15m 

STEP3

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 7.76m 8.02m 7.90m 6.79m 7.62m 6.36m -9.32m -9.45m 

1km(基準) 7.90m 8.25m 8.05m 6.84m 7.76m 6.78m -9.56m -9.70m 

2km 8.41m 8.48m 8.32m 6.88m 7.78m 6.82m -9.84m -9.92m 

3km 8.65m 8.71m 8.67m 7.15m 7.78m 6.97m -10.02m -10.08m 

4km 8.84m 8.99m 8.84m 7.32m 7.79m 7.21m -10.08m -10.18m 

5km 9.17m 9.26m 8.90m 7.36m 7.87m 7.34m -10.20m -10.30m 

○STEP3最大ケースを対象に，断層面上縁深さを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP4「断層面上縁深さ」(4/5)

２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

STEP4

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：0km

STEP4

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP4

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

○STEP4の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル② STEP4「断層面上縁深さ」(5/5)
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２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
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補足資料

○敷地北側防潮堤まで遡上するケースのうち，影響が大きいと考えられる以下の波源モデルを対象とする。

 STEP4 防潮堤前面(上昇側)最大ケース
 STEP4 敷地北側A(上昇側)最大ケース
 STEP4 敷地北側B(上昇側)最大ケース

○複数の損傷状態を考慮した検討として，以下のケースを確認する。
 敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)
 敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)
 敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(1/11)

防潮堤 防潮堤
②北部なし

防潮堤

③南部なし

①敷地北側防潮堤なし
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(2/11)

対象ケース 敷地北側防潮堤の損傷状態
防潮堤前面 ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 11.18m 9.05m 10.14m 7.74m -9.20m -9.56m 

敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし) 11.11m 9.05m 10.14m 7.75m -9.20m -9.57m 

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全

STEP4 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

STEP4

敷地北側B (上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.87m 8.88m 9.80m 7.54m -8.97m -9.29m 

敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし) 10.85m 8.87m 9.80m 7.53m -8.97m -9.29m 

○敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)の検討結果は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による水位変動量に有意な差はないことを確認した。



237237

対象ケース
最大水位分布図

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(3/11)

○敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)の最大水位分布図は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷を考慮することにより，水位が分散するため水位変動量が小さくなる傾向を確認した。
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(4/11)

対象ケース
時刻歴波形

３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

○敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)の３号炉取水口，１，２号炉取水口，放水口の時刻歴波形は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による時刻歴波形に有意な差はないことを確認した。

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)
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余白
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(5/11)

対象ケース 敷地北側防潮堤の損傷状態
防潮堤前面 ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 11.18m 9.05m 10.14m 7.74m -9.20m -9.56m 

敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし) 11.18m 9.05m 10.14m 7.75m -9.20m -9.56m 

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全

STEP4 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.87m 8.88m 9.80m 7.54m -8.97m -9.29m 

敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし) 10.87m 8.87m 9.80m 7.54m -8.97m -9.29m 

○敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)の検討結果は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による水位変動量に有意な差はないことを確認した。
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対象ケース
最大水位分布図

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(6/11)

○敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)の最大水位分布図は下表のとおりである。
○損傷箇所から遡上する津波は防潮堤まで到達しないことから，防潮堤前面における最大水位変動量に有意な差はないことを確認した。
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(7/11)

対象ケース
時刻歴波形

３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

○敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)の３号炉取水口，１，２号炉取水口，放水口の時刻歴波形は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による時刻歴波形に有意な差はないことを確認した。

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)
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余白
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(8/11)

対象ケース 敷地北側防潮堤の損傷状態
防潮堤前面 ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 11.18m 9.05m 10.14m 7.74m -9.20m -9.56m 

敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし) 11.11m 9.05m 10.14m 7.75m -9.20m -9.57m 

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全

STEP4 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.87m 8.88m 9.80m 7.54m -8.97m -9.29m 

敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし) 10.85m 8.88m 9.80m 7.53m -8.97m -9.29m 

○敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)の検討結果は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による水位変動量に有意な差はないことを確認した。
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対象ケース
最大水位分布図

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(9/11)

○敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)の最大水位分布図は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷を考慮することにより，水位が分散するため水位変動量が小さくなる傾向を確認した。
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(10/11)

対象ケース
時刻歴波形

３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：5km

STEP4 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

○敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)の３号炉取水口，１，２号炉取水口，放水口の時刻歴波形は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による時刻歴波形に有意な差はないことを確認した。

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル② 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(11/11)

○敷地北側防潮堤の損傷考慮が最大水位変動量，最大水位分布，時刻歴波形に対して有
意な影響がないことを確認した。

○以上から，「評価用の想定津波」の選定に当たっては，以下は検討対象としないこととした。
敷地北側防潮堤の損傷状態
評価地点のうち敷地北側A，敷地北側Bの水位変動量最大ケース
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル③
(北防波堤なし-南防波堤あり)

解析結果

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(1/4)

○概略パラメータスタディのSTEP1-1では，東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向とアスペリティ位置の不確かさを考慮する。
○基準波源モデルを対象に，東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向と隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)を組合せたパラメータスタディを

実施する。

土木学会(2016)に基づく断層パターン

6 7
8

54

32
1

西 東

鉛直面内の断層形状
東西幅50km

数字は
パターン№

地震発生層厚さ
20km

海底面

【アスペリティ位置】

【東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向】

※検討例(断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：ab

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：bc

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：cd

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：ef

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：fg

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：gh

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

基準波源モデル

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

ab

1 3.36m 2.88m 3.71m 2.89m 2.90m 2.33m -3.05m -3.01m 

2 4.83m 4.25m 4.70m 4.09m 4.02m 3.63m -4.56m -4.38m 

3 3.65m 3.71m 4.44m 3.69m 3.34m 3.29m -3.54m -3.28m 

4 3.82m 3.58m 4.11m 3.45m 3.52m 2.81m -3.14m -2.72m 

5 2.80m 2.50m 3.65m 2.75m 2.59m 2.01m -3.14m -2.95m 

6 3.75m 3.75m 3.74m 3.74m 3.71m 3.30m -3.45m -3.45m 

7 3.97m 3.56m 3.69m 4.04m 3.64m 2.67m -3.05m -3.02m 

8 3.77m 3.04m 3.06m 3.29m 2.69m 2.27m -3.38m -3.10m 

bc

1 4.28m 3.89m 4.20m 3.37m 3.18m 2.89m -4.87m -4.78m 

2 5.07m 5.51m 6.05m 4.53m 4.35m 4.95m -4.77m -4.59m 

3 4.60m 4.89m 6.02m 4.32m 4.22m 4.32m -4.44m -4.38m 

4 4.47m 4.26m 5.10m 4.55m 4.55m 3.95m -3.83m -3.25m 

5 3.61m 3.28m 3.86m 2.90m 3.14m 2.63m -4.42m -3.94m 

6 4.54m 4.79m 4.79m 4.43m 4.45m 4.14m -5.68m -4.87m 

7 4.38m 4.14m 4.90m 4.46m 3.95m 3.94m -3.81m -3.94m 

8 5.06m 4.02m 5.05m 4.58m 3.94m 3.47m -4.26m -3.50m 

cd

1 5.35m 5.10m 6.01m 4.20m 4.35m 3.96m -7.65m -7.32m 

2 6.20m 7.12m 8.28m 6.25m 5.98m 6.35m -7.22m -7.01m 

3 5.48m 6.19m 6.98m 5.23m 5.02m 5.59m -7.67m -7.42m 

4 5.41m 5.83m 7.88m 5.06m 5.10m 4.58m -5.62m -5.53m 

5 5.04m 4.43m 5.01m 4.01m 3.96m 3.99m -7.37m -7.27m 

6 6.61m 7.17m 7.84m 6.16m 6.17m 6.45m -8.03m -7.49m 

7 7.01m 6.58m 7.20m 6.90m 5.62m 5.49m -7.48m -7.48m 

8 7.29m 6.36m 6.36m 6.47m 5.72m 4.54m -5.44m -5.46m 

de

1 8.08m 6.86m 7.71m 6.94m 5.60m 4.60m -7.99m -7.89m 

2 7.62m 8.89m 8.84m 6.74m 6.89m 7.00m -8.01m -7.67m 

3 6.42m 7.29m 7.54m 6.01m 6.17m 5.93m -9.42m -9.03m 

4 7.10m 6.75m 7.39m 6.19m 6.15m 4.89m -6.98m -6.82m 

5 7.21m 7.10m 7.95m 6.27m 5.97m 4.90m -8.52m -8.57m 

6 8.32m 9.34m 9.42m 7.25m 7.46m 7.82m -9.38m -9.23m 

7 7.31m 7.89m 8.05m 6.83m 6.84m 6.54m -10.32m -10.42m 

8 7.40m 7.05m 7.48m 6.71m 6.44m 5.34m -7.72m -7.64m 

○基準波源モデルを対象に，アスペリティ位置及び断層パターンを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(2/4)

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

基準波源モデル

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

ef

1 6.53m 5.87m 7.46m 5.87m 5.45m 4.50m -7.41m -7.24m 

2 6.71m 7.64m 8.42m 6.46m 6.16m 5.82m -6.92m -6.76m 

3 7.00m 7.06m 7.91m 5.67m 5.97m 5.56m -8.33m -7.45m 

4 6.98m 6.60m 7.11m 5.96m 6.07m 4.44m -6.50m -5.78m 

5 6.77m 6.43m 7.74m 6.17m 5.85m 4.80m -7.78m -7.68m 

6 8.52m 9.22m 8.64m 6.96m 7.11m 6.24m -8.14m -7.48m 

7 8.97m 7.66m 7.45m 6.25m 6.54m 6.15m -9.49m -8.61m 

8 7.40m 7.09m 6.89m 6.68m 6.51m 4.95m -7.29m -6.52m 

fg

1 5.25m 3.67m 4.93m 4.07m 3.71m 2.93m -5.22m -4.68m 

2 6.10m 6.01m 6.10m 5.45m 5.39m 4.79m -5.29m -5.21m 

3 6.24m 5.27m 5.55m 4.76m 4.73m 4.44m -5.77m -5.71m 

4 4.89m 4.83m 5.39m 4.72m 4.68m 3.71m -4.28m -3.92m 

5 4.44m 3.69m 4.60m 3.87m 3.88m 3.38m -4.52m -4.13m 

6 7.13m 6.61m 5.91m 5.88m 5.87m 5.32m -5.87m -5.86m 

7 6.21m 5.44m 5.62m 5.16m 5.02m 4.46m -5.17m -5.01m 

8 5.65m 5.02m 5.09m 5.05m 4.52m 3.98m -3.56m -3.49m 

gh

1 4.30m 3.11m 3.74m 3.25m 3.20m 2.61m -4.26m -4.18m 

2 5.63m 5.01m 4.96m 4.62m 4.47m 4.20m -5.29m -4.96m 

3 4.91m 4.44m 4.96m 4.36m 4.20m 3.96m -4.44m -4.38m 

4 3.85m 3.64m 4.04m 3.39m 3.59m 3.28m -3.80m -3.43m 

5 3.21m 3.19m 3.60m 2.90m 3.17m 2.64m -3.67m -3.61m 

6 5.33m 4.91m 4.67m 4.61m 4.62m 4.38m -4.83m -4.87m 

7 4.98m 4.16m 4.49m 3.88m 3.87m 3.84m -3.61m -3.65m 

8 4.13m 3.43m 3.77m 3.75m 3.29m 3.15m -3.01m -2.91m 

○基準波源モデルを対象に，アスペリティ位置及び断層パターンを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(3/4)

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

○STEP1-1の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。
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西 東
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8
54
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8
54

32
1

西 東

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP1-1「東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向，アスペリティ位置」(4/4)

アスペリティ位置：ef

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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○概略パラメータスタディのSTEP1-2ではアスペリティ詳細位置の不確かさを考慮する。
○STEP1-1における最大ケースの波源モデルを対象に，アスペリティ位置を北方及び南方へ10～30km(10kmピッチ：隣接セグメントをさらに

4分割した距離)移動させたパラメータスタディを実施する。

【アスペリティ詳細位置】

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(1/5)

※検討例(アスペリティ位置：de，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ詳細位置：

移動de-北へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-北へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-北へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-基準位置

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-南へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-南へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

移動de-南へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動ef

北へ30km

STEP1-1 ３号取水口(下降側)最大ケース
アスペリティ位置：移動de-南へ10km～30kmと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置 8.97m 7.66m 7.45m 6.25m 6.54m 6.15m -9.49m -8.61m 

南へ10km 8.42m 6.78m 6.58m 5.47m 5.77m 5.44m -8.75m -8.14m 

南へ20km 7.23m 5.80m 6.48m 5.05m 5.13m 4.83m -7.90m -7.48m 

南へ30km 6.73m 5.50m 5.72m 5.23m 4.95m 4.61m -6.62m -6.35m 

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km 7.00m 7.78m 8.47m 6.92m 6.66m 7.20m -8.99m -8.84m 

北へ20km 7.52m 8.04m 9.66m 7.24m 7.28m 7.65m -9.76m -9.64m 

北へ10km 7.42m 8.53m 9.46m 7.24m 7.30m 8.09m -9.96m -9.88m 

基準位置 8.32m 9.34m 9.42m 7.25m 7.46m 7.82m -9.38m -9.23m 

南へ10km 10.01m 10.15m 9.66m 7.58m 8.62m 7.44m -8.39m -8.21m 

南へ20km 10.39m 10.72m 9.89m 7.37m 8.76m 7.14m -7.94m -7.54m 

南へ30km 10.00m 10.32m 9.43m 7.32m 7.92m 6.86m -7.87m -7.51m 

STEP1-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(2/5)

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

STEP1-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

STEP1-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(3/5)

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ詳細位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km 6.75m 7.10m 7.32m 6.73m 5.52m 6.32m -8.46m -8.26m 

北へ20km 6.73m 7.05m 8.32m 6.52m 6.28m 6.63m -9.35m -9.28m 

北へ10km 7.37m 7.22m 7.80m 6.73m 6.74m 6.46m -10.37m -10.34m 

基準位置 7.31m 7.89m 8.05m 6.83m 6.84m 6.54m -10.32m -10.42m 

南へ10km 7.60m 8.80m 8.37m 6.81m 7.18m 6.89m -10.19m -9.93m 

南へ20km 8.16m 9.18m 8.99m 6.85m 7.26m 7.13m -10.14m -9.44m 

南へ30km 8.80m 8.63m 8.37m 6.77m 7.11m 6.80m -9.88m -9.13m 

STEP1-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動de

北へ30km

STEP1-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

北へ20km

北へ10km

基準位置

南へ10km

南へ20km

南へ30km

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(4/5)

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

○STEP1-2の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP1-2「アスペリティ詳細位置」(5/5)
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b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de南20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de北10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

de北10km アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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○概略パラメータスタディのSTEP2-1では，アスペリティ数及び位置の不確かさを考慮する。
○STEP1-1における最大ケースの波源モデルを対象に，アスペリティを南北に2分割したうえで，片方のアスペリティ位置を固定し，もう片方を

40kmピッチで移動させたパラメータスタディを実施する。

【アスペリティ数及び位置】

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(1/5)

※検討例(アスペリティ位置：de，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：

固定d

移動a

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動b

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動c

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動e

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動f

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動g

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定d

移動h

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動a

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動b

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動c

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動d

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動f

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動g

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：

固定e

移動h

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定e

ae

STEP1-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケース
アスペリティ位置：固定eと同じ

be
ce
de
ef
eg
eh

固定f

af 5.62m 4.49m 5.16m 4.44m 4.17m 4.02m -4.23m -4.25m 

bf 5.71m 4.99m 5.01m 4.65m 4.49m 3.98m -4.82m -4.80m 

cf 7.00m 5.66m 6.21m 6.03m 5.05m 5.01m -4.95m -4.75m 
df STEP1-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケース

アスペリティ位置：df，efと同じef

fg 6.21m 5.44m 5.62m 5.16m 5.02m 4.46m -5.17m -5.01m 

fh 5.81m 4.82m 5.31m 4.49m 4.16m 4.23m -3.64m -3.63m 

STEP1-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad 5.43m 7.04m 7.64m 5.68m 5.38m 5.60m -6.70m -6.40m 

bd 6.13m 6.44m 6.64m 6.08m 6.02m 5.60m -6.18m -5.76m 

cd 6.61m 7.17m 7.84m 6.16m 6.17m 6.45m -8.03m -7.49m 

de 8.32m 9.34m 9.42m 7.25m 7.46m 7.82m -9.38m -9.23m 

df 7.21m 7.22m 8.09m 7.02m 6.25m 6.47m -7.69m -7.47m 

dg 7.23m 7.84m 7.20m 6.43m 6.75m 6.27m -7.86m -7.64m 

dh 6.25m 7.06m 7.76m 6.12m 6.16m 6.54m -6.20m -5.86m 

固定e

ae 6.77m 7.94m 7.19m 6.63m 6.36m 5.28m -6.36m -6.17m 

be 6.76m 7.93m 7.17m 6.63m 6.34m 5.31m -6.13m -5.78m 

ce 8.74m 9.35m 7.39m 7.21m 7.28m 6.19m -7.26m -7.01m 
de アスペリティ位置：固定d-deと同じ

ef 8.52m 9.22m 8.64m 6.96m 7.11m 6.24m -8.14m -7.48m 

eg 8.06m 8.92m 7.16m 6.96m 6.85m 6.01m -7.33m -7.27m 

eh 6.78m 7.96m 8.16m 6.64m 6.37m 5.96m -6.05m -5.83m 

STEP1-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ数及び位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(2/5)

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

STEP1-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

STEP1-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 敷地北側A(上昇側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ数及び位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(3/5)

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad 5.38m 5.85m 6.16m 5.32m 4.46m 5.01m -7.60m -7.73m 

bd 6.15m 6.80m 5.78m 5.97m 5.72m 5.10m -6.58m -6.69m 

cd 7.01m 6.58m 7.20m 6.90m 5.62m 5.49m -7.48m -7.48m 

de 7.31m 7.89m 8.05m 6.83m 6.84m 6.54m -10.32m -10.42m 

df 8.20m 7.28m 7.45m 6.35m 5.83m 6.38m -8.90m -8.93m 

dg 6.75m 6.97m 6.61m 6.25m 6.67m 6.03m -8.29m -8.09m 

dh 5.47m 5.88m 6.49m 5.36m 4.62m 5.21m -7.01m -7.15m 

固定e

ae 6.38m 6.71m 6.84m 5.95m 5.94m 5.26m -7.73m -7.05m 

be 6.37m 6.68m 6.81m 5.93m 5.93m 5.24m -6.71m -6.03m 

ce 6.36m 6.62m 6.74m 5.91m 5.90m 5.20m -7.81m -7.10m 
de アスペリティ位置：固定d-deと同じ

ef 8.97m 7.66m 7.45m 6.25m 6.54m 6.15m -9.49m -8.61m 

eg 6.37m 6.63m 6.76m 5.92m 5.91m 5.21m -7.80m -7.41m 

eh 6.46m 6.69m 6.87m 5.94m 5.93m 5.25m -7.03m -6.46m 

STEP1-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

固定d

ad

STEP1-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

bd
cd
de
df
dg
dh

固定e

ae
be
ce
de
ef
eg
eh

○STEP1-1最大ケースを対象に，アスペリティ数及び位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(4/5)

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ce

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

○STEP2-1の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

6 7
8

54

32
1

西 東

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP2-1「アスペリティ数及び位置」(5/5)
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8
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1
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8
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1
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アスペリティ位置：de

d
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a

b

c
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h

アスペリティ位置：ce

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：ef

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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○概略パラメータスタディのSTEP2-2では，アスペリティ詳細位置の不確かさを考慮する。
○STEP2-1における最大ケースの波源モデルを対象に，アスペリティを南北に2分割したうえで，片方のアスペリティ位置を固定し，もう片方を

北方及び南方へ10～30km(10kmピッチ：隣接セグメントをさらに4分割した距離)移動させたパラメータスタディを実施する。

【アスペリティ詳細位置】

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(1/5)

※検討例(アスペリティ位置：ce，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-北へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-北へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-北へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-基準位置

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-南へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-南へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-南へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-北へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-北へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-北へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-基準位置

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-南へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-南へ20km

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定c

移動e-南へ30km

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(2/5)

○STEP2-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP2-1

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ef

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動e

固定f

北へ30km 8.56m 7.37m 8.30m 6.21m 6.24m 6.68m -8.88m -8.84m 

北へ20km 8.85m 7.74m 8.60m 6.45m 6.53m 6.15m -9.51m -8.94m 

北へ10km 9.00m 7.68m 7.82m 6.23m 6.44m 6.11m -9.81m -9.29m 

基準位置 8.97m 7.66m 7.45m 6.25m 6.54m 6.15m -9.49m -8.61m 
南へ10km

アスペリティが重なるため検討対象外

南へ20km
南へ30km

固定e

移動f

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置 アスペリティ詳細位置：移動e 固定fと同じ

南へ10km 8.56m 6.88m 7.21m 5.91m 5.94m 5.81m -9.33m -8.83m 

南へ20km 7.05m 6.62m 6.71m 5.90m 5.90m 5.26m -8.84m -8.60m 

南へ30km 6.36m 6.62m 6.73m 5.91m 5.91m 5.20m -8.24m -8.02m 

STEP2-1

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：ce

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動c

固定e

北へ30km 6.91m 8.09m 7.16m 6.71m 6.46m 5.24m -7.06m -6.76m 

北へ20km 7.99m 8.91m 7.14m 7.11m 7.00m 5.23m -7.89m -7.72m 

北へ10km 9.10m 9.735m 7.67m 7.51m 7.53m 5.67m -7.48m -7.47m 

基準位置 8.74m 9.35m 7.39m 7.21m 7.28m 6.19m -7.26m -7.01m 

南へ10km 7.95m 8.86m 8.33m 7.12m 6.90m 6.75m -7.97m -8.15m 

南へ20km 7.35m 8.30m 8.88m 7.04m 7.05m 7.10m -9.28m -9.24m 

南へ30km 7.27m 8.34m 8.93m 7.05m 7.13m 7.69m -9.79m -9.72m 

固定c

移動e

北へ30km 6.90m 7.05m 7.23m 6.85m 6.61m 6.39m -8.58m -7.64m 

北へ20km 7.91m 9.15m 7.74m 6.83m 6.91m 6.16m -8.12m -7.47m 

北へ10km 8.66m 9.729m 7.55m 7.06m 7.15m 6.05m -7.57m -7.06m 

基準位置 アスペリティ詳細位置：移動c 固定eと同じ

南へ10km 7.96m 8.51m 7.76m 6.78m 6.82m 6.16m -7.75m -7.26m 

南へ20km 7.16m 7.47m 7.71m 6.50m 6.36m 6.13m -7.69m -7.04m 

南へ30km 6.86m 7.07m 7.61m 6.29m 6.20m 6.34m -6.79m -6.39m 

STEP2-1

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km
STEP1-1 防潮堤前面(上昇側)最大ケース
アスペリティ詳細位置：移動c 固定eと同じ

北へ20km
北へ10km

基準位置 8.32m 9.34m 9.42m 7.25m 7.46m 7.82m -9.38m -9.23m 
南へ10km

アスペリティが重なるため検討対象外

南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置 アスペリティ詳細位置：移動d 固定eと同じ

南へ10km 7.90m 8.78m 8.99m 6.85m 6.87m 7.39m -8.96m -8.68m 

南へ20km 7.03m 7.96m 8.90m 6.76m 6.81m 6.95m -8.35m -8.06m 

南へ30km 7.20m 7.17m 8.56m 7.00m 6.58m 6.66m -7.72m -7.58m 

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(3/5)

○STEP2-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP2-1

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km

STEP2-1 敷地北側B(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

STEP2-1

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km

STEP2-1 敷地北側B(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

STEP2-1

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km

STEP2-1 敷地北側B(上昇側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(4/5)

○STEP2-1最大ケースを対象に，アスペリティ詳細位置を変動させた結果は下表のとおりである。

対象ケース
変動パラメータ

アスペリティ数及び位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP2-1

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km 6.36m 7.02m 7.66m 5.90m 5.90m 5.72m -8.36m -7.85m 

北へ20km 6.35m 7.28m 8.20m 5.91m 5.90m 6.38m -9.21m -9.05m 

北へ10km 7.12m 7.04m 7.53m 6.58m 6.54m 6.48m -10.15m -10.19m 

基準位置 7.31m 7.89m 8.05m 6.83m 6.84m 6.54m -10.32m -10.42m 
南へ10km

アスペリティが重なるため検討対象外

南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置 アスペリティ詳細位置：移動d 固定eと同じ

南へ10km 7.21m 7.75m 7.68m 6.71m 6.61m 6.30m -10.21m -10.19m 

南へ20km 7.13m 7.51m 7.93m 6.22m 6.29m 6.09m -9.98m -9.88m 

南へ30km 7.58m 7.18m 7.91m 5.99m 6.06m 6.46m -9.48m -9.39m 

STEP2-1

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

移動d

固定e

北へ30km

STEP2-1 ３号炉取水口(下降側)最大ケースと同じ

北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

固定d

移動e

北へ30km
北へ20km
北へ10km
基準位置
南へ10km
南へ20km
南へ30km

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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STEP2-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：c北へ10km_e

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：c北へ10km_e

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

敷地北側B (上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：c北へ10km_e

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：c北へ10km_e

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP2-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-2

敷地北側B(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP2-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

○STEP2-2の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。

6 7
8

54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東
6 7

8
54

32
1

西 東

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP2-2「アスペリティ詳細位置」(5/5)

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ位置：de

d

e

f

a

b

c

g

h

アスペリティ詳細位置：

固定e

移動c-北へ10km

d

e

f

a

b

c

g

h

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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余白
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○詳細パラメータスタディのSTEP3では，波源位置の不確かさを考慮する。
○STEP1-2及びSTEP2-2のうち最大ケースの波源モデル※を対象に，走向を±10°に変動させたパラメータスタディを実施する。
※パラメータスタディ結果より水位変動量が大きいSTEP1-2の最大ケースが選定される。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP3「波源位置」(1/5)

【波源位置(走向)】

※検討例(アスペリティ位置：de南へ20km，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：

de南20km

アスペリティ位置：

de南20km

北側：+10°

南側：-10°

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

波源位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-2

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 10.39m 10.72m 9.89m 7.37m 8.76m 7.14m -7.94m -7.54m 

くの字10° 9.76m 9.14m 9.66m 8.57m 8.72m 7.23m -7.94m -7.85m 

STEP1-2

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準

STEP1-2 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

くの字10°

STEP1-2

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準

STEP1-2 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

くの字10°

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP3「波源位置」(2/5)

○STEP1-2最大ケースを対象に，波源位置を変動させた結果は下表のとおりである。

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

波源位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-2

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 10.01m 10.15m 9.66m 7.58m 8.62m 7.44m -8.39m -8.21m 

くの字10° 9.68m 9.33m 9.59m 8.34m 8.83m 7.37m -7.86m -7.73m 

STEP1-2

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準

STEP1-2 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

くの字10°

STEP1-2

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 7.42m 8.53m 9.46m 7.24m 7.30m 8.09m -9.96m -9.88m 

くの字10° 8.71m 10.33m 9.56m 7.25m 8.27m 7.39m -9.21m -9.09m 

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP3「波源位置」(3/5)

○STEP1-2最大ケースを対象に，波源位置を変動させた結果は下表のとおりである。

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ

波源位置
防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP1-2

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 7.37m 7.22m 7.80m 6.73m 6.74m 6.46m -10.37m -10.34m 

くの字10° 6.75m 7.10m 8.29m 5.95m 5.91m 6.07m -10.26m -10.27m 

STEP1-2

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

基準 7.31m 7.89m 8.05m 6.83m 6.84m 6.54m -10.32m -10.42m 

くの字10° 6.83m 7.56m 8.42m 5.65m 6.11m 6.30m -10.15m -10.20m 

○STEP1-2最大ケースを対象に，波源位置を変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP3「波源位置」(4/5)

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケースと同じ

○STEP3の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP3「波源位置」(5/5)
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２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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余白
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○詳細パラメータスタディのSTEP4では，断層面上縁深さの不確かさを考慮する。
○STEP3における最大ケースの波源モデルを対象に，断層面上縁深さ0km，1km，2km，3km，4km，5kmに変動させたパラメータスタディを

実施する。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP4「断層面上縁深さ」(1/5)

【アスペリティ詳細位置】

※検討例(アスペリティ位置：de南へ20km，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：
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h
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h

6 7
8

54

32
1

基準1km

5km

西 東 0km

断層面上縁深さ変動範囲0km～5km

西 東
6 7

8
54

32
1

基準1km

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ
断層面上縁深さ

防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP3

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 10.21m 10.69m 9.60m 7.29m 8.42m 7.00m -8.01m -7.56m 

1km(基準) 10.39m 10.72m 9.89m 7.37m 8.76m 7.14m -7.94m -7.54m 

2km 10.44m 10.68m 10.13m 7.57m 8.83m 7.25m -8.20m -7.87m 

3km 10.38m 10.53m 10.28m 7.80m 8.86m 7.27m -8.47m -8.16m 

4km 10.29m 10.41m 10.29m 7.98m 8.83m 7.25m -8.67m -8.41m 

5km 10.25m 10.36m 10.23m 8.13m 8.80m 7.27m -8.95m -8.58m 

STEP3

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km

STEP3 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

1km(基準)

2km

3km

4km

5km

STEP3

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km

STEP3 防潮堤前面(上昇側)最大ケースと同じ

1km(基準)

2km

3km

4km

5km

○STEP3最大ケースを対象に，断層面上縁深さを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP4「断層面上縁深さ」(2/5)

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ
断層面上縁深さ

防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP3

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

0km 9.70m 9.33m 9.86m 8.16m 8.75m 7.09m -7.65m -7.58m 

1km(基準) 9.76m 9.14m 9.66m 8.57m 8.72m 7.23m -7.94m -7.85m 

2km 9.62m 9.33m 9.92m 8.75m 8.85m 7.34m -8.19m -8.10m 

3km 9.48m 9.50m 10.06m 8.89m 8.77m 7.39m -8.35m -8.29m 

4km 9.47m 9.55m 10.10m 8.84m 8.61m 7.44m -8.53m -8.42m 

5km 9.52m 9.64m 10.07m 8.72m 8.45m 7.45m -8.74m -8.53m 

STEP3

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：1km

0km 9.81m 9.67m 9.56m 8.09m 8.89m 7.03m -7.99m -7.83m 

1km(基準) 9.68m 9.33m 9.59m 8.34m 8.83m 7.37m -7.86m -7.73m 

2km 9.78m 9.37m 9.86m 8.57m 9.01m 7.56m -8.20m -7.98m 

3km 9.73m 9.61m 10.00m 8.76m 9.03m 7.62m -8.54m -8.36m 

4km 9.65m 9.71m 10.03m 8.80m 8.86m 7.57m -8.77m -8.62m 

5km 9.56m 9.68m 9.99m 8.77m 8.66m 7.56m -8.95m -8.79m 

STEP3

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 7.47m 8.61m 9.74m 7.23m 7.33m 8.23m -9.87m -9.83m 

1km(基準) 7.42m 8.53m 9.46m 7.24m 7.30m 8.09m -9.96m -9.88m 

2km 7.61m 8.55m 9.32m 7.37m 7.29m 7.96m -10.10m -10.01m 

3km 7.98m 8.57m 9.36m 7.45m 7.30m 7.98m -10.20m -10.15m 

4km 8.23m 8.61m 9.34m 7.45m 7.37m 7.97m -10.29m -10.23m 

5km 8.38m 8.60m 9.35m 7.51m 7.39m 8.01m -10.34m -10.31m 

○STEP3最大ケースを対象に，断層面上縁深さを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP4「断層面上縁深さ」(3/5)

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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対象ケース
変動パラメータ
断層面上縁深さ

防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP3

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 6.86m 7.06m 7.47m 6.41m 6.19m 6.42m -10.14m -10.12m 

1km(基準) 7.37m 7.22m 7.80m 6.73m 6.74m 6.46m -10.37m -10.34m 

2km 7.57m 7.70m 8.32m 6.92m 6.89m 6.63m -10.77m -10.72m 

3km 7.80m 7.97m 8.54m 6.98m 6.97m 6.90m -10.88m -11.02m 

4km 8.05m 8.09m 8.60m 7.11m 7.08m 7.20m -10.90m -11.16m 

5km 8.26m 8.12m 8.59m 7.36m 7.19m 7.34m -11.01m -11.28m 

STEP3

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

0km 6.93m 7.72m 7.84m 6.57m 6.53m 6.31m -9.99m -10.14m 

1km(基準) 7.31m 7.89m 8.05m 6.83m 6.84m 6.54m -10.32m -10.42m 

2km 7.76m 8.03m 8.17m 6.85m 6.78m 6.80m -10.82m -10.85m 

3km 8.16m 8.05m 8.17m 6.90m 6.80m 6.94m -10.87m -11.19m 

4km 8.34m 8.07m 8.34m 7.01m 6.93m 7.02m -10.96m -11.32m 

5km 8.60m 8.05m 8.47m 7.13m 7.04m 7.05m -11.02m -11.36m 

○STEP3最大ケースを対象に，断層面上縁深さを変動させた結果は下表のとおりである。

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP4「断層面上縁深さ」(4/5)

２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：2km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

STEP4

３号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字10°

・断層面上縁深さ：3km

STEP4

１，２号炉取水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：3km

STEP4

放水口(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：0km

STEP4

３号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

１，２号炉取水口(下降側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

STEP4

３号炉取水口(下降側)

最大ケースと同じ

○STEP4の解析結果から，各評価地点の最大ケースは以下のとおりである。
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西 東
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ STEP4「断層面上縁深さ」(5/5)
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２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果
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補足資料

○敷地北側防潮堤まで遡上するケースのうち，影響が大きいと考えられる以下の波源モデルを対象とする。

 STEP4 防潮堤前面(上昇側)最大ケース
 STEP4 敷地北側A(上昇側)最大ケース
 STEP4 敷地北側B(上昇側)最大ケース

○複数の損傷状態を考慮した検討として，以下のケースを確認する。
 敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)
 敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)
 敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(1/11)

防潮堤 防潮堤
②北部なし

防潮堤

③南部なし

①敷地北側防潮堤なし
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(2/11)

対象ケース 敷地北側防潮堤の損傷状態
防潮堤前面 ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：2km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.44m 7.57m 8.83m 7.25m -8.20m -7.87m 

敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし) 10.43m 7.57m 8.83m 7.25m -8.19m -7.86m 

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.39m 7.37m 8.76m 7.14m -7.94m -7.54m 

敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし) 10.39m 7.37m 8.76m 7.14m -7.94m -7.54m 

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.29m 7.98m 8.83m 7.25m -8.67m -8.41m 

敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし) 10.28m 7.99m 8.83m 7.25m -8.67m -8.42m 

○敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)の検討結果は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による水位変動量に有意な差はないことを確認した。
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対象ケース
最大水位分布図

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：2km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(3/11)

○敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)の最大水位分布図は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷を考慮することにより，水位が分散するため水位変動量が小さくなる傾向を確認した。
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(4/11)

対象ケース
時刻歴波形

３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：2km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

○敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)の３号炉取水口，１，２号炉取水口，放水口の時刻歴波形は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による時刻歴波形に有意な差はないことを確認した。

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態①(敷地北側防潮堤なし)
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余白
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(5/11)

対象ケース 敷地北側防潮堤の損傷状態
防潮堤前面 ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：2km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.44m 7.57m 8.83m 7.25m -8.20m -7.87m 

敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし) 10.44m 7.57m 8.83m 7.25m -8.20m -7.86m 

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.39m 7.37m 8.76m 7.14m -7.94m -7.54m 

敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし) 10.39m 7.37m 8.76m 7.14m -7.95m -7.54m 

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.29m 7.98m 8.83m 7.25m -8.67m -8.41m 

敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし) 10.29m 7.99m 8.83m 7.25m -8.67m -8.41m 

○敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)の検討結果は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による水位変動量に有意な差はないことを確認した。



289289

対象ケース
最大水位分布図

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：2km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(6/11)

○敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)の最大水位分布図は下表のとおりである。
○損傷箇所から遡上する津波は防潮堤まで到達しないことから，防潮堤前面における最大水位変動量に有意な差はないことを確認した。
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(7/11)

対象ケース
時刻歴波形

３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：2km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

○敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)の３号炉取水口，１，２号炉取水口，放水口の時刻歴波形は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による時刻歴波形に有意な差はないことを確認した。

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態②(北部なし)
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余白
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(8/11)

対象ケース 敷地北側防潮堤の損傷状態
防潮堤前面 ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口
(上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：2km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.44m 7.57m 8.83m 7.25m -8.20m -7.87m 

敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし) 10.43m 7.57m 8.83m 7.25m -8.20m -7.86m 

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.39m 7.37m 8.76m 7.14m -7.94m -7.54m 

敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし) 10.39m 7.37m 8.76m 7.14m -7.94m -7.54m 

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 10.29m 7.98m 8.83m 7.25m -8.67m -8.41m 

敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし) 10.28m 7.98m 8.83m 7.25m -8.67m -8.42m 

○敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)の検討結果は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による水位変動量に有意な差はないことを確認した。
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対象ケース
最大水位分布図

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全 敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：2km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(9/11)

○敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)の最大水位分布図は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷を考慮することにより，水位が分散するため水位変動量が小さくなる傾向を確認した。
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(10/11)

対象ケース
時刻歴波形

３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口

STEP4

防潮堤前面(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：2km

STEP4

敷地北側A(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

STEP4

敷地北側B(上昇側)

最大ケース

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：4km

○敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)の３号炉取水口，１，２号炉取水口，放水口の時刻歴波形は下表のとおりである。
○敷地北側防潮堤の損傷状態による時刻歴波形に有意な差はないことを確認した。

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)

敷地北側防潮堤の損傷状態：健全
敷地北側防潮堤の損傷状態③(南部なし)
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補足資料

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③ 敷地北側防潮堤の損傷による影響確認(11/11)

○敷地北側防潮堤の損傷考慮が最大水位変動量，最大水位分布，時刻歴波形に対して有
意な影響がないことを確認した。

○以上から，「評価用の想定津波」の選定に当たっては，以下は検討対象としないこととした。
敷地北側防潮堤の損傷状態
評価地点のうち敷地北側A，敷地北側Bの水位変動量最大ケース
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２．５ 「評価用の想定津波」の設定

１． コメント回答方針
１．１ 指摘事項
１．２ 指摘事項に関する回答方針

２．日本海東縁部に想定される地震に伴う津波
２．１ 日本海東縁部の特性整理

２．１．１ 文献レビュー
２．１．２ 当社の調査結果
２．１．３ 想定される日本海東縁部の範囲

２．２ 想定波源域の設定
２．２．１ 想定波源域(南北方向)の設定
２．２．２ 想定波源域(東西方向)の設定
２．２．３ 想定波源域(深度方向)の設定

２．３ 基準波源モデルの設定
２．４ パラメータスタディ

２．４．１ パラメータスタディの検討方針
２．４．２ 計算条件
２．４．３ 健全地形モデルの解析結果
２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果

２．５ 「評価用の想定津波」の設定
２．６ 補足説明

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
２．６．２ 貯留堰を下回る時間の確認
２．６．３ 断層パターン5東端の検討
２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認
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健全地形モデルにおける「評価用の想定津波」の設定(1/3)

数値シミュレーション結果一覧(健全地形モデルにおける「評価用の想定津波」)

区分 計算値 地形モデル 断層パラメータの概要

防潮堤前面(上昇側) 9.86m 健全地形モデル

・アスペリティ位置：de南へ20km
・断層パターン：6
・波源位置：基準
・断層面上縁深さ：5km

３号炉取水口(上昇側) 8.17m 健全地形モデル

・アスペリティ位置：de南へ20km
・断層パターン：6
・波源位置：くの字10°
・断層面上縁深さ：5km

１，２号炉取水口(上昇側) 8.12m 健全地形モデル

・アスペリティ位置：de南へ20km
・断層パターン：6
・波源位置：基準
・断層面上縁深さ：5km

放水口(上昇側) 8.57m 健全地形モデル

・アスペリティ位置：de北へ10km
・断層パターン：6
・波源位置：基準
・断層面上縁深さ：0km

３号炉取水口(下降側) 8.76m 健全地形モデル

・アスペリティ位置：de
・断層パターン：7
・波源位置：基準
・断層面上縁深さ：5km

１，２号炉取水口(下降側) 8.52m 健全地形モデル

・アスペリティ位置：de
・断層パターン：7
・波源位置：基準
・断層面上縁深さ：5km

２．５ 「評価用の想定津波」の設定

○地震に伴う津波として「評価用の想定津波」を設定する。
○健全地形モデルにおける「評価用の想定津波」として下表のとおり設定した。
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防潮堤前面(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(上昇側)最大ケース １，２号炉取水口(上昇側)最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
・最
大
水
位
下
降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

健全地形モデルにおける「評価用の想定津波」の設定(2/3)

２．５ 「評価用の想定津波」の設定
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放水口(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(下降側)最大ケース １，２号炉取水口(下降側)最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
・最
大
水
位
下
降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

健全地形モデルにおける「評価用の想定津波」の設定(3/3)

２．５ 「評価用の想定津波」の設定
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余白
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損傷地形モデルにおける「評価用の想定津波」の設定(1/3)

数値シミュレーション結果一覧(損傷地形モデルにおける「評価用の想定津波」)

区分 計算値 地形モデル 断層パラメータの概要

防潮堤前面(上昇側) 11.18m
防波堤の損傷を考慮した地形モデル②
(北防波堤あり-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de南へ20km
・断層パターン：6
・波源位置：くの字10°
・断層面上縁深さ：5km

３号炉取水口(上昇側) 9.24m
防波堤の損傷を考慮した地形モデル①
(北防波堤なし-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de南へ10km
・断層パターン：1
・波源位置：くの字10°
・断層面上縁深さ：0km

１，２号炉取水口(上昇側) 10.14m
防波堤の損傷を考慮した地形モデル②
(北防波堤あり-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de南へ20km
・断層パターン：6
・波源位置：くの字10°
・断層面上縁深さ：5km

放水口(上昇側) 8.54m
防波堤の損傷を考慮した地形モデル②
(北防波堤あり-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de北へ10km
・断層パターン：6
・波源位置：基準
・断層面上縁深さ：0km

３号炉取水口(下降側) 11.07m
防波堤の損傷を考慮した地形モデル①
(北防波堤なし-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de
・断層パターン：7
・波源位置：基準
・断層面上縁深さ：5km

１，２号炉取水口(下降側) 11.36m
防波堤の損傷を考慮した地形モデル③
(北防波堤なし-南防波堤あり)

・アスペリティ位置：de
・断層パターン：7
・波源位置：基準
・断層面上縁深さ：5km

２．５ 「評価用の想定津波」の設定

○地震に伴う津波として「評価用の想定津波」を設定する。
○損傷地形モデルにおける「評価用の想定津波」として下表のとおり設定した。
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防潮堤前面(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(上昇側)最大ケース １，２号炉取水口(上昇側)最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
・最
大
水
位
下
降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

損傷地形モデルにおける「評価用の想定津波」の設定(2/3)

２．５ 「評価用の想定津波」の設定
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放水口(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(下降側)最大ケース １，２号炉取水口(下降側)最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
・最
大
水
位
下
降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

損傷地形モデルにおける「評価用の想定津波」の設定(3/3)

２．５ 「評価用の想定津波」の設定
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２．６ 補足説明

１． コメント回答方針
１．１ 指摘事項
１．２ 指摘事項に関する回答方針

２．日本海東縁部に想定される地震に伴う津波
２．１ 日本海東縁部の特性整理

２．１．１ 文献レビュー
２．１．２ 当社の調査結果
２．１．３ 想定される日本海東縁部の範囲

２．２ 想定波源域の設定
２．２．１ 想定波源域(南北方向)の設定
２．２．２ 想定波源域(東西方向)の設定
２．２．３ 想定波源域(深度方向)の設定

２．３ 基準波源モデルの設定
２．４ パラメータスタディ

２．４．１ パラメータスタディの検討方針
２．４．２ 計算条件
２．４．３ 健全地形モデルの解析結果
２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果

２．５ 「評価用の想定津波」の設定
２．６ 補足説明

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
２．６．２ 貯留堰を下回る時間の確認
２．６．３ 断層パターン5東端の検討
２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認
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○土木学会(2016)では，パラメータスタディについて，基本波源モデルのパラメータのうち，より支配的と考えられる因子
に関するパラメータスタディを行った後，その中で敷地に最も影響を与えた波源モデルを用いてそのほかの従属的因子
に関するパラメータスタディを行うことを基本とするとされている。

検討方針

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

【パラメータスタディ評価因子の分析】
○日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の検討で実施したパラメータスタディについて，敷地への影響が最も大きく

なるケースを網羅的に検討していることを確認するため，概略パラメータスタディ評価因子及び詳細パラメータスタディ
評価因子のそれぞれが津波水位に与える影響について分析する。

○分析は，概略パラメータスタディが津波水位に対して支配的因子で行われていること，詳細パラメータスタディが津波水
位に対して従属的因子で行われていることを確認することにより実施する。

○パラメータスタディ評価因子の分析の実施に当たっては，以下の複数の地形モデルを用いる※。
健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)
防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)
防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)
防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)

【津波伝播への影響】
○津波水位に最も影響を与える因子の変動に対する津波伝播への影響についても比較検討を実施する。

※敷地北側防潮堤の損傷が津波評価へ有意な影響がないことを確認したことから，敷地北側防潮堤の損傷は考慮しない。
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

パラメータスタディ評価因子 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は1.90～3.33mである。

東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向

最
大

水
位

上
昇

量
(
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)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

領
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：2.96m 水位の変動幅：3.25m 水位の変動幅：1.90m 水位の変動幅：2.71m 水位の変動幅：2.62m

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

▲泊発電所
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子の分析(1/56) 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

下
降

量
(
m

)

最
大

水
位

下
降

量
(
m

)

水位の変動幅：3.09m 水位の変動幅：3.33m 水位の変動幅：3.30m

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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STEP1-1
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STEP1-1
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パラメータスタディ評価因子 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は1.90～3.33mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(2/56) 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)



308308

防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

○水位の変動幅は3.15～5.40mであり，津波水位への
感度が大きい。

○アスペリティ位置が泊発電所に正対する位置で津波
水位は大きくなる傾向がある。

アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：4.74m 水位の変動幅：4.47m 水位の変動幅：5.40m 水位の変動幅：3.15m 水位の変動幅：3.18m

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1 最
大

水
位

上
昇

領
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

6 7
854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東
6 7

854
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1

西 東
6 7

854

32
1

西 東

パラメータスタディ評価因子 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(3/56) 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)



309309

放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：4.98m 水位の変動幅：4.55m 水位の変動幅：4.49m

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1 最
大

水
位

下
降

量
(
m

)

最
大

水
位

下
降

量
(
m

)

6 7
854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東

パラメータスタディ評価因子 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は3.15～5.40mであり，津波水位への
感度が大きい。

○アスペリティ位置が泊発電所に正対する位置で津波
水位は大きくなる傾向がある。

パラメータスタディ評価因子の分析(4/56) 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)



310310

防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：1.88m 水位の変動幅：2.37m 水位の変動幅：1.70m 水位の変動幅：1.25m 水位の変動幅：1.34m

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

▲泊発電所北へ20km

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所
北へ20km

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所北へ20km

a

b

c

d

e

f

g

h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

○水位の変動幅は1.04～2.37mである。

▲泊発電所

南へ20km

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所北へ20km

a

b

c

d

e

f

g

h
最

大
水

位
上

昇
領

(
m

)

最
大

水
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上
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量
(
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)
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6 7

854
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西 東

パラメータスタディ評価因子 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(5/56) 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)



311311

放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：1.48m 水位の変動幅：1.23m 水位の変動幅：1.04m

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

▲泊発電所

北へ10km

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

最
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下
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量
(
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)

最
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水
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下
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(
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854
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西 東

パラメータスタディ評価因子 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は1.04～2.37mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(6/56) 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)



312312

防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：2.73m 水位の変動幅：2.51m 水位の変動幅：2.68m 水位の変動幅：1.84m 水位の変動幅：1.91m

STEP1-1(f固定)
STEP2-1(f固定)

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

凡例

STEP1-1(f固定)
STEP2-1(f固定)

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(f固定)
STEP2-1(f固定)

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

凡例

STEP1-1(f固定)
STEP2-1(f固定)

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

凡例

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

○水位の変動幅は1.84～2.94mである。

最
大

水
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上
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領
(
m

)

最
大

水
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上
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量
(
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)
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パラメータスタディ評価因子 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(7/56) 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)



313313

放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：2.79m 水位の変動幅：2.94m 水位の変動幅：2.89m

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e
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h

最
大

水
位

下
降

量
(
m

)

最
大

水
位

下
降
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(
m

)
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西 東
6 7
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854
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パラメータスタディ評価因子 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は1.84～2.94mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(8/56) 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)



314314

防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側(上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

○水位の変動幅は0.55～1.65mである。

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：1.65m 水位の変動幅：1.57m 水位の変動幅：0.70m 水位の変動幅：0.55m 水位の変動幅：0.82m

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(c固定)
STEP2-1(c固定)
STEP2-2(c固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(c固定)
STEP2-1(c固定)
STEP2-2(c固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(c固定)
STEP2-1(c固定)
STEP2-2(c固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(c固定)
STEP2-1(c固定)
STEP2-2(c固定)

凡例

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所
北へ10km

a

b

c

d

e
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▲泊発電所

a
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▲泊発電所

a
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e

f
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h

▲泊発電所

a
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d

e

f

g

h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

北へ10km 北へ10km
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パラメータスタディ評価因子 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(9/56) 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)



315315

放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置

水位の変動幅：1.35m 水位の変動幅：1.54m 水位の変動幅：1.50m

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)
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パラメータスタディ評価因子 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は0.55～1.65mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(10/56) 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)



316316

防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

水位の変動幅：0.54m 水位の変動幅：0.03m 水位の変動幅：0.30m 水位の変動幅：0.18m 水位の変動幅：0.02m

波源位置 波源位置 波源位置 波源位置 波源位置

▲泊発電所

南へ20km

▲泊発電所
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h

▲泊発電所

南へ20km

▲泊発電所

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
最

大
水

位
上

昇
量

(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

▲泊発電所

南へ20km

○水位の変動幅は0.02～0.54mであり，津波水位への
感度は小さい。
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パラメータスタディ評価因子 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(11/56) 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)
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h

波源位置：基準波源位置：くの字10°



317317

放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

水位の変動幅：0.53m 水位の変動幅：0.51m 水位の変動幅：0.29m

波源位置 波源位置 波源位置

▲泊発電所
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は0.02～0.54mであり，津波水位への
感度は小さい。

パラメータスタディ評価因子の分析(12/56) 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)

波源位置：基準波源位置：基準波源位置：基準
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6 7
854

32
1

西 東

水位の変動幅：0.79m

防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)
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水位の変動幅：1.18m 水位の変動幅：0.60m 水位の変動幅：0.51m 水位の変動幅：0.53m
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

▲泊発電所

南へ20km

○水位の変動幅は0.24～1.18mであり，津波水位への
感度は小さい。
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パラメータスタディ評価因子 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(13/56) 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)

断層面上縁深さ：5km 断層面上縁深さ：5km 断層面上縁深さ：4km 断層面上縁深さ：5km断層面上縁深さ：5km

波源位置：くの字10° 波源位置：くの字10° 波源位置：基準波源位置：基準波源位置：基準
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)
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)

水位の変動幅：0.24m 水位の変動幅：0.85m 水位の変動幅：0.70m

断層面上縁深さ 断層面上縁深さ 断層面上縁深さ
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

最
大

水
位

下
降

量
(
m

)

最
大

水
位

下
降

量
(
m

)

6 7
854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東

6 7
854

32
1

西 東

パラメータスタディ評価因子 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は0.24～1.18mであり，津波水位への
感度は小さい。

パラメータスタディ評価因子の分析(14/56) 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)

断層面上縁深さ：0km 断層面上縁深さ：5km 断層面上縁深さ：5km

波源位置：基準波源位置：基準波源位置：基準



320320

防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

○水位の変動幅は1.91～4.03mである。

東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向
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水位の変動幅：3.78m 水位の変動幅：4.03m 水位の変動幅：1.91m 水位の変動幅：2.77m 水位の変動幅：2.90m
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(15/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向
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水位の変動幅：3.04m 水位の変動幅：3.67m 水位の変動幅：3.52m
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は1.91～4.03mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(16/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

○水位の変動幅は4.34～7.68mであり，津波水位への
感度が大きい。

○アスペリティ位置が泊発電所に正対する位置で津波
水位は大きくなる傾向がある。

アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置

最
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量
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)

最
大
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昇

量
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)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：6.24m 水位の変動幅：6.30m 水位の変動幅：5.38m 水位の変動幅：5.85m 水位の変動幅：4.86m
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例
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凡例
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STEP1-1

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h
最

大
水

位
上

昇
領

(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

6 7
854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東

パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(17/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：4.34m 水位の変動幅：7.68m 水位の変動幅：7.23m
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は4.34～7.68mであり，津波水位への
感度が大きい。

○アスペリティ位置が泊発電所に正対する位置で津波
水位は大きくなる傾向がある。

パラメータスタディ評価因子の分析(18/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置
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)
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)

水位の変動幅：3.38m 水位の変動幅：2.92m 水位の変動幅：1.43m 水位の変動幅：1.93m 水位の変動幅：2.83m

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例
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STEP1-2
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

○水位の変動幅は1.14～3.38mである。
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(19/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)



325325

放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置

最
大

水
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上
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量
(
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)

水位の変動幅：1.14m 水位の変動幅：1.99m 水位の変動幅：1.94m
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は1.14～3.38mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(20/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置

最
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量
(
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)
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位
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量
(
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)

最
大

水
位

上
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)

水位の変動幅：4.58m 水位の変動幅：3.77m 水位の変動幅：2.26m 水位の変動幅：3.44m 水位の変動幅：3.20m

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例
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STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

○水位の変動幅は2.26～4.89mである。
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(21/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：2.36m 水位の変動幅：4.89m 水位の変動幅：4.23m

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は2.26～4.89mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(22/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

○水位の変動幅は0.80～2.72mである。

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置
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水位の変動幅：1.89m 水位の変動幅：1.60m 水位の変動幅：0.80m 水位の変動幅：1.50m 水位の変動幅：1.31m

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(23/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置

水位の変動幅：0.97m 水位の変動幅：2.72m 水位の変動幅：2.59m

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
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STEP2-2(d固定)
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は0.80～2.72mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(24/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

水位の変動幅：0.39m 水位の変動幅：0.16m 水位の変動幅：0.23m 水位の変動幅：0.19m 水位の変動幅：0.11m

波源位置 波源位置 波源位置 波源位置 波源位置

▲泊発電所 ▲泊発電所

a

b

c

d

e
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g

h

▲泊発電所 ▲泊発電所

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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▲泊発電所

○水位の変動幅は0.11～0.63mであり，津波水位への
感度は小さい。
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(25/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)

南へ20km
南へ20km

南へ10km南へ20km
南へ10km

波源位置：基準 波源位置：くの字10° 波源位置：基準波源位置：基準波源位置：基準
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

水位の変動幅：0.63m 水位の変動幅：0.27m 水位の変動幅：0.18m

波源位置 波源位置 波源位置
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は0.11～0.63mであり，津波水位への
感度は小さい。

パラメータスタディ評価因子の分析(26/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)

波源位置：基準 波源位置：基準波源位置：基準
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)
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水位の変動幅：0.29m 水位の変動幅：0.57m 水位の変動幅：0.64m 水位の変動幅：0.45m 水位の変動幅：0.63m

断層面上縁深さ 断層面上縁深さ 断層面上縁深さ 断層面上縁深さ 断層面上縁深さ
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

▲泊発電所

南へ20km

○水位の変動幅は0.29～1.28mであり，津波水位への
感度は小さい。
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(27/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)

断層面上縁深さ：3km 断層面上縁深さ：5km 断層面上縁深さ：4km 断層面上縁深さ：5km断層面上縁深さ：0km

波源位置：基準 波源位置：くの字10° 波源位置：基準波源位置：基準波源位置：基準
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)
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水位の変動幅：0.31m 水位の変動幅：0.87m 水位の変動幅：1.28m
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は0.29～1.28mであり，津波水位への
感度は小さい。

パラメータスタディ評価因子の分析(28/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)

断層面上縁深さ：0km 断層面上縁深さ：5km 断層面上縁深さ：5km
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

○水位の変動幅は1.81～4.31mである。

東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向
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水位の変動幅：4.31m 水位の変動幅：4.25m 水位の変動幅：1.81m 水位の変動幅：2.14m 水位の変動幅：3.61m
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(29/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)
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▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は1.81～4.31mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(30/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

○水位の変動幅は3.64～6.46mであり，津波水位への
感度が大きい。

○アスペリティ位置が泊発電所に正対する位置で津波
水位は大きくなる傾向がある。

アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：6.24m 水位の変動幅：6.05m 水位の変動幅：5.39m 水位の変動幅：3.64m 水位の変動幅：4.67m

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所
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e

f

g

h

▲泊発電所
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c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

▲泊発電所
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(31/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：5.00m 水位の変動幅：6.28m 水位の変動幅：6.46m

▲泊発電所

a

b
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d
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▲泊発電所
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d

e

f

g
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▲泊発電所
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d

e

f

g

h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1 最
大

水
位

下
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量
(
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)

最
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水
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下
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は3.64～6.46mであり，津波水位への
感度が大きい。

○アスペリティ位置が泊発電所に正対する位置で津波
水位は大きくなる傾向がある。

パラメータスタディ評価因子の分析(32/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：2.93m 水位の変動幅：2.68m 水位の変動幅：1.67m 水位の変動幅：1.47m 水位の変動幅：2.62m

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

▲泊発電所
北へ30km
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▲泊発電所

南へ20km
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h

▲泊発電所

南へ20km

a
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e
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h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

○水位の変動幅は1.47～2.93mである。

▲泊発電所

南へ20km
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▲泊発電所
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領
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(33/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：1.47m 水位の変動幅：1.78m 水位の変動幅：1.87m

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

▲泊発電所
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は1.47～2.93mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(34/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：3.93m 水位の変動幅：3.26m 水位の変動幅：2.67m 水位の変動幅：1.49m 水位の変動幅：2.82m

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(f固定)
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STEP2-1(e固定)

凡例
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

○水位の変動幅は1.49～3.93mである。
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(35/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：2.77m 水位の変動幅：3.56m 水位の変動幅：3.54m

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

▲泊発電所
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は1.49～3.93mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(36/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

○水位の変動幅は0.56～2.74mである。

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
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)

最
大

水
位

上
昇

量
(
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)

最
大

水
位

上
昇

量
(
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)

水位の変動幅：0.56m 水位の変動幅：2.74m 水位の変動幅：2.20m 水位の変動幅：2.39m 水位の変動幅：1.09m

STEP1-1(f固定)
STEP2-1(f固定)
STEP2-2(f固定)

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

凡例

STEP1-1(f固定)
STEP2-1(f固定)
STEP2-2(f固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(f固定)
STEP2-1(f固定)
STEP2-2(f固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(f固定)
STEP2-1(f固定)
STEP2-2(f固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(f固定)
STEP2-1(f固定)
STEP2-2(f固定)

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

凡例

▲泊発電所
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▲泊発電所
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

北へ10km

南へ10km南へ20km

北へ20km

最
大

水
位

上
昇

領
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

6 7
854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東

パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(37/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置

水位の変動幅：1.37m 水位の変動幅：1.83m 水位の変動幅：1.98m

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)
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STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は0.56～2.74mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(38/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

水位の変動幅：0.35m 水位の変動幅：0.16m 水位の変動幅：0.31m 水位の変動幅：0.16m 水位の変動幅：0.16m

波源位置 波源位置 波源位置 波源位置 波源位置
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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▲泊発電所

南へ20km

○水位の変動幅は0.16～0.53mであり，津波水位への
感度は小さい。

a

b

c

d

e

f

g

h

南へ20km

南へ20km

くの字モデル くの字モデル

a

b

c

d

e

f

g

h

a

b

c

d

e

f

g

h

南へ20km

▲泊発電所

南へ20km

▲泊発電所

最
大

水
位

上
昇

領
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

6 7
854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東
6 7

854

32
1

西 東

パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(39/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)

波源位置：基準 波源位置：くの字10° 波源位置：基準波源位置：基準波源位置：くの字10°
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

水位の変動幅：0.51m 水位の変動幅：0.53m 水位の変動幅：0.43m

波源位置 波源位置 波源位置

▲泊発電所

北へ10km

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は0.16～0.53mであり，津波水位への
感度は小さい。

パラメータスタディ評価因子の分析(40/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)

波源位置：基準 波源位置：基準波源位置：基準
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)
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水位の変動幅：0.49m 水位の変動幅：0.78m 水位の変動幅：0.61m 水位の変動幅：0.75m 水位の変動幅：0.79m

断層面上縁深さ 断層面上縁深さ 断層面上縁深さ 断層面上縁深さ 断層面上縁深さ
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

▲泊発電所

南へ20km

○水位の変動幅は0.23～0.88mであり，津波水位への
感度は小さい。
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(41/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)

断層面上縁深さ：5km 断層面上縁深さ：5km 断層面上縁深さ：4km 断層面上縁深さ：5km断層面上縁深さ：5km

波源位置：くの字10° 波源位置：くの字10° 波源位置：基準波源位置：基準波源位置：くの字10°
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)
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▲泊発電所

北へ10km

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は0.23～0.88mであり，津波水位への
感度は小さい。

パラメータスタディ評価因子の分析(42/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)

断層面上縁深さ：0km 断層面上縁深さ：5km 断層面上縁深さ：5km

波源位置：基準 波源位置：基準波源位置：基準
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

○水位の変動幅は1.24～3.60mである。

東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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水位の変動幅：2.44m 水位の変動幅：2.59m 水位の変動幅：2.03m 水位の変動幅：1.24m 水位の変動幅：1.86m
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(43/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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水位の変動幅：3.22m 水位の変動幅：3.34m 水位の変動幅：3.60m

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1 最
大

水
位

下
降

量
(
m

)

最
大

水
位

下
降

量
(
m

)
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は1.24～3.60mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(44/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)



350350

防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

○水位の変動幅は3.51～7.40mであり，津波水位への
感度が大きい。

○アスペリティ位置が泊発電所に正対する位置で津波
水位は大きくなる傾向がある。

アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所 ▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所 ▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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最
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位
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(
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)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：5.00m 水位の変動幅：5.59m 水位の変動幅：5.68m 水位の変動幅：3.51m 水位の変動幅：3.75m

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1 最
大

水
位

上
昇
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水
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(45/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)



351351

放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ位置 アスペリティ位置 アスペリティ位置

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

a

b

c

d

e

f

g

h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
最

大
水

位
上

昇
量

(
m

)

水位の変動幅：4.52m 水位の変動幅：7.27m 水位の変動幅：7.40m

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1

凡例

STEP1-1 最
大

水
位

下
降

量
(
m

)

最
大

水
位

下
降

量
(
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)
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は3.51～7.40mであり，津波水位への
感度が大きい。

○アスペリティ位置が泊発電所に正対する位置で津波
水位は大きくなる傾向がある。

パラメータスタディ評価因子の分析(46/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)



352352

防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置

▲泊発電所

南へ20km
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b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

南へ20km

a

b

c

d

e

f

g

h

▲泊発電所

南へ10km

a

b
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d

e

f
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h

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

○水位の変動幅は0.66～3.39mである。

▲泊発電所
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位
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)

水位の変動幅：3.39m 水位の変動幅：2.94m 水位の変動幅：1.42m 水位の変動幅：0.66m 水位の変動幅：2.10m

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(47/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)



353353

放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置

▲泊発電所

北へ10km
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▲泊発電所
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

北へ10km

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：1.23m 水位の変動幅：1.91m 水位の変動幅：2.16m

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例

STEP1-1
STEP1-2

凡例
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は0.66～3.39mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(48/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)



354354

防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇
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(
m

)

水位の変動幅：3.35m 水位の変動幅：2.91m 水位の変動幅：2.78m 水位の変動幅：1.57m 水位の変動幅：2.08m

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(f固定)
STEP2-1(f固定)

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

凡例
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

○水位の変動幅は1.57～4.39mである。
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(49/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)



355355

放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置 アスペリティ数及び位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：2.54m 水位の変動幅：3.74m 水位の変動幅：4.39m

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)

凡例

▲泊発電所
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は1.57～4.39mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(50/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)



356356

防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

○水位の変動幅は1.09～2.68mである。

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

最
大

水
位

上
昇

量
(
m

)

水位の変動幅：2.24m 水位の変動幅：2.68m 水位の変動幅：1.09m 水位の変動幅：1.22m 水位の変動幅：1.33m

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(c固定)
STEP2-1(c固定)
STEP2-2(c固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(51/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置 アスペリティ詳細位置

水位の変動幅：1.16m 水位の変動幅：1.96m 水位の変動幅：2.57m

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)

凡例

STEP1-1(e固定)
STEP2-1(e固定)
STEP2-2(e固定)

STEP1-1(d固定)
STEP2-1(d固定)
STEP2-2(d固定)
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は1.09～2.68mである。

パラメータスタディ評価因子の分析(52/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)

水位の変動幅：0.63m 水位の変動幅：1.58m 水位の変動幅：0.23m 水位の変動幅：1.20m 水位の変動幅：0.21m

波源位置 波源位置 波源位置 波源位置 波源位置

▲泊発電所

南へ20km

▲泊発電所
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南へ20km

▲泊発電所

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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▲泊発電所

南へ20km

○水位の変動幅は0.11～1.58mであり，津波水位への
感度は小さい。
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(53/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)

波源位置：基準 波源位置：くの字10° 波源位置：くの字10°波源位置：基準波源位置：基準
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)

水位の変動幅：0.70m 水位の変動幅：0.11m 水位の変動幅：0.22m

波源位置 波源位置 波源位置
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は0.11～1.58mであり，津波水位への
感度は小さい。

パラメータスタディ評価因子の分析(54/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)

波源位置：基準 波源位置：基準波源位置：基準
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防潮堤前面 (上昇側) 敷地北側A (上昇側) 敷地北側B (上昇側) ３号炉取水口 (上昇側) １，２号炉取水口 (上昇側)
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水位の変動幅：0.23m 水位の変動幅：0.36m 水位の変動幅：0.69m 水位の変動幅：0.73m 水位の変動幅：0.37m
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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○水位の変動幅は0.23～1.22mであり，津波水位への
感度は小さい。
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

パラメータスタディ評価因子の分析(55/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)

断層面上縁深さ：2km 断層面上縁深さ：1km 断層面上縁深さ：4km 断層面上縁深さ：3km断層面上縁深さ：3km

波源位置：基準 波源位置：くの字10° 波源位置：くの字10°波源位置：基準波源位置：基準
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放水口 (上昇側) ３号炉取水口 (下降側) １，２号炉取水口 (下降側)
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)
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２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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パラメータスタディ評価因子 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 8通り(西傾斜，東傾斜) ※東西幅50km，傾斜角30°，60°

アスペリティ位置 隣接するアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP1-2 アスペリティ詳細位置 隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 隣接しないアスペリティ位置(40kmピッチ)

STEP2-2 アスペリティ詳細位置 隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)

STEP3 波源位置 走向：2通り(基準，くの字10°)

STEP4 断層面上縁深さ 0km，1km(基準)，2km，3km，4km，5km

○水位の変動幅は0.23～1.22mであり，津波水位への
感度は小さい。

パラメータスタディ評価因子の分析(56/56) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)

断層面上縁深さ：0km 断層面上縁深さ：5km 断層面上縁深さ：5km

波源位置：基準 波源位置：基準波源位置：基準
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○パラメータスタディ評価因子が，津波水位に与える影響について，分析した結果は以下のとおりである。
 概略パラメータスタディ評価因子である「アスペリティ位置」は，水位の変動幅が最も大きく，津波水位に与える影響が最も大きい。
 詳細パラメータスタディ評価因子である「波源位置」，「断層面上縁深さ」は，概略パラメータスタディ評価因子と比べて水位の変動幅が

小さく，津波水位に与える影響は小さい。
○概略パラメータスタディは津波水位に対して支配的因子で行われていること，詳細パラメータスタディは従属的因子で行われていることを確

認した。

パラメータスタディ評価因子
水位の変動幅(m)

敷地前面
(上昇側)

敷地北側A
(上昇側)

敷地北側B
(上昇側)

３号炉取水口
(上昇側)

１，２号炉取水口
(上昇側)

放水口
(上昇側)

３号炉取水口
(下降側)

１，２号炉取水口
(下降側)

概略
パラメータ
スタディ

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 2.96 3.25 1.90 2.71 2.62 3.09 3.33 3.30

アスペリティ位置 4.74 4.47 5.40 3.15 3.18 4.98 4.55 4.49

STEP1-2 アスペリティ詳細位置※1 1.88 2.37 1.70 1.25 1.34 1.48 1.23 1.04

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 2.73 2.51 2.68 1.84 1.91 2.79 2.94 2.89

STEP2-2 アスペリティ詳細位置※2 1.65 1.57 0.70 0.55 0.82 1.35 1.54 1.50

詳細
パラメータ
スタディ

STEP3 波源位置 0.54 0.03 0.30 0.18 0.02 0.53 0.51 0.29

STEP4 断層面上縁深さ 0.79 1.18 0.60 0.51 0.53 0.24 0.85 0.70

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

パラメータスタディ評価因子
水位の変動幅(m)

敷地前面
(上昇側)

敷地北側A
(上昇側)

敷地北側B
(上昇側)

３号炉取水口
(上昇側)

１，２号炉取水口
(上昇側)

放水口
(上昇側)

３号炉取水口
(下降側)

１，２号炉取水口
(下降側)

概略
パラメータ
スタディ

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 3.78 4.03 1.91 2.77 2.90 3.04 3.67 3.52

アスペリティ位置 6.24 6.30 5.38 5.85 4.86 4.34 7.68 7.23

STEP1-2 アスペリティ詳細位置※1 3.38 2.92 1.43 1.93 2.83 1.14 1.99 1.94

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 4.58 3.77 2.26 3.44 3.20 2.36 4.89 4.23

STEP2-2 アスペリティ詳細位置※2 1.89 1.60 0.80 1.50 1.31 0.97 2.72 2.59

詳細
パラメータ
スタディ

STEP3 波源位置 0.39 0.16 0.23 0.19 0.11 0.63 0.27 0.18

STEP4 断層面上縁深さ 0.29 0.57 0.64 0.45 0.63 0.31 0.87 1.28

水位の変動幅一覧 (健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり))

水位の変動幅一覧 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし))

まとめ(パラメータスタディ評価因子の分析)(1/2)

※1：隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)
※2：隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)
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○パラメータスタディ評価因子が，津波水位に与える影響について，分析した結果は以下のとおりである。
 概略パラメータスタディ評価因子である「アスペリティ位置」は，水位の変動幅が最も大きく，津波水位に与える影響が最も大きい。
 詳細パラメータスタディ評価因子である「波源位置」，「断層面上縁深さ」は，概略パラメータスタディ評価因子と比べて水位の変動幅が

小さく，津波水位に与える影響は小さい。
○概略パラメータスタディは津波水位に対して支配的因子で行われていること，詳細パラメータスタディは従属的因子で行われていることを確

認した。

パラメータスタディ評価因子
水位の変動幅(m)

敷地前面
(上昇側)

敷地北側A
(上昇側)

敷地北側B
(上昇側)

３号炉取水口
(上昇側)

１，２号炉取水口
(上昇側)

放水口
(上昇側)

３号炉取水口
(下降側)

１，２号炉取水口
(下降側)

概略
パラメータ
スタディ

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 4.31 4.25 1.81 2.14 3.61 3.02 3.25 3.35

アスペリティ位置 6.24 6.05 5.39 3.64 4.67 5.00 6.28 6.46

STEP1-2 アスペリティ詳細位置※1 2.93 2.68 1.67 1.47 2.62 1.47 1.78 1.87

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 3.93 3.26 2.67 1.49 2.82 2.77 3.56 3.54

STEP2-2 アスペリティ詳細位置※2 0.56 2.74 2.20 2.39 1.09 1.37 1.83 1.98

詳細
パラメータ
スタディ

STEP3 波源位置 0.35 0.16 0.31 0.16 0.16 0.51 0.53 0.43

STEP4 断層面上縁深さ 0.49 0.78 0.61 0.75 0.79 0.23 0.88 0.85

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

パラメータスタディ評価因子
水位の変動幅(m)

敷地前面
(上昇側)

敷地北側A
(上昇側)

敷地北側B
(上昇側)

３号炉取水口
(上昇側)

１，２号炉取水口
(上昇側)

放水口
(上昇側)

３号炉取水口
(下降側)

１，２号炉取水口
(下降側)

概略
パラメータ
スタディ

STEP1-1
東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向 2.44 2.59 2.03 1.24 1.86 3.22 3.34 3.60

アスペリティ位置 5.00 5.59 5.68 3.51 3.75 4.52 7.27 7.40

STEP1-2 アスペリティ詳細位置※1 3.39 2.94 1.42 0.66 2.10 1.23 1.91 2.16

STEP2-1 アスペリティ数及び位置 3.35 2.91 2.78 1.57 2.08 2.54 3.74 4.39

STEP2-2 アスペリティ詳細位置※2 2.24 2.68 1.09 1.22 1.33 1.16 1.96 2.57

詳細
パラメータ
スタディ

STEP3 波源位置 0.63 1.58 0.23 1.20 0.21 0.70 0.11 0.22

STEP4 断層面上縁深さ 0.23 0.36 0.69 0.73 0.37 0.27 1.03 1.22

水位の変動幅一覧 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし))

水位の変動幅一覧 (防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり))

まとめ(パラメータスタディ評価因子の分析)(2/2)

※1：隣接するアスペリティ位置(10kmピッチ)
※2：隣接しないアスペリティ位置(10kmピッチ)
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検討方針(津波伝播への影響)

○津波水位に与える影響が最も大きい評価因子はアスペリティ位置であることから，STEP1-1のうち以下ケースの津波の
伝播状況について確認する。
アスペリティ位置：ab (基本ケースからアスペリティ位置を北側に変化させたケース)
アスペリティ位置：de (基本ケース：アスペリティ位置を泊発電所に正対する位置に配置したケース)
アスペリティ位置：gh (基本ケースからアスペリティ位置を南側に変化させたケース)

○参考として，アスペリティ詳細位置を変化させたSTEP1-2のうち，以下のケースの津波の伝播状況について確認する。
アスペリティ位置：de (基本ケースからアスペリティ詳細位置を北側に変化させたケース)
アスペリティ位置：de南へ20km (基本ケース：アスペリティ詳細位置を泊発電所に正対する位置に配置したケース)
アスペリティ位置：ef (基本ケースからアスペリティ詳細位置を南側に変化させたケース)

※地形モデル及びアスペリティ位置以外の断層パラメータは共通とする(地形モデル：健全地形，断層パターン：6，波源位置：基準，断層面上縁深さ：1km)

アスペリティ位置：ab アスペリティ位置：de南へ20km アスペリティ位置：efアスペリティ位置：de アスペリティ位置：gh

アスペリティ位置を変化させた比較

アスペリティ詳細位置を変化させた比較

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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津波伝播への影響(アスペリティ位置を変化させた比較)

アスペリティ
位置：ab

アスペリティ
位置：de

アスペリティ
位置：gh

○アスペリティ位置を泊発電所に正対する位置(de)に配置したケースは，他のケースに比べて，泊発電所に伝播する津
波水位が卓越する。

地震発生直後 6分後 12分後 18分後

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

水位変動量

▲泊発電所▲泊発電所

24分後

▲泊発電所▲泊発電所

▲泊発電所▲泊発電所
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津波伝播への影響(アスペリティ詳細位置を変化させた比較)

○アスペリティ位置を詳細に移動させた(20kmピッチ)ケースの比較では，水位の変動幅が小さいため，明瞭な伝播状況
の違いは確認できない。

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析

水位変動量

アスペリティ
位置：de

アスペリティ
位置：de

南へ20km

アスペリティ
位置：ef

地震発生直後 6分後 12分後 18分後

▲泊発電所▲泊発電所

24分後

▲泊発電所▲泊発電所

▲泊発電所▲泊発電所
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まとめ(津波伝播への影響)

○津波水位に最も影響を与える因子であるアスペリティ位置の変動に対する津波伝播への影
響について確認した結果，アスペリティ位置を泊発電所に正対する位置に配置することで泊
発電所に伝播する津波が卓越することを確認した。

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
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２．６．２ 貯留堰を下回る時間の確認

１． コメント回答方針
１．１ 指摘事項
１．２ 指摘事項に関する回答方針

２．日本海東縁部に想定される地震に伴う津波
２．１ 日本海東縁部の特性整理

２．１．１ 文献レビュー
２．１．２ 当社の調査結果
２．１．３ 想定される日本海東縁部の範囲

２．２ 想定波源域の設定
２．２．１ 想定波源域(南北方向)の設定
２．２．２ 想定波源域(東西方向)の設定
２．２．３ 想定波源域(深度方向)の設定

２．３ 基準波源モデルの設定
２．４ パラメータスタディ

２．４．１ パラメータスタディの検討方針
２．４．２ 計算条件
２．４．３ 健全地形モデルの解析結果
２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果

２．５ 「評価用の想定津波」の設定
２．６ 補足説明

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
２．６．２ 貯留堰を下回る時間の確認
２．６．３ 断層パターン5東端の検討
２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認
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検討方針

○水位下降側の評価については，原子炉補機冷却海水ポンプの取水性に最も影響がある波源の選定を目的として，最
大水位下降量に着目したパラメータスタディを実施している。

○水位下降側の評価においては，津波防護施設として貯留堰を設置していることから，貯留堰を下回る時間についても
確認する。

【確認対象ケース】
○最大水位上昇量・下降量に着目したパラメータスタディの実施ケースを対象として，貯留堰を下回る時間を確認する。
○貯留堰を下回る時間の確認の実施に当たっては，以下の複数の地形モデルを用いる※。
健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)
防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)
防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)
防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)

２．６．２ 貯留堰を下回る時間の確認

○上記の確認結果を踏まえ，貯留堰を下回る時間に着目したパラメータスタデイの必要性について検討する。

※敷地北側防潮堤の損傷が津波評価へ有意な影響がないことを確認したことから，敷地北側防潮堤の損傷は考慮しない。
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貯留堰を下回る時間 保守性を考慮した時間

算出結果：194秒 算出結果：555秒

貯留堰を下回る時間ほかの算出方法

○貯留堰を下回る時間に加え，保守性を考慮した時間を以下のとおり算出する。
貯留堰を下回る時間
保守性を考慮した時間

【算出例】

２．６．２ 貯留堰を下回る時間の確認

貯留堰天端高さ：T.P.-4.0m 貯留堰天端高さ：T.P.-4.0m

①194秒

②179秒

①194秒

②179秒

拡大

555秒

短周期の水位上昇

拡大

555秒

短周期の水位上昇

短周期の水位上昇を無視した複数波形の時間

３号炉貯留堰天端高さ：T.P.-4.00m３号炉貯留堰天端高さ：T.P.-4.00m

：貯留堰を下回る波形のうち，下回る時間が最長となる1波形の時間
：貯留堰を下回る時間に保守性を考慮し，短周期の水位上昇を無視した複数波形の時間

３号炉貯留堰前面３号炉貯留堰前面
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時刻歴波形の抽出地点

○貯留堰を下回る時間及び保守性を考慮した時間の算出に用いる時刻歴波形は，３号炉貯留堰前面と１，２号炉貯留
堰前面の代表点から抽出する。

○なお， １，２号炉貯留堰の天端高さはT.P.-3.00m，３号炉貯留堰の天端高さはT.P.-4.00mであるが，数値シミュレー
ションにおいてモデル化していない。

波形抽出地点：１，２号炉貯留堰前面

波形抽出地点：３号炉貯留堰前面

１，２号炉貯留堰※

３号炉貯留堰※

※数値シミュレーションにおいてモデル化していない。

２．６．２ 貯留堰を下回る時間の確認
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２．６．２ 貯留堰を下回る時間の確認

○最大水位上昇量・下降量に着目したパラメータスタディの実施ケースを対象として，貯留堰を下回る時間を確認した結果，３号炉取水口(下
降側)水位変動量最大ケース，貯留堰を下回る時間最大ケース及び保守性を考慮した時間最大ケースは下表のとおりである。

※数値シミュレーション結果一覧は補足資料を参照。
○貯留堰を下回る時間及び保守性を考慮した時間は，貯留堰の容量(取水可能時間)と比較して，十分に小さい。
 貯留堰を下回る時間 ：471秒 ＜ 取水可能時間：7,680秒(128分)
 保守性を考慮した時間：704秒 ＜ 取水可能時間：7,680秒(128分)

数値シミュレーション結果(３号炉)(1/2)

数値シミュレーション結果 (３号炉)

区分

計算値

地形モデル 断層パラメータの概要
貯留堰の容量

(取水可能時間)
３号炉取水口

(下降側)
水位変動量※1

貯留堰を
下回る時間※2

保守性を
考慮した時間※2

３号炉取水口(下降側)
水位変動量最大ケース※3

-11.07m 224s 637s
防波堤の損傷を考慮した地形モデル③

(北防波堤なし-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

7,680s貯留堰を下回る時間最大ケース -5.68m 471s 471s 健全地形モデル

・アスペリティ位置：cf

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

保守性を考慮した時間最大ケース -10.20m 253s 704s
防波堤の損傷を考慮した地形モデル②

(北防波堤あり-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

○上記の取水可能時間に，今後評価する取水路内の砂の堆積を考慮しても，十分な裕度を確保できる見込みである。

※1：３号炉取水口地点の計算値
※2：３号炉貯留堰前面地点の計算値
※3：損傷地形モデルにおける「評価用の想定津波」
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対象ケース 最大水位下降量分布図 水位時刻歴波形

３号炉取水口(下降側)
水位変動量最大ケース※

・地形モデル：防波堤の損傷を考慮した

地形モデル①

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

※損傷地形モデルにおける「評価用の想定津波」

貯留堰を下回る時間最大ケース

・地形モデル：健全地形モデル

・アスペリティ位置：cf

・断層パターン：6

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

保守性を考慮した時間最大ケース

・地形モデル：防波堤の損傷を考慮した

地形モデル②

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

数値シミュレーション結果(３号炉)(2/2)

３号炉貯留堰天端高さ：T.P.-4.00m

３号炉貯留堰天端高さ：T.P.-4.00m

２．６．２ 貯留堰を下回る時間の確認

３号炉貯留堰前面

３号炉貯留堰前面

３号炉貯留堰天端高さ：T.P.-4.00m

３号炉貯留堰前面

①

②

③

④

貯留堰を下回る時間(②)
保守性を考慮した時間(①～④)

：224s
：637s

①～④

①

貯留堰を下回る時間(①)
保守性を考慮した時間(①)

：471s
：471s

①

①

② ③

④

貯留堰を下回る時間(②)
保守性を考慮した時間(①～④)

：253s
：704s

①～④
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２．６．２ 貯留堰を下回る時間の確認

○最大水位上昇量・下降量に着目したパラメータスタディの実施ケースを対象として，貯留堰を下回る時間を確認した結果，１，２号炉取水口
(下降側)水位変動量最大ケース，貯留堰を下回る時間最大ケース及び保守性を考慮した時間最大ケースは下表のとおりである。

※数値シミュレーション結果一覧は補足資料を参照。
○貯留堰を下回る時間及び保守性を考慮した時間は，貯留堰の容量(取水可能時間)と比較して，十分に小さい。
 貯留堰を下回る時間 ：579秒 ＜ 取水可能時間：2,220秒(37分)
 保守性を考慮した時間：810秒 ＜ 取水可能時間：2,220秒(37分)

数値シミュレーション結果(１，２号炉)(1/2)

数値シミュレーション結果 (１，２号炉)

区分

計算値

地形モデル 断層パラメータの概要
貯留堰の容量

(取水可能時間)
１，２号炉取水口

(下降側)
水位変動量※1

貯留堰を
下回る時間※2

保守性を
考慮した時間※2

１，２号炉取水口(下降側)
水位変動量最大ケース※3

-11.36m 252s 810s
防波堤の損傷を考慮した地形モデル③

(北防波堤なし-南防波堤あり)

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

2,220s貯留堰を下回る時間最大ケース -4.59m 579s 614s 健全地形モデル

・アスペリティ位置：cf

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

保守性を考慮した時間最大ケース -11.36m 252s 810s
１，２号炉取水口(下降側)

水位変動量最大ケースと同じ

○上記の取水可能時間に，今後評価する取水路内の砂の堆積を考慮しても，十分な裕度を確保できる見込みである。

※1：１，２号炉取水口地点の計算値
※2：１，２号炉貯留堰前面地点の計算値
※3：損傷地形モデルにおける「評価用の想定津波」



377377

対象ケース 最大水位下降量分布図 水位時刻歴波形

１，２号炉取水口(下降側)
水位変動量最大ケース※

・地形モデル：防波堤の損傷を考慮した

地形モデル③

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

※損傷地形モデルにおける「評価用の想定津波」

貯留堰を下回る時間最大ケース

・地形モデル：健全地形モデル

・アスペリティ位置：cf

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

保守性を考慮した時間最大ケース

・地形モデル：防波堤の損傷を考慮した

地形モデル③

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：5km

１，２号炉取水口(下降側)
水位変動量最大ケースと同じ

数値シミュレーション結果(１，２号炉)(2/2)

２．６．２ 貯留堰を下回る時間の確認

１，２号炉貯留堰天端高さ：T.P.-3.00m

１，２号炉貯留堰天端高さ：T.P.-3.00m

１，２号炉貯留堰前面

１，２号炉貯留堰前面

①

②
③

④

貯留堰を下回る時間(②)
保守性を考慮した時間(①～④)

：252s
：810s

①～④

貯留堰を下回る時間(②)
保守性を考慮した時間(①～②)

：579s
：614s

①

②

①～②
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２．６．２ 貯留堰を下回る時間の確認

まとめ

○水位下降側の評価においては，津波防護施設として貯留堰を設置していることから，貯留堰を下回る時間についても
確認した。

○貯留堰を下回る時間に加え，保守性を考慮した時間を算出し，貯留堰の容量(取水可能時間)と比較して，十分に小さ
いことを確認した。

○貯留堰を下回る時間に着目したパラメータスタディを実施した場合においても，十分な貯水容量を確保できる見込みで
あることから，最大水位下降量に着目したパラメータスタディを実施することで，原子炉補機冷却海水ポンプの取水性
に最も影響がある波源を選定できると考えている。
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２．６．３ 断層パターン5東端の検討

１． コメント回答方針
１．１ 指摘事項
１．２ 指摘事項に関する回答方針

２．日本海東縁部に想定される地震に伴う津波
２．１ 日本海東縁部の特性整理

２．１．１ 文献レビュー
２．１．２ 当社の調査結果
２．１．３ 想定される日本海東縁部の範囲

２．２ 想定波源域の設定
２．２．１ 想定波源域(南北方向)の設定
２．２．２ 想定波源域(東西方向)の設定
２．２．３ 想定波源域(深度方向)の設定

２．３ 基準波源モデルの設定
２．４ パラメータスタディ

２．４．１ パラメータスタディの検討方針
２．４．２ 計算条件
２．４．３ 健全地形モデルの解析結果
２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果

２．５ 「評価用の想定津波」の設定
２．６ 補足説明

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
２．６．２ 貯留堰を下回る時間の確認
２．６．３ 断層パターン5東端の検討
２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認
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○断層パターン1～8と断層パターン5東端※の数値シミュレーションを実施し，断層パターン1～8の方が泊
発電所に対して保守的な津波評価となることを確認する。

※断層パターン5東端：断層パターン5の断層下端を想定波源域の東端まで移動させたケース

○STEP1-1最大ケースとなるアスペリティ条件(de，ef)を対象に確認を行う。

○断層パターン5東端の検討の実施に当たっては，以下の複数の地形モデルを用いる※。
健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)
防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)
防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)
防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)

断層パターン5東端の検討(1/14) 検討方針

土木学会(2016)に基づく断層パターン

6 7
8

54

32
1

西 東

鉛直面内の断層形状
東西幅50km

数字は
パターン№

地震発生層厚さ
20km

海底面

【東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向】

5東端

想定波源域の東端

２．６．３ 断層パターン5東端の検討

※敷地北側防潮堤の損傷が津波評価へ有意な影響がないことを確認したことから，敷地北側防潮堤の損傷は考慮しない。
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対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

基準波源モデル

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

de

1 6.54m 5.90m 8.09m 4.72m 4.57m 5.13m -4.85m -4.68m

2 7.52m 7.72m 9.00m 6.73m 6.75m 7.28m -6.54m -6.49m

3 6.34m 7.11m 7.61m 5.79m 5.77m 5.84m -6.93m -7.07m

4 6.29m 6.06m 7.29m 4.88m 4.75m 4.99m -5.56m -5.38m

5 5.90m 5.88m 8.25m 4.82m 4.60m 5.44m -5.67m -5.75m

6 8.21m 8.46m 9.19m 6.92m 6.96m 8.08m -7.63m -7.49m

7 7.25m 7.54m 8.05m 5.73m 5.64m 6.83m -8.18m -7.98m

8 6.22m 6.29m 7.58m 4.99m 4.95m 5.57m -6.01m -5.91m

5東端 6.04m 6.19m 8.78m 4.82m 4.64m 5.71m -6.12m -6.19m 

ef

1 6.33m 5.54m 7.77m 4.29m 4.43m 5.02m -4.34m -4.12m 

2 7.11m 7.46m 8.44m 6.47m 6.39m 5.98m -6.55m -6.49m 

3 6.91m 6.90m 8.07m 5.64m 5.49m 5.51m -6.26m -6.26m 

4 5.70m 5.75m 6.87m 4.64m 4.62m 4.53m -4.82m -4.88m 

5 6.71m 5.76m 8.08m 4.70m 4.51m 5.32m -4.81m -4.58m 

6 8.52m 8.79m 8.72m 7.00m 7.05m 6.44m -7.07m -7.09m 

7 8.66m 7.12m 7.77m 6.10m 5.87m 5.49m -7.06m -7.12m 

8 6.13m 6.08m 6.86m 5.27m 5.18m 4.80m -5.13m -4.94m 

5東端 6.91m 5.97m 8.44m 5.17m 5.00m 5.49m -5.23m -4.97m 

２．６．３ 断層パターン5東端の検討

断層パターン5東端の検討(2/14) 健全地形モデル

土木学会(2016)に基づく断層パターン

6 7
8

54

32
1

西 東

鉛直面内の断層形状
東西幅50km

数字は
パターン№

地震発生層厚さ
20km

海底面

【東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向】

5東端

○断層パターン1～8及び断層パターン5東端の検討結果は下表のとおりである。
○断層パターン5東端は，最大ケースとならない。
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防潮堤前面(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(上昇側)最大ケース １，２号炉取水口(上昇側)最大ケース

断層パターン1～8

最大ケース

断層パターン5東端

最大ケース

２．６．３ 断層パターン5東端の検討

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布

断層パターン5東端の検討(3/14) 健全地形モデル
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放水口(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(下降側)最大ケース １，２号炉取水口(下降側)最大ケース

断層パターン1～8

最大ケース

断層パターン5東端

最大ケース

２．６．３ 断層パターン5東端の検討

断層パターン5東端の検討(4/14) 健全地形モデル

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布
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余白
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対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

基準波源モデル

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

de

1 8.96m 5.85m 7.58m 8.98m 6.98m 4.58m -7.30m -7.46m 

2 8.44m 8.86m 8.79m 6.90m 7.26m 6.93m -7.68m -7.70m 

3 6.14m 7.09m 7.60m 6.21m 5.54m 5.76m -8.97m -8.55m 

4 7.24m 6.06m 7.42m 7.23m 6.07m 4.88m -6.82m -6.45m 

5 8.33m 6.39m 7.93m 8.54m 6.33m 4.89m -8.18m -8.24m 

6 9.92m 9.88m 9.09m 7.49m 8.44m 7.62m -9.03m -9.05m 

7 7.58m 7.53m 8.11m 6.88m 6.43m 6.39m -10.49m -9.97m 

8 7.63m 6.21m 7.18m 7.61m 6.60m 5.22m -7.80m -7.64m 

5東端 8.27m 6.58m 8.40m 8.49m 6.03m 5.09m -8.65m -8.74m 

ef

1 7.26m 5.68m 7.45m 7.38m 5.29m 4.48m -6.31m -6.48m 

2 7.26m 7.78m 8.13m 6.71m 6.66m 5.85m -6.89m -6.54m 

3 7.26m 6.64m 7.68m 5.84m 5.05m 5.39m -7.17m -7.42m 

4 7.10m 5.75m 7.07m 7.05m 5.82m 4.31m -4.76m -5.19m 

5 6.91m 6.25m 7.74m 6.42m 5.63m 4.79m -6.89m -7.16m 

6 9.47m 9.52m 8.59m 7.38m 8.19m 6.13m -7.50m -7.29m 

7 9.15m 7.10m 7.53m 6.74m 5.60m 5.98m -8.41m -8.69m 

8 7.57m 6.08m 6.89m 7.57m 6.54m 4.74m -5.64m -6.24m 

5東端 6.79m 6.33m 8.06m 6.76m 5.76m 4.90m -7.22m -7.51m 

土木学会(2016)に基づく断層パターン
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1

西 東

鉛直面内の断層形状
東西幅50km

数字は
パターン№

地震発生層厚さ
20km

海底面

【東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向】

5東端

２．６．３ 断層パターン5東端の検討

断層パターン5東端の検討(5/14) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①

○断層パターン1～8及び断層パターン5東端の検討結果は下表のとおりである。
○断層パターン5東端は，最大ケースとならない。



386386

防潮堤前面(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(上昇側)最大ケース １，２号炉取水口(上昇側)最大ケース

断層パターン1～8

最大ケース

断層パターン5東端

最大ケース

２．６．３ 断層パターン5東端の検討

断層パターン5東端の検討(6/14) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布



387387

放水口(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(下降側)最大ケース １，２号炉取水口(下降側)最大ケース

断層パターン1～8

最大ケース

断層パターン5東端

最大ケース

２．６．３ 断層パターン5東端の検討

断層パターン5東端の検討(7/14) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布



388388

余白



389389

対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

基準波源モデル

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

de

1 6.50m 5.83m 8.29m 5.31m 5.92m 5.12m -7.24m -6.73m 

2 9.58m 9.59m 9.15m 7.09m 7.86m 7.39m -7.95m -7.88m 

3 7.24m 7.47m 7.61m 6.59m 7.17m 5.82m -8.19m -8.50m 

4 6.34m 6.07m 7.37m 5.60m 5.07m 5.08m -6.31m -6.35m

5 5.97m 6.01m 8.23m 5.41m 6.51m 5.43m -7.89m -7.70m 

6 10.00m 10.084m 9.18m 7.45m 8.26m 8.10m -8.45m -8.48m 

7 7.90m 8.25m 8.05m 6.84m 7.76m 6.78m -9.56m -9.70m 

8 6.29m 6.49m 7.64m 5.80m 5.37m 5.64m -7.21m -7.04m 

5東端 6.94m 7.01m 8.77m 6.05m 6.90m 5.71m -8.01m -8.24m 

ef

1 6.82m 5.53m 7.77m 4.55m 4.83m 5.01m -5.75m -5.91m 

2 8.80m 8.80m 8.63m 6.68m 7.17m 6.04m -7.39m -7.51m 

3 7.40m 7.09m 8.01m 6.67m 6.53m 5.43m -6.86m -7.11m 

4 5.78m 5.69m 6.61m 5.34m 5.05m 4.53m -5.41m -5.24m 

5 7.03m 6.24m 8.08m 4.63m 5.54m 5.31m -6.17m -6.33m 

6 10.09m 10.079m 8.71m 7.39m 8.44m 6.45m -8.13m -8.37m 

7 9.23m 8.24m 7.77m 6.98m 7.04m 5.47m -7.79m -8.12m 

8 6.18m 6.85m 6.86m 5.64m 5.84m 4.80m -5.82m -5.87m 

5東端 7.31m 7.05m 8.44m 5.45m 5.95m 5.49m -6.56m -6.64m 

土木学会(2016)に基づく断層パターン
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1

西 東

鉛直面内の断層形状
東西幅50km

数字は
パターン№

地震発生層厚さ
20km

海底面

【東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向】

5東端

２．６．３ 断層パターン5東端の検討

断層パターン5東端の検討(8/14) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②

○断層パターン1～8及び断層パターン5東端の検討結果は下表のとおりである。
○断層パターン5東端は，最大ケースとならない。



390390

防潮堤前面(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(上昇側)最大ケース １，２号炉取水口(上昇側)最大ケース

断層パターン1～8

最大ケース

断層パターン5東端

最大ケース

２．６．３ 断層パターン5東端の検討

断層パターン5東端の検討(9/14) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布



391391

放水口(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(下降側)最大ケース １，２号炉取水口(下降側)最大ケース

断層パターン1～8

最大ケース

断層パターン5東端

最大ケース

２．６．３ 断層パターン5東端の検討

断層パターン5東端の検討(10/14) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布



392392

余白



393393

対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

基準波源モデル

・波源位置：基準

・断層面上縁深さ：1km

de

1 8.08m 6.86m 7.71m 6.94m 5.60m 4.60m -7.99m -7.89m 

2 7.62m 8.89m 8.84m 6.74m 6.89m 7.00m -8.01m -7.67m 

3 6.42m 7.29m 7.54m 6.01m 6.17m 5.93m -9.42m -9.03m 

4 7.10m 6.75m 7.39m 6.19m 6.15m 4.89m -6.98m -6.82m 

5 7.21m 7.10m 7.95m 6.27m 5.97m 4.90m -8.52m -8.57m 

6 8.32m 9.34m 9.42m 7.25m 7.46m 7.82m -9.38m -9.23m 

7 7.31m 7.89m 8.05m 6.83m 6.84m 6.54m -10.32m -10.42m 

8 7.40m 7.05m 7.48m 6.71m 6.44m 5.34m -7.72m -7.64m 

5東端 7.39m 7.29m 8.41m 6.55m 6.11m 5.11m -9.01m -8.96m 

ef

1 6.53m 5.87m 7.46m 5.87m 5.45m 4.50m -7.41m -7.24m 

2 6.71m 7.64m 8.42m 6.46m 6.16m 5.82m -6.92m -6.76m 

3 7.00m 7.06m 7.91m 5.67m 5.97m 5.56m -8.33m -7.45m 

4 6.98m 6.60m 7.11m 5.96m 6.07m 4.44m -6.50m -5.78m 

5 6.77m 6.43m 7.74m 6.17m 5.85m 4.80m -7.78m -7.68m 

6 8.52m 9.22m 8.64m 6.96m 7.11m 6.24m -8.14m -7.48m 

7 8.97m 7.66m 7.45m 6.25m 6.54m 6.15m -9.49m -8.61m 

8 7.40m 7.09m 6.89m 6.68m 6.51m 4.95m -7.29m -6.52m 

5東端 6.77m 6.45m 8.07m 6.35m 5.90m 4.92m -8.02m -7.84m 

土木学会(2016)に基づく断層パターン
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1

西 東

鉛直面内の断層形状
東西幅50km

数字は
パターン№

地震発生層厚さ
20km

海底面

【東西方向位置・傾斜角及び傾斜方向】

5東端

２．６．３ 断層パターン5東端の検討

断層パターン5東端の検討(11/14) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③

○断層パターン1～8及び断層パターン5東端の検討結果は下表のとおりである。
○断層パターン5東端は，最大ケースとならない。



394394

防潮堤前面(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(上昇側)最大ケース １，２号炉取水口(上昇側)最大ケース

断層パターン1～8

最大ケース

断層パターン5東端

最大ケース

２．６．３ 断層パターン5東端の検討

断層パターン5東端の検討(12/14) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布



395395

放水口(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(下降側)最大ケース １，２号炉取水口(下降側)最大ケース

断層パターン1～8

最大ケース

断層パターン5東端

最大ケース

２．６．３ 断層パターン5東端の検討

断層パターン5東端の検討(13/14) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布



396396

○断層パターン1～8と断層パターン5東端の数値シミュレーションを実施した結果，断層パター
ン5東端は，最大ケースとならない。

○以上から，断層パターン5東端と比較して，断層パターン1～8の方が泊発電所に対して保
守的な津波評価となることを確認した。

２．６．３ 断層パターン5東端の検討

断層パターン5東端の検討(14/14) まとめ



397397

余白



398398
２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

１． コメント回答方針
１．１ 指摘事項
１．２ 指摘事項に関する回答方針

２．日本海東縁部に想定される地震に伴う津波
２．１ 日本海東縁部の特性整理

２．１．１ 文献レビュー
２．１．２ 当社の調査結果
２．１．３ 想定される日本海東縁部の範囲

２．２ 想定波源域の設定
２．２．１ 想定波源域(南北方向)の設定
２．２．２ 想定波源域(東西方向)の設定
２．２．３ 想定波源域(深度方向)の設定

２．３ 基準波源モデルの設定
２．４ パラメータスタディ

２．４．１ パラメータスタディの検討方針
２．４．２ 計算条件
２．４．３ 健全地形モデルの解析結果
２．４．４ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①の解析結果
２．４．５ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②の解析結果
２．４．６ 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③の解析結果

２．５ 「評価用の想定津波」の設定
２．６ 補足説明

２．６．１ パラメータスタディ評価因子影響分析
２．６．２ 貯留堰を下回る時間の確認
２．６．３ 断層パターン5東端の検討
２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認
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○アスペリティモデルと一様すべりモデルの数値シミュレーションを実施し，アスペリティモデルの方が泊発電所に対して保守的な津波評価とな
ることを確認する。

○概略パラメータスタディのSTEP1-1を対象に，以下の複数の地形モデルを用いて確認を行う※。
 健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)
 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)
 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)
 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③(北防波堤なし-南防波堤あり)

２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(1/18) 検討方針

断層パラメータ 日本海東縁部(L=320km)

ﾓｰﾒﾝﾄ
ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ Mw

8.22 8.06

断層長さ L 320km

断層幅 W 40km 23.1km

すべり量 D 平均すべり量 D：6m

剛性率 μ 3.5×1010N/m2

地震ﾓｰﾒﾝﾄ M0 2.69×1021N・m 1.55×1021N・m

断層面上縁深さ d 1km

走向 θ
東傾斜：3°

西傾斜：183°

傾斜角 δ 30° 60°

すべり角 λ 90°

ライズタイム τ 0s

断層パラメータ 日本海東縁部(L=320km)

ﾓｰﾒﾝﾄ
ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ Mw

8.22 8.06

断層長さ L 320km

断層幅 W 40km 23.1km

すべり量 D
アスペリティ領域 Da=12m

背景領域 Db=4m

剛性率 μ 3.5×1010N/m2

地震ﾓｰﾒﾝﾄ M0 2.69×1021N・m 1.55×1021N・m

断層面上縁深さ d 1km

走向 θ
東傾斜：3°

西傾斜：183°

傾斜角 δ 30° 60°

すべり角 λ 90°

ライズタイム τ 0s

アスペリティモデルの断層パラメータ 一様すべりモデルの断層パラメータ

※敷地北側防潮堤の損傷が津波評価へ有意な影響がないことを確認したことから，敷地北側防潮堤の損傷は考慮しない。



400400
２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(2/18) 健全地形モデル

○アスペリティモデル及び一様すべりモデルの検討結果は下表のとおりである。
○アスペリティモデルが最大ケースとなる。

対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

アスペリティモデル

ab

1 3.20m 3.18m 3.65m 2.93m 2.95m 2.35m -3.22m -3.12m 

2 4.62m 4.76m 4.48m 4.19m 4.21m 3.64m -4.70m -4.65m 

3 4.48m 4.87m 4.43m 4.14m 4.23m 3.24m -4.10m -3.96m 

4 3.45m 3.39m 4.00m 3.16m 3.18m 2.79m -3.13m -3.06m 

5 2.54m 2.55m 3.50m 2.45m 2.40m 2.16m -2.37m -2.20m 

6 4.00m 4.32m 3.79m 3.85m 3.87m 3.10m -4.35m -4.23m 

7 3.92m 4.06m 3.71m 3.72m 3.76m 2.59m -3.63m -3.49m 

8 3.87m 3.02m 3.21m 2.86m 2.79m 2.46m -3.24m -3.03m 

bc

1 4.09m 3.84m 3.90m 3.61m 3.47m 3.14m -3.30m -3.18m 

2 5.16m 5.65m 6.05m 4.94m 4.81m 5.05m -5.33m -5.27m 

3 5.09m 5.41m 6.03m 5.05m 5.03m 4.30m -4.47m -4.41m 

4 4.09m 4.20m 4.98m 3.61m 3.48m 3.89m -3.77m -3.48m 

5 3.74m 3.24m 4.03m 2.80m 2.80m 2.55m -2.91m -3.05m 

6 4.91m 5.31m 4.71m 4.59m 4.61m 4.21m -5.61m -5.41m 

7 4.34m 4.38m 4.56m 4.02m 3.99m 4.02m -3.91m -3.84m 

8 5.09m 4.03m 4.89m 3.63m 3.49m 3.88m -3.68m -3.33m 

cd

1 5.35m 5.00m 6.29m 4.57m 4.22m 4.25m -4.72m -4.51m 

2 6.68m 7.33m 8.40m 5.60m 5.77m 6.64m -5.95m -5.84m 

3 5.89m 6.38m 7.28m 5.63m 5.53m 5.77m -6.27m -6.24m 

4 5.30m 5.92m 7.78m 4.48m 4.48m 4.98m -4.71m -4.36m 

5 5.11m 5.39m 5.09m 4.64m 4.54m 3.88m -4.66m -4.52m 

6 7.10m 7.40m 7.68m 6.18m 6.31m 6.84m -6.57m -6.28m 

7 6.32m 6.64m 7.04m 6.01m 5.87m 5.73m -6.32m -6.15m 

8 7.14m 5.96m 6.13m 5.13m 4.95m 5.05m -4.84m -4.81m 

de

1 6.54m 5.90m 8.09m 4.72m 4.57m 5.13m -4.85m -4.68m 

2 7.52m 7.72m 9.00m 6.73m 6.75m 7.28m -6.54m -6.49m 

3 6.34m 7.11m 7.61m 5.79m 5.77m 5.84m -6.93m -7.07m 

4 6.29m 6.06m 7.29m 4.88m 4.75m 4.99m -5.56m -5.38m 

5 5.90m 5.88m 8.25m 4.82m 4.60m 5.44m -5.67m -5.75m 

6 8.21m 8.46m 9.19m 6.92m 6.96m 8.08m -7.63m -7.49m 

7 7.25m 7.54m 8.05m 5.73m 5.64m 6.83m -8.18m -7.98m 

8 6.22m 6.29m 7.58m 4.99m 4.95m 5.57m -6.01m -5.91m 



401401
２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(3/18) 健全地形モデル

○アスペリティモデル及び一様すべりモデルの検討結果は下表のとおりである。
○アスペリティモデルが最大ケースとなる。

対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

アスペリティモデル

ef

1 6.33m 5.54m 7.77m 4.29m 4.43m 5.02m -4.34m -4.12m 

2 7.11m 7.46m 8.44m 6.47m 6.39m 5.98m -6.55m -6.49m 

3 6.91m 6.90m 8.07m 5.64m 5.49m 5.51m -6.26m -6.26m 

4 5.70m 5.75m 6.87m 4.64m 4.62m 4.53m -4.82m -4.88m 

5 6.71m 5.76m 8.08m 4.70m 4.51m 5.32m -4.81m -4.58m 

6 8.52m 8.79m 8.72m 7.00m 7.05m 6.44m -7.07m -7.09m 

7 8.66m 7.12m 7.77m 6.10m 5.87m 5.49m -7.06m -7.12m 

8 6.13m 6.08m 6.86m 5.27m 5.18m 4.80m -5.13m -4.94m 

fg

1 5.30m 4.98m 5.13m 4.62m 4.42m 3.24m -3.37m -3.38m 

2 6.36m 6.51m 5.91m 5.91m 5.59m 4.76m -5.69m -5.64m 

3 6.29m 6.18m 5.89m 5.77m 5.68m 4.37m -4.97m -4.82m 

4 4.81m 5.00m 5.23m 4.30m 4.36m 3.91m -3.42m -3.30m 

5 4.44m 4.75m 4.92m 4.45m 4.29m 3.54m -3.45m -3.50m 

6 7.18m 7.00m 5.80m 6.41m 6.07m 5.32m -6.48m -6.42m 

7 6.46m 6.60m 5.37m 6.40m 6.13m 4.44m -5.40m -5.11m 

8 5.70m 5.49m 5.20m 4.66m 4.69m 4.01m -3.83m -3.65m 

gh

1 3.89m 3.56m 3.81m 3.59m 3.43m 2.56m -3.19m -3.31m 

2 5.73m 5.38m 4.88m 5.06m 4.87m 4.21m -5.24m -5.09m 

3 5.28m 5.39m 5.07m 5.05m 5.12m 3.89m -4.21m -4.15m 

4 3.84m 3.56m 4.08m 3.39m 3.45m 3.35m -3.08m -3.02m 

5 3.63m 3.60m 3.54m 3.39m 3.29m 2.59m -3.23m -3.00m 

6 5.40m 5.14m 4.52m 4.68m 4.63m 4.26m -5.78m -5.59m 

7 5.11m 5.42m 4.63m 4.62m 4.73m 3.78m -4.15m -3.99m 

8 4.22m 3.57m 3.92m 3.22m 3.18m 3.24m -3.19m -3.06m 

一様すべりモデル -

1 4.42m 4.70m 5.12m 4.12m 4.03m 3.60m -3.83m -3.38m 

2 5.69m 6.13m 7.03m 5.26m 5.24m 5.18m -6.14m -5.78m 

3 5.59m 6.00m 5.64m 5.23m 5.18m 4.51m -5.25m -4.93m 

4 4.55m 4.76m 5.57m 4.20m 4.22m 3.85m -4.31m -3.98m 

5 5.00m 4.17m 5.07m 3.80m 3.72m 3.36m -3.86m -3.44m 

6 6.15m 6.53m 5.97m 5.49m 5.50m 5.49m -6.28m -6.08m 

7 5.53m 6.09m 5.77m 5.13m 5.09m 4.51m -4.84m -4.78m 

8 4.97m 4.86m 5.07m 4.27m 4.27m 4.06m -4.11m -4.07m 



402402

防潮堤前面(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(上昇側)最大ケース １，２号炉取水口(上昇側)最大ケース

アスペリティモデル

STEP1-1最大ケース

一様すべりモデル

STEP1-1最大ケース

２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(4/18) 健全地形モデル

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布



403403

放水口(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(下降側)最大ケース １，２号炉取水口(下降側)最大ケース

アスペリティモデル

STEP1-1最大ケース

一様すべりモデル

STEP1-1最大ケース

２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(5/18) 健全地形モデル

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布



404404
２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(6/18) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①

○アスペリティモデル及び一様すべりモデルの検討結果は下表のとおりである。
○アスペリティモデルが最大ケースとなる。

対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

アスペリティモデル

ab

1 3.04m 2.74m 3.76m 3.13m 2.53m 2.31m -2.79m -2.81m 

2 4.70m 4.04m 4.71m 3.82m 3.68m 3.62m -4.53m -4.29m 

3 3.64m 3.78m 4.45m 3.48m 3.47m 3.34m -3.58m -3.54m 

4 3.78m 3.34m 4.18m 3.08m 3.10m 2.76m -2.88m -2.89m 

5 2.58m 2.52m 3.46m 2.34m 2.63m 1.96m -2.41m -2.44m 

6 3.68m 3.58m 3.71m 3.72m 3.58m 3.28m -3.69m -3.49m 

7 3.71m 3.69m 3.75m 3.26m 3.77m 2.67m -2.81m -2.74m 

8 3.43m 3.06m 3.12m 2.94m 3.25m 2.29m -2.64m -2.82m 

bc

1 4.03m 3.75m 4.10m 4.09m 3.04m 2.89m -4.02m -3.87m 

2 5.20m 5.50m 6.04m 4.71m 4.40m 4.98m -4.99m -4.79m 

3 4.54m 4.85m 6.03m 4.35m 4.38m 4.31m -3.94m -3.77m 

4 4.72m 4.15m 5.11m 4.35m 4.07m 3.95m -3.26m -3.16m 

5 3.79m 3.25m 3.88m 3.47m 2.89m 2.62m -3.06m -3.35m 

6 4.85m 4.94m 4.79m 4.30m 4.72m 4.10m -5.02m -5.26m 

7 4.31m 4.12m 4.93m 4.34m 4.15m 3.97m -4.06m -3.75m 

8 4.78m 4.26m 5.08m 4.41m 4.47m 3.43m -3.64m -3.64m 

cd

1 5.51m 5.04m 5.92m 6.36m 4.12m 3.95m -6.57m -6.41m 

2 5.93m 7.05m 8.22m 5.72m 5.61m 6.29m -6.76m -6.86m 

3 5.49m 6.10m 6.73m 4.99m 5.58m 5.53m -7.29m -6.98m 

4 5.11m 5.82m 7.90m 4.95m 5.16m 4.58m -4.76m -4.30m 

5 5.07m 4.20m 4.99m 5.11m 3.83m 3.99m -6.53m -6.41m 

6 6.63m 7.10m 7.76m 5.77m 5.93m 6.39m -7.33m -7.23m 

7 7.01m 7.27m 6.98m 6.96m 6.34m 5.42m -7.59m -7.14m 

8 6.72m 6.08m 6.28m 6.34m 5.94m 4.47m -5.02m -4.31m 

de

1 8.96m 5.85m 7.58m 8.98m 6.98m 4.58m -7.30m -7.46m 

2 8.44m 8.86m 8.79m 6.90m 7.26m 6.93m -7.68m -7.70m 

3 6.14m 7.09m 7.60m 6.21m 5.54m 5.76m -8.97m -8.55m 

4 7.24m 6.06m 7.42m 7.23m 6.07m 4.88m -6.82m -6.45m 

5 8.33m 6.39m 7.93m 8.54m 6.33m 4.89m -8.18m -8.24m 

6 9.92m 9.88m 9.09m 7.49m 8.44m 7.62m -9.03m -9.05m 

7 7.58m 7.53m 8.11m 6.88m 6.43m 6.39m -10.49m -9.97m 

8 7.63m 6.21m 7.18m 7.61m 6.60m 5.22m -7.80m -7.64m 



405405
２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(7/18) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①

○アスペリティモデル及び一様すべりモデルの検討結果は下表のとおりである。
○アスペリティモデルが最大ケースとなる。

対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

アスペリティモデル

ef

1 7.26m 5.68m 7.45m 7.38m 5.29m 4.48m -6.31m -6.48m 

2 7.26m 7.78m 8.13m 6.71m 6.66m 5.85m -6.89m -6.54m 

3 7.26m 6.64m 7.68m 5.84m 5.05m 5.39m -7.17m -7.42m 

4 7.10m 5.75m 7.07m 7.05m 5.82m 4.31m -4.76m -5.19m 

5 6.91m 6.25m 7.74m 6.42m 5.63m 4.79m -6.89m -7.16m 

6 9.47m 9.52m 8.59m 7.38m 8.19m 6.13m -7.50m -7.29m 

7 9.15m 7.10m 7.53m 6.74m 5.60m 5.98m -8.41m -8.69m 

8 7.57m 6.08m 6.89m 7.57m 6.54m 4.74m -5.64m -6.24m 

fg

1 5.24m 4.24m 4.95m 3.93m 4.27m 2.96m -4.32m -4.19m 

2 6.11m 6.12m 6.12m 5.58m 5.43m 4.82m -5.46m -5.18m 

3 6.18m 5.89m 5.49m 4.87m 4.94m 4.43m -5.70m -5.45m 

4 4.64m 4.59m 5.42m 4.36m 4.73m 3.77m -3.31m -3.09m 

5 4.41m 3.89m 4.60m 3.50m 4.01m 3.37m -3.74m -3.91m 

6 7.12m 6.81m 5.97m 5.99m 5.91m 5.35m -5.96m -5.78m 

7 6.23m 6.15m 5.52m 5.13m 5.07m 4.46m -5.26m -4.90m 

8 5.41m 5.22m 5.13m 4.95m 5.20m 3.97m -3.50m -3.28m 

gh

1 4.05m 2.88m 3.87m 4.04m 2.96m 2.62m -3.65m -3.43m 

2 5.67m 5.02m 4.98m 4.72m 4.52m 4.22m -5.07m -4.98m 

3 4.90m 4.82m 5.04m 4.37m 4.56m 3.98m -4.00m -3.70m 

4 3.95m 3.52m 4.12m 3.30m 3.25m 3.27m -2.94m -3.21m 

5 3.23m 3.21m 3.53m 2.89m 2.97m 2.68m -3.00m -2.90m 

6 5.27m 4.99m 4.67m 4.60m 4.72m 4.40m -5.14m -4.97m 

7 4.80m 4.67m 4.45m 4.04m 4.07m 3.82m -3.28m -3.00m 

8 3.81m 3.53m 3.83m 3.36m 3.70m 3.16m -2.70m -2.67m 

一様すべりモデル -

1 4.25m 4.01m 5.08m 4.62m 3.94m 3.29m -4.76m -4.84m 

2 5.54m 5.97m 6.86m 5.12m 5.08m 5.00m -5.50m -5.32m 

3 4.85m 5.13m 5.49m 4.47m 4.57m 4.52m -5.03m -4.77m 

4 4.38m 4.88m 5.79m 4.06m 4.02m 3.85m -3.71m -3.50m 

5 4.97m 3.56m 4.91m 3.50m 3.49m 3.20m -4.93m -4.89m 

6 5.68m 5.95m 5.99m 5.35m 5.39m 5.47m -5.40m -5.22m 

7 5.33m 5.09m 6.00m 4.01m 3.89m 4.29m -5.34m -4.99m 

8 4.87m 4.62m 5.07m 4.59m 4.97m 3.76m -3.53m -3.57m 



406406

防潮堤前面(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(上昇側)最大ケース １，２号炉取水口(上昇側)最大ケース

アスペリティモデル

STEP1-1最大ケース

一様すべりモデル

STEP1-1最大ケース

２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(8/18) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布



407407

放水口(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(下降側)最大ケース １，２号炉取水口(下降側)最大ケース

アスペリティモデル

STEP1-1最大ケース

一様すべりモデル

STEP1-1最大ケース

２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(9/18) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル①

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布



408408
２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(10/18) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②

○アスペリティモデル及び一様すべりモデルの検討結果は下表のとおりである。
○アスペリティモデルが最大ケースとなる。

対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

アスペリティモデル

ab

1 3.22m 3.21m 3.70m 3.07m 2.91m 2.37m -3.09m -2.85m 

2 4.64m 4.40m 4.64m 3.83m 3.95m 3.56m -4.53m -4.45m 

3 4.09m 4.29m 4.46m 3.93m 3.90m 3.27m -3.75m -3.82m 

4 3.47m 3.26m 3.98m 3.12m 3.14m 2.81m -3.08m -3.29m 

5 3.09m 3.00m 3.55m 2.33m 2.62m 2.16m -2.06m -2.18m 

6 3.85m 4.03m 3.79m 3.81m 3.77m 3.10m -3.97m -3.92m 

7 4.48m 4.48m 3.64m 3.98m 4.14m 2.63m -3.28m -3.24m 

8 3.58m 3.36m 3.16m 2.83m 3.20m 2.49m -2.91m -3.07m 

bc

1 4.08m 3.80m 3.88m 3.65m 3.54m 3.15m -3.47m -3.67m 

2 5.28m 5.69m 6.16m 4.67m 5.00m 5.07m -5.29m -5.17m 

3 5.07m 5.30m 6.09m 4.76m 4.85m 4.30m -4.58m -4.61m 

4 4.16m 4.26m 4.98m 3.72m 3.77m 3.87m -3.85m -3.88m 

5 3.49m 3.22m 4.04m 2.65m 2.98m 2.57m -3.12m -3.26m 

6 5.00m 5.49m 4.81m 4.42m 4.75m 4.21m -5.38m -5.23m 

7 4.16m 4.43m 4.69m 3.89m 4.13m 4.02m -4.05m -4.15m 

8 4.80m 4.05m 5.00m 3.47m 3.74m 3.93m -3.67m -3.65m 

cd

1 5.36m 5.12m 5.95m 5.21m 4.83m 4.09m -5.92m -6.26m 

2 7.02m 7.75m 8.53m 5.93m 6.22m 6.67m -6.68m -6.73m 

3 7.45m 7.99m 7.41m 6.36m 6.82m 5.68m -6.98m -7.16m 

4 5.03m 5.95m 7.66m 4.17m 4.55m 4.99m -5.21m -5.26m 

5 5.41m 5.86m 5.23m 5.26m 5.48m 3.76m -5.86m -6.25m 

6 8.51m 8.71m 7.85m 6.38m 6.91m 6.85m -7.43m -7.50m 

7 8.35m 8.81m 7.02m 6.83m 7.37m 5.71m -6.88m -6.93m 

8 6.83m 6.20m 6.16m 4.87m 5.26m 5.05m -4.59m -4.68m 

de

1 6.50m 5.83m 8.29m 5.31m 5.92m 5.12m -7.24m -6.73m 

2 9.58m 9.59m 9.15m 7.09m 7.86m 7.39m -7.95m -7.88m 

3 7.24m 7.47m 7.61m 6.59m 7.17m 5.82m -8.19m -8.50m 

4 6.34m 6.07m 7.37m 5.60m 5.07m 5.08m -6.31m -6.35m 

5 5.97m 6.01m 8.23m 5.41m 6.51m 5.43m -7.89m -7.70m 

6 10.00m 10.084m 9.18m 7.45m 8.26m 8.10m -8.45m -8.48m 

7 7.90m 8.25m 8.05m 6.84m 7.76m 6.78m -9.56m -9.70m 

8 6.29m 6.49m 7.64m 5.80m 5.37m 5.64m -7.21m -7.04m 



409409
２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(11/18) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②

○アスペリティモデル及び一様すべりモデルの検討結果は下表のとおりである。
○アスペリティモデルが最大ケースとなる。

対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

アスペリティモデル

ef

1 6.82m 5.53m 7.77m 4.55m 4.83m 5.01m -5.75m -5.91m 

2 8.80m 8.80m 8.63m 6.68m 7.17m 6.04m -7.39m -7.51m 

3 7.40m 7.09m 8.01m 6.67m 6.53m 5.43m -6.86m -7.11m 

4 5.78m 5.69m 6.61m 5.34m 5.05m 4.53m -5.41m -5.24m 

5 7.03m 6.24m 8.08m 4.63m 5.54m 5.31m -6.17m -6.33m 

6 10.09m 10.079m 8.71m 7.39m 8.44m 6.45m -8.13m -8.37m 

7 9.23m 8.24m 7.77m 6.98m 7.04m 5.47m -7.79m -8.12m 

8 6.18m 6.85m 6.86m 5.64m 5.84m 4.80m -5.82m -5.87m 

fg

1 5.20m 5.45m 5.13m 4.02m 5.09m 3.23m -3.77m -4.06m 

2 6.77m 6.97m 6.01m 5.62m 6.03m 4.77m -5.83m -5.97m 

3 7.19m 7.72m 5.93m 5.99m 6.34m 4.39m -5.46m -5.49m 

4 4.72m 5.41m 5.20m 4.35m 4.36m 3.94m -3.41m -3.67m 

5 4.71m 5.06m 4.91m 4.03m 4.84m 3.47m -3.70m -3.87m 

6 7.38m 7.56m 5.79m 6.04m 6.74m 5.38m -6.69m -6.94m 

7 7.42m 7.75m 5.43m 6.32m 6.66m 4.48m -5.40m -5.47m 

8 5.40m 5.29m 5.13m 4.41m 4.76m 4.02m -3.78m -3.84m 

gh

1 3.53m 3.41m 3.74m 3.47m 3.32m 2.54m -3.73m -3.32m 

2 5.62m 5.36m 4.88m 4.69m 4.91m 4.21m -5.25m -5.21m 

3 5.42m 5.85m 5.10m 4.77m 5.12m 3.91m -3.96m -3.94m 

4 3.85m 3.55m 4.04m 3.35m 3.40m 3.35m -2.91m -3.05m 

5 3.74m 3.73m 3.59m 2.96m 3.21m 2.56m -2.97m -2.98m 

6 5.33m 5.18m 4.66m 4.37m 4.66m 4.31m -5.66m -5.59m 

7 5.08m 5.48m 4.57m 4.36m 4.72m 3.80m -3.75m -3.80m 

8 3.91m 3.53m 3.89m 3.18m 3.31m 3.20m -3.06m -3.13m 

一様すべりモデル -

1 4.64m 4.31m 5.01m 3.80m 4.99m 3.48m -4.18m -4.54m 

2 5.78m 6.22m 7.20m 5.23m 5.32m 5.29m -6.01m -6.17m 

3 5.71m 6.57m 5.75m 5.08m 5.77m 4.51m -5.21m -5.41m 

4 4.41m 4.55m 5.52m 3.95m 4.09m 3.87m -4.26m -4.38m 

5 4.85m 4.02m 5.07m 3.60m 4.40m 3.42m -4.24m -4.68m 

6 6.61m 6.95m 6.07m 5.80m 6.06m 5.61m -6.32m -6.49m 

7 5.54m 6.06m 5.74m 4.92m 5.35m 4.56m -5.35m -5.33m 

8 4.64m 5.06m 5.06m 3.84m 4.40m 4.10m -3.91m -3.83m 



410410

防潮堤前面(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(上昇側)最大ケース １，２号炉取水口(上昇側)最大ケース

アスペリティモデル

STEP1-1最大ケース

一様すべりモデル

STEP1-1最大ケース

２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(12/18) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布



411411

放水口(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(下降側)最大ケース １，２号炉取水口(下降側)最大ケース

アスペリティモデル

STEP1-1最大ケース

一様すべりモデル

STEP1-1最大ケース

２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(13/18) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル②

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布



412412
２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(14/18) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③

○アスペリティモデル及び一様すべりモデルの検討結果は下表のとおりである。
○アスペリティモデルが最大ケースとなる。

対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

アスペリティモデル

ab

1 3.36m 2.88m 3.71m 2.89m 2.90m 2.33m -3.05m -3.01m 

2 4.83m 4.25m 4.70m 4.09m 4.02m 3.63m -4.56m -4.38m 

3 3.65m 3.71m 4.44m 3.69m 3.34m 3.29m -3.54m -3.28m 

4 3.82m 3.58m 4.11m 3.45m 3.52m 2.81m -3.14m -2.72m 

5 2.80m 2.50m 3.65m 2.75m 2.59m 2.01m -3.14m -2.95m 

6 3.75m 3.75m 3.74m 3.74m 3.71m 3.30m -3.45m -3.45m 

7 3.97m 3.56m 3.69m 4.04m 3.64m 2.67m -3.05m -3.02m 

8 3.77m 3.04m 3.06m 3.29m 2.69m 2.27m -3.38m -3.10m 

bc

1 4.28m 3.89m 4.20m 3.37m 3.18m 2.89m -4.87m -4.78m 

2 5.07m 5.51m 6.05m 4.53m 4.35m 4.95m -4.77m -4.59m 

3 4.60m 4.89m 6.02m 4.32m 4.22m 4.32m -4.44m -4.38m 

4 4.47m 4.26m 5.10m 4.55m 4.55m 3.95m -3.83m -3.25m 

5 3.61m 3.28m 3.86m 2.90m 3.14m 2.63m -4.42m -3.94m 

6 4.54m 4.79m 4.79m 4.43m 4.45m 4.14m -5.68m -4.87m 

7 4.38m 4.14m 4.90m 4.46m 3.95m 3.94m -3.81m -3.94m 

8 5.06m 4.02m 5.05m 4.58m 3.94m 3.47m -4.26m -3.50m 

cd

1 5.35m 5.10m 6.01m 4.20m 4.35m 3.96m -7.65m -7.32m 

2 6.20m 7.12m 8.28m 6.25m 5.98m 6.35m -7.22m -7.01m 

3 5.48m 6.19m 6.98m 5.23m 5.02m 5.59m -7.67m -7.42m 

4 5.41m 5.83m 7.88m 5.06m 5.10m 4.58m -5.62m -5.53m 

5 5.04m 4.43m 5.01m 4.01m 3.96m 3.99m -7.37m -7.27m 

6 6.61m 7.17m 7.84m 6.16m 6.17m 6.45m -8.03m -7.49m 

7 7.01m 6.58m 7.20m 6.90m 5.62m 5.49m -7.48m -7.48m 

8 7.29m 6.36m 6.36m 6.47m 5.72m 4.54m -5.44m -5.46m 

de

1 8.08m 6.86m 7.71m 6.94m 5.60m 4.60m -7.99m -7.89m 

2 7.62m 8.89m 8.84m 6.74m 6.89m 7.00m -8.01m -7.67m 

3 6.42m 7.29m 7.54m 6.01m 6.17m 5.93m -9.42m -9.03m 

4 7.10m 6.75m 7.39m 6.19m 6.15m 4.89m -6.98m -6.82m 

5 7.21m 7.10m 7.95m 6.27m 5.97m 4.90m -8.52m -8.57m 

6 8.32m 9.34m 9.42m 7.25m 7.46m 7.82m -9.38m -9.23m 

7 7.31m 7.89m 8.05m 6.83m 6.84m 6.54m -10.32m -10.42m 

8 7.40m 7.05m 7.48m 6.71m 6.44m 5.34m -7.72m -7.64m 



413413
２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(15/18) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③

○アスペリティモデル及び一様すべりモデルの検討結果は下表のとおりである。
○アスペリティモデルが最大ケースとなる。

対象ケース
変動パラメータ 防潮堤前面 敷地北側A 敷地北側B ３号炉取水口 １，２号炉取水口 放水口 ３号炉取水口 １，２号炉取水口

アスペリティ位置 断層パターン (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (上昇側) (下降側) (下降側)

アスペリティモデル

ef

1 6.53m 5.87m 7.46m 5.87m 5.45m 4.50m -7.41m -7.24m 

2 6.71m 7.64m 8.42m 6.46m 6.16m 5.82m -6.92m -6.76m 

3 7.00m 7.06m 7.91m 5.67m 5.97m 5.56m -8.33m -7.45m 

4 6.98m 6.60m 7.11m 5.96m 6.07m 4.44m -6.50m -5.78m 

5 6.77m 6.43m 7.74m 6.17m 5.85m 4.80m -7.78m -7.68m 

6 8.52m 9.22m 8.64m 6.96m 7.11m 6.24m -8.14m -7.48m 

7 8.97m 7.66m 7.45m 6.25m 6.54m 6.15m -9.49m -8.61m 

8 7.40m 7.09m 6.89m 6.68m 6.51m 4.95m -7.29m -6.52m 

fg

1 5.25m 3.67m 4.93m 4.07m 3.71m 2.93m -5.22m -4.68m 

2 6.10m 6.01m 6.10m 5.45m 5.39m 4.79m -5.29m -5.21m 

3 6.24m 5.27m 5.55m 4.76m 4.73m 4.44m -5.77m -5.71m 

4 4.89m 4.83m 5.39m 4.72m 4.68m 3.71m -4.28m -3.92m 

5 4.44m 3.69m 4.60m 3.87m 3.88m 3.38m -4.52m -4.13m 

6 7.13m 6.61m 5.91m 5.88m 5.87m 5.32m -5.87m -5.86m 

7 6.21m 5.44m 5.62m 5.16m 5.02m 4.46m -5.17m -5.01m 

8 5.65m 5.02m 5.09m 5.05m 4.52m 3.98m -3.56m -3.49m 

gh

1 4.30m 3.11m 3.74m 3.25m 3.20m 2.61m -4.26m -4.18m 

2 5.63m 5.01m 4.96m 4.62m 4.47m 4.20m -5.29m -4.96m 

3 4.91m 4.44m 4.96m 4.36m 4.20m 3.96m -4.44m -4.38m 

4 3.85m 3.64m 4.04m 3.39m 3.59m 3.28m -3.80m -3.43m 

5 3.21m 3.19m 3.60m 2.90m 3.17m 2.64m -3.67m -3.61m 

6 5.33m 4.91m 4.67m 4.61m 4.62m 4.38m -4.83m -4.87m 

7 4.98m 4.16m 4.49m 3.88m 3.87m 3.84m -3.61m -3.65m 

8 4.13m 3.43m 3.77m 3.75m 3.29m 3.15m -3.01m -2.91m 

一様すべりモデル -

1 4.71m 4.38m 5.14m 3.98m 3.74m 3.35m -6.01m -5.40m 

2 5.45m 5.74m 6.87m 5.25m 5.13m 5.01m -5.21m -5.33m 

3 4.95m 5.14m 5.60m 4.42m 4.38m 4.53m -5.73m -5.43m 

4 4.41m 4.76m 5.66m 4.25m 4.07m 3.81m -4.83m -4.43m 

5 4.92m 3.82m 4.91m 4.03m 3.76m 3.28m -5.87m -5.62m 

6 5.55m 5.81m 5.98m 5.71m 5.37m 5.49m -5.67m -5.45m 

7 5.41m 5.23m 6.15m 4.62m 4.05m 4.36m -5.46m -5.59m 

8 4.89m 4.26m 4.94m 4.85m 4.00m 3.77m -4.45m -4.36m 



414414

防潮堤前面(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(上昇側)最大ケース １，２号炉取水口(上昇側)最大ケース

アスペリティモデル

STEP1-1最大ケース

一様すべりモデル

STEP1-1最大ケース

２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(16/18) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布



415415

放水口(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(下降側)最大ケース １，２号炉取水口(下降側)最大ケース

アスペリティモデル

STEP1-1最大ケース

一様すべりモデル

STEP1-1最大ケース

２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(17/18) 防波堤の損傷を考慮した地形モデル③

最大水位上昇量分布・最大水位下降量分布



416416

○アスペリティモデルと一様すべりモデルの数値シミュレーションを実施した結果，アスペリティモ
デルが最大ケースとなる。

○以上から，一様すべりモデルと比較して，アスペリティモデルの方が泊発電所に対して保守
的な津波評価となることを確認した。

２．６．４ アスペリティモデルの保守性確認

アスペリティモデルの保守性確認(18/18) まとめ
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波源モデル位置と
津波堆積物(図中の )の位置

断層パラメータ

北海道(2017)の
F17断層の波源モデル

Ioki et al.(2019)の
波源モデル

Ioki et al.(2019)について(1/2)

○Ioki et al.(2019)では，12世紀頃の津波の波源モデルを構築しており，モデル設定について，以下のとおりとされている。
 奥尻島と北海道南西岸で津波堆積物が発見され，これは12世紀頃の津波によるものと推定されている。
 波源位置は渡島大島付近であると考えられ，北海道(2017)のF17断層の波源モデルを基に断層パラメータを変更した。
 津波堆積物の浸水範囲を説明するため，波源モデルの断層長さを104km，すべり量を18m，Mwを7.9に変更している。

○なお，すべり量18mの設定は，既往のスケーリング則等と比較して過大な設定である。
○断層長さ及びすべり量のみを変動パラメータとして考慮されており，その他のパラメータが浸水範囲に与える影響が検討されていないことか

ら，当該検討以外への適用性について確認できない。
○以上から，すべり量18mを泊発電所の断層パラメータに適用しない。

(Ioki et al.(2019)に一部加筆)

削除

変更

参考資料

変更
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○Ioki et al.(2019)における12世紀頃の津波堆積物分布標高と泊発電所の津波評価水位
を比較した結果，泊発電所の津波評価水位が上回る結果となった。

○以上から，12世紀頃の津波に対しても日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の検討
は，保守的な設定であることを確認した。

Ioki et al.(2019)について(2/2)

12世紀頃の津波堆積物分布と泊発電所の津波評価水位の比較

参考資料
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○大角ほか(2018)では，地質学的データや地形を参照して得られた断層データと，余震分布等の地震学的データを合わせて考慮することに
より，過去の地震による津波痕跡高を説明できる可能性が示されたとされている。

○しかし，以下の理由により，本知見の泊発電所の津波評価への反映は実施しないこととする。
 初期波源モデルのすべり量は，地震本部(2016)に基づき6.12mと設定されているが，地震本部(2016)によると平均すべり量は3m程

度で飽和するため，平均すべり量6.12mは過大設定であると考えられる。
 提案されているモデルの再現性は，土木学会(2016)における再現性の目安を満たさない。

大角ほか(2018)について

(大角ほか(2018)に一部加筆)

初期波源モデルのパラメータ

日本海中部地震の震源域近傍の波源モデル
(赤枠は対象とする断層群)
(大角ほか(2018)より引用)

観測記録の信頼度A，Bを使って求めたK-κの値

(大角ほか(2018)に一部加筆) 0.95<K <1.05
κ<1.45

を満たさない
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